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▽ひみつの吸精△






　ノートンクロス魔ま導どう学園には「風紀部」がある。

　委員会、ではなく、部活動。

　実際は人数が足りず同好会に等しいらしい。

　活動内容はその名の通り学園の風紀を守るというもの。

　前世で学校の風紀を乱しまくっていた俺にとっては、まさに天敵といった存在だ。

　で、本日俺はその部の部長──つまり委員会というある種の強制役職ではなく、部活動という自主活動として、好き好んで風紀を取り締しまっている人間──に、俺は風紀部部室まで呼び出しを喰くらっていた。

　厚いカーテンの閉められた室内。

　学園でもお堅かたいと有名なその部長とふたりきりで俺は──




　──彼女から吸精を求められていた。




「本当にいいのか……？」

「何度も言わせないでください……いいから、吸いなさい」

　風紀部の部長ケイナは暗がりの中でさらに俺へ身を寄せる。

　彼女の豊かなオッパイが俺の胸むな板いたの上で潰つぶれ、その存在感を主張している。

　こちらの世界ではあまり見ないが、艶つややかな黒くろ髪かみを伸のばす彼女はひと言で言うなら和風美人という言葉が似合った。

　そんな彼女に吸精を……オッパイを吸えとやや強めの口調で命じられている。

　ムフフなゲームで百回は見たシチュエーション！

　しかも強気なのに、暗がりの中でも分かるくらい恥はずかしそうな表情なのが、俺の奥底に眠ねむる何かを刺し激げきする。

「……分かった」

　俺は頷うなずき、ケイナから少し体を離はなす。

「んっ……！」

　制服の上を脱ぬがそうと俺が肩かたに触ふれると、ケイナはピクンッと声を漏もらした。

「脱がすな？」

「……っ」

　声を押し殺す彼女の制服を脱がせ、前を開く。

　下着に包まれた双そう丘きゆうが姿を見せた。

　地味めのデザインの下着は、彼女の慎つつましい性格を反映しているようだ。

　だがその奥に秘ひめられた質量は暴力的でさえあって、とても慎ましいなんてもんじゃない。

　布越ごしでも感じられる「圧」に、俺はゴクリと生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「見ていいか？」

「……」

　俺が尋たずねると、ケイナは小さく首を縦に振ふる。

　許可を貰もらい、俺はゆっくりと彼女の下着をズラす。

　下着に引っ張られてプルンッと揺ゆれてから、その満月のように白いオッパイがついに露あらわになる。

　暗い室内でも分かるキメ細やかな肌はだは今は汗あせばみ、間近で呼吸すると淡あわい女の子の匂においがした。

「じゃあ、まず触さわるから」

「え、ええ」

　ケイナのオッパイは彼女の緊きん張ちようを表すようにプルプル震ふるえている。

「あっ！」

　だいぶ敏びん感かんなのか、ちょっと触ふれるとすぐケイナの口から甘っぽい声が漏れた。

　彼女は恥ずかしそうに口を手で押さえ、なぜか俺をキッと睨にらむ。

　その怒おこっているような悔くやしそうな表情を若じやつ干かんエロいと思ってしまった。

「……」

　しかしこうも緊張されると、最初の頃ころのイヴを思い出す。

　緊張するのは仕方ないと思うが……本当に嫌いやじゃないんだろうか？

　だがそれはさっきも何度も確かく認にんした。

　これ以上はしつこいと逆に怒られる気がする。

　彼女が無理してると思ったらすぐやめよう。

　そう心の中で決めながら、俺は続きを再開した。







　このケイナと知り合ったのはほんの数日前のこと。

　生き真ま面じ目めで風紀にうるさい彼女となぜこんなことになったのか……正直今もよく分かっていない。

　なので少しばかり、彼女と出会った経けい緯いについて思い出してみるとしよう──
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▽ケイナとの出会い△






　朝、俺はロザリーの箒ほうきに乗って登校していた。

「ふあぁ～」

「大きなあくびだね、カイト」

「ロザリー……うん、寝ね不ぶ足そくで」

　俺が二度目のあくびを嚙かみ殺しながら言うと、ロザリーはそれに苦笑いした。

「あー、昨日の夜は激しかったからねー」

「んー」

　一昨日おとといに前期最後の筆記テストがあって、その所せ為いでイヴもソニアも吸精する時間がなかったのだ。

　その反動でテストが終わった翌日の昨晩は、ふたりともスゴい求めてきて、まあスゴかった。

　ロザリーは疲つかれて先に寝てしまったし。

　結果、俺とイヴとソニアは寝不足。

　沢たく山さん吸精されたふたりはまだ家でグッタリ寝てる。

　まあ、彼女たちは授業が午後からだから、特に問題ないのだけど。

　一方の俺は午前だけで今日の授業は終わりだ。

「帰りにふたりに何か買ってくかな。昼メシとか」

「いいかもね。今日はふたりともお昼作る元気なさそうだし」

「ロザリーは何時に帰ってくるんだっけ？」

「私はいつも通りだよ」

「じゃあ夕飯の分も買っとく」

「それは助かるよ。ありがとう、カイト」

　ロザリーはこちらを振り返ると、お礼とばかりに頰ほおにキス。

「～～～」

　相変わらず彼女の愛情表現は俺をドキッとさせる。

　何て言うか……元の世界風に言うとアメリカ人っぽい！　いや、ただのイメージだけど！　何事もストレートっていうか。

　箒に相乗りしている都合上、俺は彼女の腰こしに手を回して密着している。

　そこから伝わる彼女の柔やわらかさから毎夜の交わりが想起され、先さき程ほどのテレと相まって変なムラムラを感じざるを得ない……！

「ん？　どうしたのカイト、腰浮うかせて」

「いや、何でもない……です」

　俺はヘタに誤魔化しつつ、もう少しロザリーから体を離した。

　まあ何とかそのまま学園玄げん関かん前に到とう着ちやくし、そこで研究室に向かう彼女と別れる。

　彼女の残り香がまで去った頃には落ち着きを取り戻もどし、さて俺も教室に向かおうかと玄関で上うわ履ばきに履き替かえようとした、その時。

「そこのあなた！　待ちなさい！」

「？」

　突とつ然ぜんの大声に俺を含ふくめた周囲の生徒が、一いつ斉せいにそちらを見た。

　そこに立っていたのは長い黒髪を背中まで伸ばした美少女だった。

　異世界でこういうのは相応ふさわしくないかもしれないが、いかにも大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う佇まいだった。

　ただやはりというか当然というか、この学園に通う魔ま導どう師しである以上、その胸部を突出させる膨ふくらみは暴力的な質量を制服の上からでも主張し、ある種のアンバランスさがエロスとして滲にじみ出ていた。

　その谷間に挟はさまる銀色の警笛がちょっとエロい。

　何にしてもこの学園で黒髪は珍めずらしい……少し日本人風の雰ふん囲い気きもあって、妙みような親近感を覚えたのが俺の第一印象。

　やや大人びているが、見たところ同じ一年生のようだ。

「あなた、カイトさんで間ま違ちがいありません？」

「え？　俺？」

　俺は思わず自分の顔を指差して驚おどろく。

「あなた以外に誰だれかいます？」

「いや、たぶんいないけど……」

　単にこんな朝から制止されたり指名されたりする覚えがない。

　俺が困こん惑わくしていると、件くだんの彼女はこちらへズンズンと歩み寄ってくる。

　その巨きよ大だいな胸が俺にぶつかる寸前で停止し、彼女は「逃にがさない！」と言わんばかりにこちらの腕うでを摑つかむ。

「私は風紀部部長のケイナ。悪いけど、ちょっと部室まで来てもらえる？」

「風紀部？」

　風紀委員会的なアレだろうか？

　つまり学園の風紀を守る部活動ということだろうか。

　そんな部の部長に呼び出される謂いわれは……。

「……」

　あるな。メッチャある。

　この前の前期試験終しゆう了りよう以降、俺の周囲からの評価は入学当初から大いに変化していた。

　いや、変化というか、より活発になったというか。

　俺とエッチなことをすると魔法力が上じよう昇しようする。

　という噂うわさは前々から流れていた──ソニアが最初俺の所に来た理由もそれだ──が、守護者型巨きよ神しんをたおしてＡランク魔導師になったことで噂に拍はく車しやがかかったのだ。

　廊ろう下かを歩いているとわざとパンツを見せてくる、明らかに胸を押しつけてくる、人ひと気けのないところに誘さそわれる……等々、大だい胆たんな行動に出る生徒たちが頻ひん出しゆつしていた。

　いや、助平な俺としては大だい歓かん迎げいな状じよう況きようですが！

　しかし、どうやら自ら風紀部部長を名乗る彼女には到とう底てい見過ごせなかったらしい。

　前世でも学校にグラビア誌とか持ち込んでた俺にとって、風紀云うん々ぬんに属するいわゆる「お堅かたい女子」は天敵もいいところだ。

　正直、苦手意識みたいなのもある。

　だがその反面、今回の呼び出しはわりと仕方ないかなと思う。

　大歓迎な状況と言いつつ、ヤバいかなと思うくらい最近ヤバかったし。

　なので、こういう呼び出しを受けるのもしょうがない……のだが。

「このあと俺、授業あるんだけど……」

「あ！」

　俺が申し訳なく断りを入れると、ケイナはハッとしたような表情で声を漏もらす。

　まさか授業開始時間とか考えてなかったのか？

「～～～」

　あ、考えてなかったらしい。

　恥はずかしそうに顔を真っ赤にして肩かたぷるぷるさせてる。

　ていうか。

「……もしかして朝から俺のこと待ってた？」

「～～～」

　ケイナは答えなかったが、その顔を見れば答えはイエスのようだ。

　まあ、待ち伏ぶせでもしてなければ、俺がちょうど登校したタイミングで現れるなんてできないもんな。

　その待ち時間のことを思うと気の毒だが、授業開始はもうすぐなのはどうしようもない。さすがに無断欠席するわけにはいかないのだ。

　とはいえ、このまま置いていくのはあまりに不ふ憫びんだ。

「えっと……それじゃあ、昼休みに改めてってことでもいいか？」

「……うん」

　俺の妥だ協きよう案に、ケイナは小声で同意する。

「あ、風紀部の部室の場所教えてくれないか？」

「校舎三階の南側の隅すみの教室……プレートに名前書いてあるから、すぐ分かると思う」

「分かった」

　俺が頷うなずくと、ケイナは赤い頰を隠かくすようにそそくさと去っていく。

　彼女がいなくなったことで、集まっていた野や次じ馬うまも徐じよ々じよに散っていった。

「昼休みか」

　急に降って湧わいた用事を脳内スケジュールにメモしつつ、俺は途と中ちゆうで止まっていた上履きの履き替えを済ませて教室へと歩き出した。







　さて、そんなこんなで昼休み。

「えーと、南側の隅だったか？」

　校舎の三階まで階段をのぼり、俺は風紀部の部室を探して廊下を進む。

「おっ、ここか？」

　目的の教室を見つけ、俺はいったん立ち止まる。

　ドア脇わきのプレートに「風紀部」とも書かれているし、間違いなさそうだ。

「すみませーん」

「ど、どうぞ」

　ドアをノックすると、中からケイナの声が聞こえてきた。

　妙に声がくぐもっていたような？

　まあいいか。

「失礼しまーす」

　俺は返事をしてドアを開ける。

「……？」

　中にいたケイナはなぜか頰をリスみたいに膨らませていた。

　見れば、机の上にお弁当が広げられている。

　どうやら食事中だったらしく、先程声がくぐもっていたのはご飯を咀そ嚼しやく中だったからのようだ。

「す、少し待ってくれる？」

「あ、はい」

　俺は頷きつつ後ろ手にドアを閉める。

　今朝もだが、変にタイミングが悪いな、なんか。

　そのまましばし待ち、やがてケイナがゴクン。

「……ごめんなさい。来る前に食べ終わらせるつもりだったんだけれど」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだけど」

「あなたの昼食は？」

「今日は帰って家で食うつもりだったから、何も持ってきてないんだ」

「そ、そうなの……よかったら、これ食べる？」

　ケイナはそう言うと、お弁当の手つかずのおかずをフォークで刺さして差し出してくる。

[image: ]

　俺が昼ご飯はまだと答えたから、お腹なかを空すかせていると思ったのかもしれない。

　けどこれって……。

『これって間接キスって奴やつじゃないですか？』

　その時、背負った魔導剣けんアリスがのほほんと指し摘てきしてきた。

「……!?」

「バカっアリス、言うなよ！」

『？』

　アリスはよく分からないという風な反応を返してくる。

「～～～」

　一方のケイナは顔を真っ赤にしてフォークをプルプル揺ゆらしていた。

　どうやら彼女は間接キスに気づいていなかったらしい。

　おかずを分けようとしてくれたのは善意なのだろうが……やっぱり、この娘こ案外ドジなんじゃ……？

「あー……別に無理しなくてもいいから」

「い、いえ……！　こんな時間にあなたを呼び出したのは私ですから。私だけモリモリ食べているなんて気が咎とがめます」

「でも」

「は、早く食べなさい！　か、かか間接なんて、べ、別に気にしませんから！」

　ケイナは半分怒おこりながら「ん！」とフォークを突つき出してくる。

「じゃ、じゃあ、ありがとう……？」

　俺はなるべくフォークに口をつけないように、ありがたくおかずをいただいた。

「～～～」

　もぐもぐしている俺を見て、ケイナはさらに頰ほおを赤らめる。

　やっぱり遠えん慮りよすべきだったか……？

　けど拒きよ否ひするとさらに意い固こ地じになりそうだったし……うーん。

　まだイマイチ彼女への対処法が把は握あくできず、俺はなんとなく話題を探して部室の中を見回した。

「そういや風紀部ってケイナだけなのか？」

「今は私だけね」

「そっか」

　もっと沢たく山さんの部員に囲まれる可能性もあったので、ちょっとホッとした。

　黒くろ髪かみ美人のケイナとふたりきりというのも、それはそれでドキドキするけど。

「それで……何で呼び出されたか理由は分かってます？」

「まあ……例の噂のことだろ？」

　俺は頭を搔かきつつ頷く。

「そう。カイトさんが現れてから、この学園の風紀は著いちじるしく乱れているわ」

「それはまあ……そうだよな」

「これ以上風紀を乱されては困ります」

「そうなんだろうけど……それで俺はどうすれば？」

「そうですね……その前にいくつか確かく認にんを」

　ケイナは机を指でトントンしながら尋たずねてくる。

「まず例の噂、カイトさんとエ……エ、エッチなことをすると魔ま法ほう力が上がるという噂は本当なんですか？」

「うんまあ」

「……具体的には？」

「えぇっと」

　俺は吸精について詳くわしく説明した。

「お、女の子の胸を……興奮させて、エッチに……!?」

　ケイナは信じられないといった面おも持もちで朱しゆに染まった頰を押さえている。

　しばらく彼女は固まっていたが、やがて気を取り直すようにコホンッと咳せき払ばらいした。

「ち、ちなみにその吸精のことは公言しているんですか？」

「いや、具体的なことは直接シた女の子にしか話してない」

「ではエッチなことすると云うん々ぬんは周囲の憶おく測そくで、噂うわさがひとり歩きしているということですね？」

「そうなる、かな？」

　実際、吸精はヤラしいことするからほぼ正解とはいえ、噂自体は周囲が勝手にイメージを膨ふくらませて広がっているのが現状だ。

「だから俺がオッパイを吸わなきゃ魔法力は上がらないんだけど、みんなはその辺を噂で勘かん違ちがいしてるから、パンツ見せたりオッパイ触さわらせたりする子が増えてて……」

「……このまま噂がさらにエスカレートしたら、ますます手が付けられない状じよう況きようになりそうですね」

「確かに」

　その内本当にトイレにでも連れ込まれるかもしれない……いや、冗じよう談だんだけど。

「ただ俺は吸精しないと魔力欠けつ乏ぼう症しようで死んじゃうから、やめることはできないぞ？」

「それは学長先生にも聞いているので知っています」

「あ、そうなの」

　こちらの事情についてある程度は事前に確認を取っていたらしい。

「それで風紀云うん々ぬんって話だけど、結局どうするんだ？　吸精について、正しい情報をみんなに知らせるか？」

「……いえ、それはそれであなたにお……お、おっぱ……魔力を吸わせようとする生徒が増えるだけになるでしょう」

　エロ系の話を口にするのも恥はずかしいのか、ケイナはやや話しにくそうにしている。

「まあ、確かにそうなりそうではあるけど」

「吸精が必要なのは理解しましたけど、何事も限度があります」

「……でも、じゃあどうする？」

　結局「俺とエッチなこと（吸精）をすると魔法力が上がる」というのが本当なので、それが目的の女の子たちを止めることはできない。

　もし仮に禁止したとして、ではすでに俺と吸精しまくっているイヴやソニアはどうするのか？

　もう彼女たちは俺とロザリーの仲間だ。今いま更さら関係を絶つ、なんてことはできない。

　かといってあのふたりだけ吸精オッケーにしたら、他ほかの生徒たちから不満が出るだろう。

　それにまだまだハーレムを広げたい俺やロザリーにとっても吸精の禁止は困る。

「……」

　ケイナはしばらく考え続けたあと、やがて結論を出したようで「これしかないか……」と呟つぶやいた。

「やっぱり大本を取り締しまるしかないですね」

「大本？」

「ええ、風紀の乱れの大本。つまりあなたのことです、カイトさん」

「俺……を取り締まるって、どうやって？」

「簡単です──今日から私が直接、付きっきりでカイトさんのことを監かん視しします」

「付きっきり……って、ええぇ!?」





▽ハーレムＶＳ風紀部△






　今日は授業が終わったら帰るつもりだったが、風紀部をあとにした俺は帰る前にロザリーの研究室に寄った。

「へぇー風紀部か～。なるほど、それは大変だね」

　ケイナの一件をロザリーに報告すると、彼女は肩かたを竦すくめて「参ったね」という苦く笑しようを浮うかべる。

　どんな反応が返ってくるかと思ったけど、案外軽い。

　休きゆう憩けい中だった彼女は俺の話を聞きながら、魔法道具のポットのお湯でコーヒーを淹いれている。

　その様子を研究室のベッドに腰こしかけながら眺ながめつつ、俺は彼女が風紀部の件を然さ程ほど深刻に受け止めていないことに安あん堵どしていた。

　なにしろ俺はこの学園や魔導師、ひいてはこの世界の常識についてまだ浅い知識しか持ち合わせていないのだ。

　だから実は報告しつつ、内心わりとドキドキだった。

　ケイナの監視を受けるのが実は結構マズいことだった……とかいうことはなさそうでよかった。

「ていうか、今更だけど何で部なんだろ？　委員会じゃなくて？」

　いったん安堵した俺は、どうでもいい疑問を無意識に口にする。

「それは、この学園に風紀委員会なんてないからね」

「あ、そうなの？」

「というか、委員会っていう制度自体がない。学園の管理は学園側が全部賄まかなってる。生徒に任せるには、何かと危険な場所も多いからね」

「それで風紀『部』なのか」

「そうだね。部長のケイナは結構有名だよ。品行方正、成績も上位で、学内ボランティアにもよく参加してる。入学してすぐ風紀部を立ち上げたのも彼女だしね」

「え？　風紀部ってケイナが作ったのか？」

「うん。まあ、他は名前を貸しただけの幽ゆう霊れい部員で、実質彼女ひとりでやってるようなものだけどね」

「へぇ～」

　そこまでして風紀を守ろうとするなんて、やっぱり相当なマジメッ娘このようだ。

　まあ、所々ドジッ娘こ要素も入ってた気がするけど。

「魔導の研究には性的な側面を持つものも多いし、習得する魔法によっては必ひつ須すになることもある。だから、それを習う魔導師はエッチなことに奔ほん放ぽうな娘こも多いんだ」

「なるほどなー」

「あ、今私を見ながら言ったね？」

「いやいやまさかまさかそんなことは」

　口では否定するけど……心の中ではごめんなさいしてる。

　いや、だって、ロザリーは別に『淫みだら』とは言わないけど、エロに関してはだいぶ寛かん容ようよ!?

　俺にはじめてオッパイ見せてくれたのも触らせてくれたのも吸わせてくれたのも、全部ロザリーだし。

　けどまあなるほど、今の説明でちょっと納なつ得とくしたところもある。

　根がエロい性格かどうかはともかくとして、魔法にエロが関かかわり深いものというのは、魔導師たちの中では一いつ般ぱん常識だったのだ。

　だからイヴやソニアのような女の子でも、「そういうもの」として吸精を最初受け容いれてくれたんだろう。

　それにこの学園や生徒たちがかなりエロに寛容なのも、そういう文化が下地にあるからってことか。

　まあだから廊ろう下かですれ違いざまにパンツ見せてくる娘むすめとかいるんだろうけど。

「よいしょっ」

　コーヒーを淹れたロザリーがカップを持って来て、俺の脚あしの間に腰かける。

　彼女の小さな肩けん甲こう骨こつがあたり、ピンクの髪かみからふわっといい匂においがした。

「ロザリー、今日はいい匂いする」

「ん？　ああ、昨日ソニアのシャンプー借りたんだ。自分のを切らしててね」

「あー」

　言われてみればソニアの匂いに似てる。

「カイトはこっちの匂いが好き？　なら次からは私も同じの使おうかな」

「いや、ロザリーもいつもいい匂いしてるよ！　ただ今日は普ふ段だんと違うから気になっただけで！」

「あはは、そう？」

「……！」

　からかうような他愛たわいない会話。

　脚の間にすっぽり収まるミニマムサイズの体。

　それに反して大きく前に突つき出て、後ろからでも谷間を見下ろせるでっかいオッパイ！

　コーヒー飲んでる最中じゃなかったら今すぐ抱だき締めたい。

　ロザリーと一いつ緒しよにいる時間は、俺の中で常に理性と煩ぼん悩のうが鬩せめぎ合っている。

「……あー、それで？　ケイナが明日あしたからカイトのこと監視するって話だっけ？」

「ああ、どうしたらいいと思う？」

　沢たく山さんの魔ま力りよくを吸って、いつか魔ま神じん王をたおす。

　それが俺とロザリーの夢だ。

　そのためには魔力をくれる女の子たち──ハーレムの拡大が必須。

　なので、あんまり厳しくケイナに吸精を取り締まられると俺たちが困る。

「んー、まあ吸精に関しては学長も認にん知ちしてるから合法だし、さっきも言ったけど魔導の研究と性は切っても切れない関係なんだ。いくら風紀部が絡からんできても、吸精自体を禁止することはできないはずだよ」

「そっか。まあ、そうだよな」

「ていうかねー……」

　ロザリーはカップに口をつけたまま、ズルズルと半分ベッドからずり落ちつつ俺に体重を預けてくる。

「どっちかというと問題はハーレムそのものだよ」

「？」

「夏休み前にもう２～３人増えるの期待してたんだけどねー」

　なるほど。そっちの問題か。

「確かに、ランクも『Ａ』に上がったし、試験でも活かつ躍やくしたのになー」

「ねー。もっとカイト人気がドドンッと上がって、ハーレムもウハウハかなーと予想してたんだけど」

　現実は思ったよりも厳しかった。

　いや、実際人気は上がったようなのだ。

　巨きよ神しんの守護者をたおしたというニュースは、試験翌日には学園中に広まり、多くの生徒が俺の許もとへ群がった。

　それに加えてあの噂うわさだ。

　悪ノリ的にパンツを見せてくる女の子も多いが……中には、たとえばソニアのようにコッソリと、真しん剣けんに俺に魔法力を上げて欲しいと頼たのんでくる娘こもいたのだ。

　その辺の事実はケイナには黙だまっていたけど……まあ、そちらの話はいったん置いておくとして。

　噂を信じてやってきた少女はいるにはいた。

　吸精の詳しよう細さいを説明して、それでも吸って欲しいと言うので、実際に吸いもした。

　そこまではいいのだ、そこまでは……だが。

「まあ、魔法力を上げたいのと、ハーレムに入ってくれるかは別問題だよね」

　ロザリーはズズッとコーヒーを啜すする。

　まったくもってその通りだった。

　俺は吸精で魔力を吸わせてもらう。

　女の子は吸精で魔法力が上がる。

　そこまではギブアンドテイク。取引が成立してる。

　だが俺のハーレムに入るかどうか──つまりロザリーと俺の夢に協力してくれるか否いなかは、彼女たちの気持ち次し第だい。

「入ってくれなきゃ吸精してあげない～とかじゃ意味ないしな」

「それじゃほとんど脅きよう迫はくだし、ナシかなー」

「だよなー」

「まあ、気持ちいいからたまに吸って欲しいって娘こは何人かいたけど、ハーレムに入って毎日吸わせてあげるとか、一緒にパーティー組んでくれるとか、そこまで協力してくれるって相当だしねー」

　俺とロザリーは揃そろってため息をつく。

「と言っても試験だって終わってまだ十日くらいしか経たってないし、断られたのだってまだ数人だしね。単に私が焦あせりすぎてるだけかも」

「ああ、まだまだこれからだって！」

「うん。そうだね」

　ロザリーは飲み終えたカップを床ゆかに置くと、くるっとこちらを向いて今度は正面から俺に抱きついてきた。

「とはいえ、だ！　休講期間に入ったらハーレムのメンバーを増やす機会はグンと減っちゃうんだ。無理にとは言わないけど、カイトも少し頑がん張ばってみてくれるかい？」

「そりゃもちろん！　ロザリーの夢を叶かなえるためなら、俺はいつでも全力を尽つくすぜ！」

「うん。ありがとう」

　ロザリーは微笑ほほえみを浮かべて、俺の頰ほおに軽く口付けをする。

「あ、でも例の風紀部があんまりヒドい妨ぼう害がいをしてくるようなら私に言って？　私から学長に話を通すから」

「分かった」







　……さて、そんなわけで翌日。

「おはようございます」

「お、はよう、ケイナ」

　学園に登校した俺を、ケイナはまた朝から玄げん関かんで待ち伏ぶせていた。

「……今日も待ってたのか？」

「そうですが、何か？」

　当然と言わんばかりにケイナは小首を傾かしげてみせる。

「カイト君、その人が例の？」

「……」

　一緒に家から登校してきたソニアがコソッと耳打ちしてくる。その隣となりでイヴもやや怪け訝げんそうな目つきでケイナのことを見つめていた。

　ケイナの件はふたりにも昨日の内に話してある。

　が、事前に話を聞いていたとはいえ、実際にこんな朝から待ち伏せを喰くらったら誰だれだって驚おどろくものだろう。ていうか、俺も驚いた。

「俺の登校時間って伝えてたっけ？」

「職員室で聞いてきました」

「……」

　風紀部とはいえ、そこまでするか？

「なんていうか、ご苦労様です」

「気にしないでください」

　ケイナは返事をしつつ、イヴとソニアに視線を向ける。

「イヴさんとソニアさんですか？」

「は、はい」

「そうですけど？」

　ふたりは警けい戒かい気味に答える。

「はじめまして、私、風紀部のケイナと言います」

「あ、はい」

　ソニアは相手の視線にちょっと怯おびえているのか、俺の制服の袖そでをギュッと摑つかんできた。

　確かに美人な顔立ちのケイナが真剣な顔をすると、少し怖こわい表情にも見えるしな。

「……」

　一方のイヴは不信感のこもった目でケイナを見つめている。

　彼女は元々警戒心の強いタイプだし、こういう反応もしょうがないだろう。

　とはいえ、朝から美少女たちが険悪な空気を出すのは個人的に看過しかねる。

　ここはやはり俺が間に入っていくべきだろう。

「それで、えっと、朝から何の用だ？」

　俺は一歩前に出てケイナの用件を尋たずねる。

「昨日伝えた通り、カイトさんの監かん視しに来ました」

「……」

「どうしました？」

「いや……思ったより直接的で驚いただけ」

　付きっきりで監視とは聞いていたが、もう少し遠目に見張られるものだと思っていた。

　なので、こんな正面から近づいてくるのは予想外と言えば予想外だった。

「さあ、もう授業が始まりますよ。三人とも、早く教室へ行きましょう」

　そんな俺たちの反応を意に介かいしていないのか、それとも気づいていないのか、ケイナはそう言って靴くつを早く履はき替かえるよう催さい促そくしてくる。

　まあ確かにあんまり油を売ってても授業に遅おくれ……んん？

「ちょっと待った。もしかして、ケイナも同じ授業取ってるのか？」

　何か口調が「一緒に行きましょう」みたいな感じだったけど。

「はい。そうですが？」

　ケイナの返事は予想通りだった。

「……偶ぐう然ぜん？」

「いえ、昨日職員室に行った時に、私の調整できる範はん囲いで調整しました」

「……」

　もう一度言おう。

　そこまでするか？

「ほら、早く行きましょう」

「「「……」」」

　まあ引き返すわけにもいかないので、俺たちはそれぞれ靴を履き替えて歩き出した。

　最初の授業は一年必修の基き礎そ魔導学だ。

　これはいつも三人一いつ緒しよに受けている授業で、席も固まって座っているのだが、今日はそこにケイナが加わることとなった。

　長机に、並びは右から順にイヴ、俺、ソニア、ケイナ。

　うーん、なにも俺たちの間にケイナが割り込んで座っているわけではないのだが、変な違い和わ感かん。

　あるいは監視されている居い心ごこ地ちの悪さとも言えるが、それはイヴとソニアも感じているようで、いつもより少し表情が硬かたい。

「……あ！」

　と、その時授業の準備をしていたソニアが、カバンの中を覗のぞき込みながら声を上げた。

「どうしたソニア？」

「教科書忘れちゃいました」

「あらら」

　ソニアにしては珍めずらしいミス。

　昨夜もちょっと吸いすぎて今朝寝ね坊ぼうした所せ為いかもしれない。

「カイト君、悪いんだけどちょっと見せてもらっていい？」

「ああ、いいよ」

　こういう時は助け合いだ。

「ありがとね」

　そう言ってソニアが教科書を見るために、俺の方へと体を寄せ──

「ピイィィ！」

「!?」

　──ようとした時、いきなりケイナが首から下げた警笛を鳴らし、教室内に甲かん高だかい音が響ひびき渡わたった。

　周りにいた生徒たちも何事かとこちらを見る。

　当然、間近にいた俺たちもビックリして、突とつ然ぜんそんなことをしたケイナの顔をマジマジと見やった。

「な……何？」

「ソニアさん！　そんなに男子にくっついてはダメです！」

「えぇ……」

　名指しされたソニアは困こん惑わくし、目を白黒させる。

「いや、これはソニアが教科書忘れたから俺が……」

「教科書なら私が見せてあげます！」

　俺もフォローしようとしたが、ケイナはまるで耳を貸さず、自分の教科書を持ってバンッとソニアに向けて突つき出した。

「あ、じゃ、じゃあ……」

　ケイナの言い分はだいぶ強ごう引いんだったが、勢いに押しきられる形でソニアは俺から体を離はなした。

　いや、まあ別にそれでも問題はないけど。

「……」

「……」

　何かこれから大変なことになりそうだということを予感し、俺とイヴは困った視線でお互たがいに見合わせた。







　そんな感じで翌日以降も、ケイナによる俺たちの監視は続行された。

　いや、もうこれが当初の予想を遥はるかに上回るガチっぷりだった。

　何だかんだ言っても所しよ詮せんは部活動。いくら風紀のためとは言っても、まさか本当に毎日のようにつきまとわれるとは思っていなかった。

「カイトさん！　それはアウトです！」

「いや、今のはちょっと手が触ふれただけで！」

「ダメです！」

　何かあればケイナは警笛をピイィィと鳴らし、俺たちを注意しまくった。

　それこそ学園にいる間は四六時中、常に彼女は俺たちと行動をともにした。

　彼女が毎日監視の目を光らせているので、廊ろう下かですれ違ちがい様に俺にパンツを見せてくるような生徒は日に日にいなくなり、そういう意味で彼女の言う「風紀の乱れ」は若じやつ干かん改善されてきた。

　しかし、ケイナの「付きっきり」っぷりは半はん端ぱではなく、自分の必要単位を落とさない範囲で受ける授業を全部俺に合わせてきたほどだ。

　何度目かの確かく認にんになるが、この学園の授業は選せん択たく単位制。

　自分が受けたい・必要と思う授業を選び、自分の求める魔ま導どうの道を各おの々おの鍛きたえていくものだ。

　中ちゆう途と入学の俺はまだ基礎の途中だが、自分がどんな魔導師になりたいかは誰もが異なるもの──なので、人によって受ける授業傾けい向こうは異なってくる。

　あれほど一緒にいるイヴやソニアだって、彼女たちが「なりたい魔導師像」を目指して授業を選択しているので、基礎学以外の授業では別になることが多い。

　が、ケイナは俺の監視のためにその授業のコマを全部合わせてきた。

　お陰かげで学園にいる間だけに限定すれば、彼女と一緒にいる時間が今では一番長い。

　いや、もうホントに。

「……まさかここまでやるとは」

「？　何か言いました？」

　俺の独り言に、隣でノートを取っていたケイナが視線を向けてくる。

　同じ授業でかつイヴやソニアがいない時、彼女はいつも俺の隣に座る。

　それも目を離さないためか、常に肘ひじと肘がぶつかりそうなくらい傍そばに座るのだ。

　なので、彼女が少しこちらを向くと、その豊かなオッパイが揺ゆれる気配が空気の振しん動どうとなってひしひしと伝わってくる。

「いや、何でもない」

　俺は先さき程ほどのケイナの質問に答えつつ、さりげなく机に肘をつく。

　そうやって逃にがしておかないと、肘がオッパイに当たりそうなのだ。

「何でもないのなら、ちゃんと授業を聞きなさい」

「聞いてる聞いてる」

「そう？　でも、ノートも取っておいた方がいいと思うわ。その方が覚えやすいから」

「おっと」

　気がつけばまたノートを取るのを忘れていた。

　俺は慌あわてて黒板に板書された内容をノートに写し始める。

　こういうのは習慣づけないとダメだな、やっぱり。

　前世でいかに俺が授業をやる気なく受けていたかを思い出す。

「ありがとなケイナ、忘れるところだった」

「い、いえ、これくらい」

　俺がお礼を言うと、ケイナは自分のノートに視線を戻もどした。

　そこには俺よりも遥かに綺き麗れいな字が並んで、傍はた目めにも見やすいように内容が整理されていた。

「いつも思うけど、ケイナってノート取るの上手うまいよな」

「なっ!?」

　ケイナは驚おどろいたように肩かたをビクッと震ふるわせ、慌てるように両りよう腕うででノートを隠かくす。

「か、勝手に人のノートを見ないでください」

「あ、ワリィ。近いからつい目に入って」

「まあ、それなら仕方ないですが……」

　ケイナは軽く咳せき払ばらいしつつ姿勢を戻す。

　その姿勢も背筋がピンと伸のびていて、そういうところからも彼女の大和やまと撫なでし子こっぽさを感じられた。

「……何ですか？」

　俺の視線を感じてか、ケイナはペンを動かすのをやめて再びこちらを見てきた。

「いや、まじめだなーと思って」

「何がです？」

「そりゃ、だって……」

　今受けている授業は元々俺が受けたくて取ったやつだ。

　つまり、ケイナからすれば俺に合わせて選択した授業なわけで……そんな授業のノートをキチンと取るなんて「まじめ」以外に何と言えばいいのか。

　それも今日だけでなく毎日だ。

　もしかしたら元々興味はあったのかもしれないが、彼女は俺の監かん視しのために選択した授業もいつもまじめに受けていた。

　俺ならサボっちゃいそうだ。

　ていうか、風紀部の活動のためにここまでやれない。

　逆にケイナは何でそこまで風紀に拘こだわるのか気になるくらいだ。

「カイトさん？」

「……何でもないや。それよか、今度ノートの取り方教えてくれないか？」

「？　いいですけど」

「よっしゃ！」

「……」

　喜ぶ俺を見て、ケイナはまた怪け訝げんそうな表情をする。

　まあ、なんだ。

　ケイナが現れてから多少窮きゆう屈くつな思いもしているが、彼女が悪意からそうしているわけでないのは何となく感じられた。

　彼女は、一から十まで、とにかくまじめなのだ。

　昔はただただそういう女の子とは相あい性しようが悪いとしか思わなかったが、今はわりとそうでもない。

　ロザリーのために勉強を頑がん張ばろうと思うようになったから、彼女みたいなまじめな少女にある種の尊敬の念が湧わくようになったのかも？

　まあ要するに、俺はケイナのことがわりと嫌きらいではないのだ。




　……と、俺はそれでいいのだけれど。




　昼休み。

　昼食の時間になり、イヴとソニアが俺を呼びにやってきた。

「カイト」

「カイト君、学食行きましょう」

　ふたりはニコニコとしながら俺の許もとまでやってきたが、ふと隣となりにいるケイナに気づいてほんの一いつ瞬しゆんギクッと表情を強こわ張ばらせる。

「昼食ですね。行きましょう」

　一方のケイナはテキパキとノートと教科書を片づけ、俺たちについてくる気満々で立ち上がる。

　俺たちは四人で教室を出て、ぞろぞろと学生食堂へと向かった。

　道中、会話もあるが、微び妙みように空気がギクシャクしている。

　ふたりともハッキリとは言わないが、ケイナのことを気にしているようだ。

　この数日間、事あるごとに注意されまくったし……。

　だが、どうもふたりがケイナに対して気になっているのは、それだけではないようだ。

　それが何なのかまでは分からないが……。

　ちなみにケイナの方はあまり気にしていないようだ。気づいていないだけかもしれない。

　ともあれ学生食堂に到とう着ちやくし、俺たちは適当に食べたい物の食券を買って列に並んだ。

　その内ランチの載のったトレイが出てきて、俺たちはそれを持って四人掛がけのテーブルに座って食べ始めた。

「イヴ。それ何？」

　俺はイヴの食べている焼き魚の定食を見ながら話しかける。

「Ａランチ。カイトは？」

「俺はＢ。肉の気分だったから」

「私は魚の気分だった」

「学食は好きなの食えるからいいよな」

「ん」

　今日はまだイヴとあんまり会話していなかったので、ここぞとばかりに雑談する。

「そういえば今日の夕飯当番誰だれでしたっけ？」

　やがてソニアも会話に加わり雑談に花が咲さいていく。

　ふぅ、よかった。

　ふたりが笑ってくれてる方がメシも旨うまいしな。

　ようやくテーブルに和なごやかな雰ふん囲い気きが戻ってきた。

「そういえばカイト君、午後の予定は？」

「あー、えっと～、確か……」

「午後は魔法薬精製の基礎と郊こう外がい演習Ｂですね」

　俺がソニアの質問に答えるのにもたついていると、一足先に食事を終えたケイナが代わりに答えてくれた。

「そうそう、そのふたつだ。今日はそれで終わりだから、ふたりの時間が合うなら一いつ緒しよに……」

　帰ろうか、と続けようとして、またテーブルの空気が変わったことに気がついた。

「……」

「……」

　イヴとソニアが少しムッとして押し黙だまる。

「……？」

　ケイナは何でふたりの機き嫌げんがまた悪くなったのか分からないようで、戸と惑まどうように頭の上に「？」を浮うかべていた。

　いや、俺も今のは何が悪かったのか分からなかった。

　ケイナは俺の代わりに質問に答えただけなのに。

　何が悪かったんだ？

「……！　すまん、トイレ」

　急な尿によう意いを感じて、俺は一度席を立った。







「ふぅ……」

　手を洗いながら、俺は無意識にため息をつく。

「さてと、どうしたもんかな……」

『何の話ですか？』

「そりゃあの三人のことだよ」

　アリスの疑ぎ問もん符ふに俺は当たり前の答えを返す。

　女の子たちがギスギスしているのは精神衛生上よくない。

　ならどうやって仲よくしてもらうかだが……これがあまり思いつかない。

　いちおう、学園内でイチャイチャできない分は、家でタップリ埋うめ合わせしているつもりなのだが……。

　というか、ふたりがケイナを気に入らない理由は、イチャイチャを禁止されたからだけなのだろうか？

　あんまりふたりとも人を嫌いになるタイプではないと思うのだが……。

　まあ、だがケイナは嫌いやな性格をしているわけでもない。

　まじめだし、どちらかというとふたりに合うタイプに思える。

　何か上手くすれば、三人は仲よくなれると思うのだ。

　どうにかその間を上手く取り持てるように、俺が頑張らなければ。

　そう思いながら俺はトイレから戻ろうと廊ろう下かを歩いていると──不意に横から腕を摑つかまれ、そのままどこかの小部屋に連れ込まれた。

「えっ!?　な、何!?」

「しぃー」

「その声……ソニアか？」

　一瞬パニクったが、聞き慣れた声のお陰かげで相手がソニアと分かって冷静さを取り戻もどす。

　少しの間暗くて何も見えなかったが、やがて室内の暗くら闇やみにも目が慣れてきた。

　段々とソニアの顔と、あとその後ろにイヴも立っていることに気がつく。

「えっと……ふたりとも、どうしてこんなところに？」

　まだ室内全部がよく見えているわけではないが、さほど広くもないこの小部屋には棚たながたくさん並んでいて、調味料や缶かん詰づめらしき物が置かれている。

　どうやらここは学生食堂で使う食品の予備ストツクが置かれた倉庫のようだ。

　当然、生徒であるイヴとソニアに、この倉庫に用事があるはずもない。

　つまり戻ってきた俺を待ち伏ぶせていたということになると思うが……一体、何の用だろうか？

「カイト君……」

「カイト……」

　ソニアとイヴは俺の名前を呼ぶと、唐とう突とつに薄うす暗くらがりの中で制服のボタンをはずし始めた。

「えっ、な、何してるんだ!?」

「カイト君……ここで私たちに吸精してください」

「お願い、カイト」

「えぇ!?」

　急なお願いに、俺は若じやつ干かん戸惑う。

「家に帰ってからじゃダメなのか？」

「今吸って欲しいんです！」

　俺の提案に、ソニアは珍めずらしく荒あら々あらしい声で叫さけんだ。

　彼女はその一ひと際きわ大きなオッパイを俺に押しつけつつ、こちらを潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。

　その必死な様子に、軽く宥なだめようと考えていた俺は気け圧おされた。

「……何で、今なんだ？」

「だって……カイトが最近、ケイナとばっかり一緒にいるから」

　俺の質問に答えたのはイヴだった。

　後ろに控ひかえていた彼女もこちらへやってきて、脇わきからそっと体を寄せてくる。

「俺がケイナとばっかり……？」

「そうですよ。私もイヴさんも学校ではあんまり一緒にいられないのに、ケイナさんとはずっと一緒にいるじゃないですか。この後の午後だって……」

「……！」

　そういえばさっき俺の午後の予定をケイナが答えた時、ふたりの表情が曇くもっていた。

　あれは俺と彼女が午後も一緒にいることへの不満の感情──つまり。

「ふたりとも、ケイナに嫉しつ妬としてたのか？」

「「……」」

　俺が恐おそる恐る尋たずねると、ふたりは恥はずかしそうに沈ちん黙もくした。

　尋ねた俺は俺でなんだか恥ずかしかったが……何か背筋をゾクゾクしたものがかけのぼる。

　俺が女の子から嫉妬される側の立場になるなんて……！

　変な感動が湧いてしまった。

　い、いや、こんなことに優ゆう越えつ感を覚えるなんて、ふたりに失礼だ。

「んっ、んんっ！」

　俺は気を取り直すために咳せき払ばらいをすると、改めてふたりに向き合う。

「で、でも、何もこんな、学校で隠かくれて吸精しなくてもいいんじゃないか？　いつも通り家に帰ってからだって」

「いえ、今がいいんです」

「うん」

　ソニアもイヴもそう言って、ますますオッパイを押しつけてくる。

　実のところ、このふたりとはソニアと最初の一回を空き教室でシただけで、学園内で吸精するというのはシたことがなかった。

　あ、いや、ロザリーの研究室でも一回あったか。

　だが要するに、こんな風に吸精を「隠れてコソコソやる」ことは、今まで殆ほとんどなかったのだ。

　ケイナは風紀の乱れを正すために俺らの監かん視しを始めたが、それはどちらかというと俺たちより周囲の問題といえる。

　しかし今、イヴとソニアはケイナに逆らうように、ここで吸精して欲しいと願っている。

　さて、俺はどうする？

「……」

　拒きよ否ひするのは簡単だ。

　吸精だって、家に帰ってからすればいい。

　だけど、そんなことはイヴとソニアも分かっているだろう。

　それでも今シたいと言っているのだ。

　ケイナに悪い……とは思う。

　でも、イヴとソニアをこれ以上我が慢まんさせたくない、とも思うのだ。

「……分かった」

　だから、俺はふたりの願いを叶かなえることにした。

　俺が頷うなずくと、ふたりの表情はパァーッと明るくなる。

「ソニア、下着ズラして」

「はい」

　俺はまず正面にいるソニアから始めることにした。

　ここにベッドはないので、立ったままやる。

「ん……」

　ソニアは自分で下着を上にズラし、プルンッとオッパイを露ろ出しゆつさせる。

　時間もないので、俺は早さつ速そくその桃もも色いろの先せん端たんを舌でつついた。

「あんっ」

　すでに硬く尖とがったそれを刺し激げきすると、ソニアは甘い声を漏もらす。

　ここは密室とはいえ、すぐ外は廊下だ。

　彼女もそれを自覚して声を抑おさえているようだが、シチュエーションに興奮しているのか昂たかぶるのが早い。

「カイト……私も」

　俺がソニアの双そう丘きゆうを舌と指で転がしていると、焦じれたイヴが仔こ猫ねこのような声で甘えてくる。

　彼女は俺の空いている方の手を取ると、それを自分のスカートの下へと潜もぐり込ませた。

　その求めに応こたえて、俺はまずやさしく彼女の内うち股またを擦さする。

「んんっ……！」

　スベスベとした肌はだを撫なで上げると、イヴも声を我慢できずに俺の制服にしがみついてきた。

　腿ももが震ふるえる感かん触しよくを手の平で感じながら、俺はそれを徐じよ々じよに上へ移動させる。

　それから彼女が一番悦よろこぶお尻しりへ手を動かすと、その肉をギュッと摑んだ。

「アアンッ!!」

　お尻を責められると、イヴは苦しげな、だけれどエッチな色いろ香かを伴ともなった嬌きよう声せいを上げた。

　相変わらず彼女はお尻が弱点だ。

　吸精を繰くり返した所せ為いか、その感度は日に日に上がっているような気がする。

　それに伴って肉付きもよくなっているのか、低反発素材のような素す晴ばらしい揉もみ心ごこ地ちに仕上がっていた。

「アヒンッ！」

　揉み心地といえば、ソニアのオッパイもそうだ。

　特盛りサイズのオッパイは毎夜俺の手でこねられることで、常につきたてのお餅もちのような柔やわらかさを保っている。

　ともすれば指から液体みたいにこぼれ落ちるんじゃないかと思うくらい、揉んでいるこっちの指が気持ちよく感じるような最高クラスのオッパイになっている。

　だが一方で、そのスライム乳の頂点はシコり尖りきった豆のようで、歯で軽くコリコリ嚙かむと、ソニアの嬌声とともにピュピュッと液体状の魔ま力りよくが飛び出てくる。

　溢あふれるほど大量の魔力を持つのが彼女の才能……それが興奮すると、こうして液体状になって出てくるのだ。

　彼女の魔力は少し甘い。

「ソニア……」

「アッ、カイト君……！」

　俺は口に含ふくんだソニアの魔力を、キスの形で彼女に還かん元げんする。

　それでは吸精の意味がないじゃないかというツッコミは置いておく。

　こうやって舌をピチャピチャと絡からめると、彼女の性的興奮がさらに昂ぶるのだ。

　そうやって吸精効率を高めた方が、後々大量の魔力を吸うことができる。

「んっ……んふっ……！」

　唇くちびるの間から、ソニアの熱い吐と息いきが漏れて頰ほおにかかる。

　至近距きよ離りの彼女の瞳はウルウルと潤んでいて、彼女のオッパイが当たる制服の胸の辺りは湿しめっているのを感じる。

「カイトぉ」

「ん……」

　イヴにねだられ、俺はソニアから口を離はなし、次にイヴと唇を交かわす。

　彼女は舌同士でねぶるよりも、チロチロと舐なめ合うようなキスが好きらしい。

　らしい、というのは、彼女から直接聞いたわけではないからだ。

　とはいえ、彼女とも何度も吸精してきた。

　俺みたいに女心に疎うとい奴やつでも、何度もすればさすがに相手の好みも把は握あくできる。

　何よりキスをする時のイヴの表情……普ふ段だんあまり感情を表に出さない彼女の蕩とろける瞬しゆん間かんは官能的で、俺まで興奮を覚えてしまう。

　イヴとキスをしながら、ソニアの胸を揉み、ふたりを満足させられるように頑がん張ばる。

　彼女たちが不満を溜ためてしまったのも、俺がそれに気づかずに放置してしまったのが原因だし。

「ふあぁ～！」

　指が沈しずみ込むほど胸を強く揉むと、ソニアが全身を強く震わせた。

　声とともに零こぼれた唾だ液えきが胸に落ち、谷間へと流れ込む。

　狭せまい倉庫内。夏も近い季節ということもあり、彼女の谷間には汗あせで小さな池ができている。

　揉む手の下でピチャピチャと立てる水音も、汗なのか魔力なのか分からなくなっていた。

「カイトくぅん……」

　ソニアはもたれるように俺の首に腕うでを回し、熱い舌を俺の耳に這はわせる。

　彼女の奉ほう仕しに応え、俺は再び彼女のオッパイが主張する硬い突起に吸いついた。

　この溢れ出る魔力の濃こさ。

　どうやらだいぶ興奮しているようだ。

　よくよく考えれば家以外で吸精するのは久々だ。

　ソニアとは空き教室とかお店のトイレとかでシたこともあるが、その時の彼女は非常に強い性的興奮を見せていた。

　このいつ見つかるとも分からない状じよう況きよう……それが彼女にはたまらないようだ。

「んぐっ……カイト、もっとぉ」

　それはイヴも同様のようだ。

　彼女は俺の手ての甲こうを撫でておねだりをする。

　それは彼女が俺にシて欲しいことを求める一種のサインだ。

　俺は一瞬廊ろう下かの方を気にしつつ──手首のスナップを利きかせて、パチンッ、とイヴのお尻を叩たたいた。

「ひぅんっ!!」

　音が外に漏れなかったか俺はもう一度気にしたが、叩かれたイヴの方はそんな余よ裕ゆうはまったくなさそうだった。

　例のガーディアン戦以来、こうして尻を叩かれるのが癖くせになってしまったようだ。

　やや被ひ虐ぎやく趣しゆ味みっぽさもあるが、彼女の場合はあくまでお尻が弱点らしい。

「カイトぉ」

「カイトくぅん」

　存分に気持ちが昂ぶり、聖母リリスの紋もん章しようも彼女たちのお腹なかで強い輝かがやきを放っていた。

「ソニア、少し屈かがんで」

「ふぇ……」

　ソニアは俺の肩かたに摑つかまりながら屈む。

　そうして、ソニアとイヴ、ふたりのオッパイの高さを合わせると、小さく固く尖った桃色の蕾つぼみも同じ高さになる。

　そこで、俺は彼女たちのを両方同時についばんだ。

「ふああぁぁ!!」

「ああぁぁん!!」

　イヴとソニアの嬌声が重なって室内に響ひびき渡わたる。

　同時に大量の魔力が俺の中へと流れ込んできて、無事に吸精の儀ぎ式しきは完かん了りようした。

「はぁ、はぁ……」
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　吸精をされたイヴとソニアはそのままズルズルと崩くずれ落ち、俺に寄りかかりながら床ゆかにぺたんと座り込む。

　完全に力が抜ぬけてしまったようだ。

　うーん、これじゃ学生食堂に戻もどれるのはしばらく先になりそうだ。

　ふたりがどう言って抜けてきたのかは分からないが、まだケイナは待っているのだろうか？

　もしまだ待っているなら……どう言い訳するかな？

　俺がううむと首を捻ひねっていると──突とつ然ぜん、バンッと音を立てて倉庫の扉とびらが開いた。

「!?」

　驚おどろいて振ふり返ると、そこには。

「なっなっなっ……！」

「ケイナ……」

　そこにいたのは学生食堂のテーブルで待っていると思っていたケイナだった。

　彼女はほかに誰だれか来る前に扉を閉め、倉庫の天てん井じようからぶら下がった照明をつける。

「何を……やってるんですか!?」

　改めて明かりの下に晒さらされた俺たちの状況を見て、ケイナは思いっきり怒ど声せいを放った。

「あー……いや……」

　力ちから尽つきているふたりに代わり、俺は何か言い繕つくろおうとするが、いい案が思い浮うかばない……っていうか、言い訳できる状況じゃない。

「やっぱり……もしかしたらいい人かもって思ったのに……こんな場所で、こんなっ、こんなこと……ッ」

「えぇっと、ケイナ？　その、これには訳が……」

「信じられません！」

　ケイナは完全に聞く耳を持ってくれない。

　いや、俺たちに風紀を乱させないために来た彼女からすれば、この状況は到とう底てい許せないことは分かっているのだが……。

「……」

　こうなった以上は彼女の怒いかりや、あるいは罵ば倒とうの言葉は全部被かぶる覚かく悟ごを決め、俺は次に彼女が口を開くのを待った。

　やがて彼女は俺を付きっきりで監かん視しすると言った時のように「こうなったら仕方ありません……！」と決意のこもった声こわ音ねで呟つぶやき、キッと顔を上げた。

「カイトさん！」

「お、おう！」

　ケイナは俺の顔を真正面からビシッと指差し、宣言する。

「もうあなたからは絶対に目を離しません！　ですので、私もあなたのハーレムとやらに入ります！」

「え、ええぇぇ!?」








第二章










▽ケイナとの吸精△






　夜。俺ん家ちのリビング。

「ふぅん、なるほどねぇ」

　今日の昼にあった事の顚てん末まつと、ケイナのハーレム入りの意思を聞いたロザリーはひとつ頷うなずいた。

「カイトたちを更こう正せいさせるため、ねぇ……。そんな理由でハーレム入りを希望する娘こがいるとは思わなかったなぁ」

「……ダメでしょうか？」

「うーん、そうだね～」

　ロザリーは迷うように両腕を組む。

　が、しばらくするとニコリと笑え顔がおで頷いた。

「ま、いっか。いいよ、ケイナが入りたいなら」

「ありがとうございます」

　許可が下り、ケイナはロザリーにぺこりと頭を下げる。

「……けど、本当にいいの？　学園の風紀を守るだけなら、何もハーレムにまで入る必要はないと思うよ」

「いいえ、今日のあの三人を見る限り、それでは不十分と感じました。これ以上、学園の風紀を乱さないためには、私が内側に入って徹てつ底てい的に指導する必要があります！」

　ケイナはフンッと鼻息も荒あらく宣言する。

「そこまでする？……と言いたいけれど、まあ確かに今日のカイトたちは自分たちで分かってて悪いことしたからね、信用落としても仕方ないか」

「「「ごめんなさい」」」

　俺たち三人はロザリーとケイナに頭を下げて謝る。

「うん、そうだね。三人には反省してもらうとして、だ」

　ロザリーはそこで再びケイナに視線を向ける。

「ケイナの意思は十分伝わったよ……で、それならそれでやらなくちゃいけないことがある」

「やらなくてはならないことですか？　それは一体？」

「それはもちろん、ケイナがハーレムに入るというなら──」

　ロザリーはやさしくケイナに微笑ほほえむと、彼女の肩をポンと叩いた。

「──今夜、早さつ速そくカイトに吸精してもらうよ」







　寮りよう住まいのケイナには寮母に連れん絡らくしてもらい、今夜は家に泊とまってもらうこととなった。

　彼女のためにひとり分多めに作った夕食を一いつ緒しよに食べ、いくらか自由時間を過ごしたあと順番に風ふ呂ろに入った。

　今は「寮の風呂とは勝手が違ちがうだろうから」と言って、ロザリーがケイナと一緒に風呂に入っている。

　すでに風呂を終えた俺とイヴとソニアは、寝しん室しつで彼女たちが戻ってくるのを待っていた。

「少し遅おそいな、ふたりとも」

「もしかしたら、やっぱりケイナさんは帰ってしまうかもしれませんね」

「かもなー」

　ロザリーが理由をつけて一緒に入ったのも、最後の相談タイムを設けるためだろう。

　さっきは皆みんなの前だったし、もしかしたらケイナも意地を張っていたかもしれない。「やっぱり吸精されるなんて嫌いや！」と彼女が言ったら、風呂から出たあとこっそり寮に帰す腹積もりだろう。

　それはそれで仕方ないかなと思う反面、もちろん残念という気持ちもある。

　せっかくハーレムの仲間が増える機会だし。

　なによりケイナのオッパイはとても魅み力りよく的だし……！

　あの制服の布地を張り裂さかんばかりの膨ふくらみが、この数日の間ずっと隣となりでプルンプルン揺ゆれていたのだ。もう気になって気になって仕方がなかった。

　ケイナが吸精させてくれるというなら、是ぜ非ひシたい！

　そんな感じで俺がベッドの上でソワソワしながら待っている──と。

「待たせたね、みんな」

　寝ね間ま着きに着き替がえたケイナを連れたロザリーが寝室へとやってきた。

「……」

　ケイナの寝間着、というかベビードールはたぶんロザリーに借りた物だろう。

　基本はかわいらしいデザインなのだが、紫むらさきの薄うすい布地はヒラヒラと頼たよりなく、彼女の抜ばつ群ぐんのスタイルが完全に浮き彫ぼりになっている。

「ジ、ジロジロ見ないで！」

　俺の視線に気づいたケイナが怒おこった風に両りよう腕うでで胸を隠かくす。

　だがその両の膨らみはとても腕だけで全すべて隠しきれるものでなく、ムニュンッと溢あふれたお肉がはみ出て、逆にその柔やわらかさと大きさを強調しているように見えた。

　ていうか、予想以上に大きくないか……？

　バカな、オッパイソムリエの異名を持つ俺が測り間違えただと!?

　いや、まさか普ふ段だんはサラシか何かで胸を押さえていたのか？

　エッチなことが苦手なケイナなら、その可能性は大いにあり得うる。

「～～～」

「ケイナ」

　羞しゆう恥ちで真っ赤になるケイナにロザリーが小声で耳打ちする。

「……いえ！」

　それに対し、ケイナは決意を固めるように否定の言葉を口にして、グッと顔を上げてベッドの方へと歩み寄ってきた。

　まあきっとロザリーは「やっぱりやめておくかい？」的なことを言ったのだろう。

　彼女はそれにＮＯと答え、吸精される意思を崩くずさない。

「ケイナ、もうちょっとこっちに」

「え、ええ……」

　ベッドに膝ひざを乗せたケイナに、もっとこちらへ寄ってくるように言う。

　彼女はまだ逃にげようとしなかったが、やはり多少の恐きよう怖ふや拒きよ否ひ感はあるようで、だいぶジリジリゆっくりとこちらへやってくる。

「もし止やめて欲しくなったら俺の体を軽く叩たたいてくれ、な？」

「……」

　ケイナは緊きん張ちようのためか、頷くだけで返事をする。

　さて、予防線はたっぷり張ったと思う。やや過か剰じようなくらい。

　これだけ張ってもまだ足りない可能性もなきにしもあらずなので、吸精中もなるべくケイナの様子には気を配っておこう。

　……なんて、こんなに言うとまるで俺がケイナと吸精したくなさそうに聞こえるが、先さき程ほども言ったように俺は普ふ通つうに彼女とシたい。

　ただそれが無理やりになってはいけないのだ。

　ハーレムに入る女の子のことはみんな幸せにする。

　それはハーレムを作るとなった時に、ロザリーとした約束でもある。俺のハーレムに、女の子の涙なみだはいらないのだ。

「じゃあ、腕をどけてくれ」

「……！」

　俺が頼たのむと、ケイナは何度か逡しゆん巡じゆんしたあと、ゆっくりと腕を下ろした。

　すると、薄うす衣ぎぬの向こう側に豊かな双そう丘きゆうと、そこに色づくほのかなピンク色が透すけて見える。

　その綺き麗れいな色に生なま唾つばを吞のみ込みつつ、俺は一度咳せき払ばらい。

「ケイナ、俺の聖母リリスになってくれるか？」

「…………ええ」

　聖母リリスの契けい約やく。

　俺と吸精を執とり行うための契約が結ばれ、ケイナのお腹なかに聖母リリスの紋もん章しようが浮うかび上がった。

　この紋章は女の子の感情の昂たかぶりに反応して光り、その輝かがやきで吸精に最適のタイミングを教えてくれる機能もある。

　現状の輝きはまだ弱いが、少しは光っているという状態だ。

　このまま吸っても魔ま力りよく吸収の効率はメチャクチャ低いだろうが、女の子が完全にシたくないと思っているとまるで光らないこともあるので、その点ではまだ何とかなりそうな輝きだ。

　まずは吸精に入る前にケイナの性的興奮を高めなければ。

　しかし、いきなり本丸に突とつ撃げきするのはマズい気がする。

　まだ緊張しているだろうし、まずは……。

「……ん！」

　俺が腰こしとお腹の辺りに軽く触ふれると、ケイナはピクンと反応する。

　いつもキリッとしてるから、カワイイ声をはじめて聞いた。

「んっ……ん……！」

　ケイナは脇わき腹ばらが弱いようで、指の腹で撫なでると小さく跳はねた。

「……」

「……」

　周りで見ているイヴとソニアが羨うらやましそうにこちらを見ているが、今は目の前のケイナに集中集中。

「……っ」

　おっ、少し紋章の輝きが強くなった。

　だが、まだ弱い。

　もっと気持ちよく──ケイナの「エッチになるポイント」を探さぐり当てなくては。

　俺は撫でる位置を少しずつ上へズラし、まずは下乳を掬すくい上げるように軽く揉もみ始める。

「んふっ！　あっ……ちょ、ちょっと！」

「どうした？」

「こんなっこと……！　は、早く吸えばいいでしょう？」

「いや、悪い。紋章の輝きも弱いし、まだ吸うのは早いかなって」

「そ……！」

　ケイナはさらに何か言いたげだったが、結局何も言わなかった。

　だがその顔は恥はずかしさを嚙かみ殺すような表情をしていて、「早く吸えばいいでしょう」というのも、この状じよう況きようを早く終わらせたいのだという意味なのがありありと見て取れた。

　うーん、やっぱりやりにくい。

　イヴとかも最初はかなり恥ずかしそうだったけど、少なくとも嫌いや々いやではなかった。

　だがケイナも少しずつだが、いちおう紋章の輝きは増している。

　吸精は聖母リリスの同意ナシにはできない行こう為いだ。

　そして紋章の輝きは、少なくとも相手が吸精を拒否していない証あかし。

　彼女ははじめての吸精なのだ……嫌々、というのも、羞しゆう恥ち心しんと緊張の表れと考えれば納なつ得とくがいく。

　そういう心の壁かべを解きほぐすのが俺の役目。

　どちらにせよ彼女が本気で拒否しようと思えば紋章は輝きを失い、吸精は不可能になる。そうなるまでは、全力で彼女を気持ちよくすることだけを考えよう。

　俺は右手で胸を揉みながら、左手でケイナの弱点を探る。

「ケイナ、背中とか、どうだ？　気持ちいいか？」

「わ、分からない……！」

　ケイナは答えをはぐらかすようにギュッと瞼まぶたを閉じる。

　無理に答えさせるのもヒドいと思うので、俺は彼女の体を丹たん念ねんに調べていった。

　脇、背中、お尻しり、首筋、鎖さ骨こつ、耳、太もも……順番に手と舌を這はわす。

　その中だと脇が弱いっぽいけれど、他ほかの箇か所しよもまあまあの反応が返ってきた。

　彼女に合わせてとてもスローペースで動いてきたが、これだけ密着していろいろとすればお互たがいに汗あせもかく。

「脱ぬがしていいか？」

「えっ!?」

　俺が尋たずねると、それまで声をなるべく押し殺していたケイナが驚おどろいた顔を見せた。

「いや、汗でベタベタになるし……」

「で、でも……！」

　焦あせりながら再び両腕で胸を隠すケイナ。

　その時、聖母リリスの紋章の輝きが増す。

「……やめるか？」

「！　い、いえ！」

　俺は小声で尋ねるが、ケイナはすぐに首を横に振ふった。

「……どうぞ」

　ケイナはそう言いながら両腕を下ろす。

　無防備になった彼女の肩かた紐ひもに指をかけてズラした。

　薄衣のベビードールは一度彼女のオッパイで引っかかり、もう一度手でズラすことでようやく下まで落下する。

　そうして、今度こそ完全に露あらわになるケイナのオッパイ。

　白雪のようにきめ細かい肌はだは丸みを帯び、照明の光を浴びてまるで満月のようだった。

　その先せん端たんに灯ともる桃もも色いろも綺麗な色で、宝石のように輝いている。

　それにここまでの愛あい撫ぶもまったく無意味ではなかったようで、最初は小さく引っ込んでいたその突起も今はだいぶ硬かたく尖とがっている。

「はぁ……はぁ……」

　ケイナは必死に呼吸を沈しずめようとしているが、隠しきれない熱のこもった吐と息いきの音が静かな寝しん室しつでは余計に大きく響ひびく。

「……ッ」

　あんなに潔けつ癖ぺきなケイナがこんなエッチなことに……！

　ここまでケイナのことをだいぶ気き遣づかいながら進めてきたが、俺もそろそろ理性が保てなくなりそうだ。

　だって……だって……！　こんな素す敵てきなオッパイが目の前にあるんだから！

　黒くろ髪かみ巨きよ乳にゆう大和やまと撫なでし子ことか、パワーワードの並びもスゴい。

　こうして両手で触れると、触れた箇所から軽く指が沈み込む。

　その肌は本当に手の平がしっとりと吸いつくようにモチモチしている。

　女の子のオッパイはいつだって神秘に溢あふれている。

　なんてたって触れる度たびに俺に奇き跡せきと感動を与あたえてくれるのだから！

　あとこういうのはよくないと思うが……風紀のためと言って、自分から体を差し出すようなケイナの態度が、エッチなことが嫌きらいなのに徐じよ々じよに抗あらがえなくなっていく様さまのギャップが、正直かなり興奮する。

　ケイナの昂ぶりもだいぶ上がってきたが、まだ若じやつ干かん足りない気がする。

　このままだと俺の方が生殺しで辛つらくなりそうだ。

　早くケイナの「エッチになるポイント」を見つけ出さないと。

　しかし、今のところ確実にここだっていうポイントは見つからない。

　それともロザリーみたいにキスが弱点？

　いやけど流石さすがにいきなりキスはちょっと……。

　それに明確な弱点は見つからないものの、紋章の輝きを見る限り、着実にケイナの中にエッチィ気持ちは溜たまっているはずだ。

　あとはそれに火を点つけて一気に燃え上がらせることができれば……！

　とはいえ、そのための着火点が分からず、俺は相変わらず悪戦苦く闘とうしている。

　と。

「カーイト、ケイナ」

　俺とケイナがまだぎこちなく前ぜん戯ぎを続けていると、そこへ見物に徹てつしていたはずのロザリーが現れ、彼女のことを背中側からやさしく抱だき締しめた。

「ロ、ロザリー教授!?」

　特にケイナはかなり驚いて素すっ頓とん狂きような声まで上げた。

「ケイナはだいぶ緊張しているようだからね、私たちが手伝ってあげるよ」

「私、たち？」

　その言葉が示すように、いつの間にかイヴとソニアもベッドの上にのぼって、それぞれケイナの左右に回り込んでいた。

「ケイナさん、昼間はごめんなさい。お詫わびに、たっぷり気持ちよくしてあげますね」

「えっ、あの、ソニアさん!?」

　ソニアの普ふ段だんとのギャップに戸と惑まどってか、ケイナは再び驚きよう愕がく。

　その間にソニアはケイナと手と手を絡からめて離はなさないようにすると、次にオッパイ同士をぷにょんっと押し合わせる。

　ふたつの巨大なマシュマロが合わさり、形を変え、柔やわ肉にくがぷるぷる震ふるえた。

「おおぉ……！」

　あまりに感動的なその光景に俺は思わず鼻血を押さえる。

　一方、反対側からにじり寄ったイヴは、仔こ馬うまが乳を吸うように下からケイナのオッパイへと突撃し、本来授乳のためにある器官にしゃぶりついた。

「んあぁ!?」

　ソニアのように魔ま力りよくが水分に変へん換かんされるわけでもないケイナにとっては、それは本当にただ先せん端たんをイジられるだけの行為。

　だがその刺し激げきは相当なもののようで、ビクンビクンと体が跳ねている。

　空いている方の手は助けを求めるように宙を搔かき──と、その手は後ろから彼女を抱かかえるロザリーがそっと握にぎった。

「ケイナ、恥ずかしがることないからね。カイトに吸精されたら、誰だれだって乱れちゃうんだから。安心して気持ちよさに身を委ゆだねて」

　そう囁ささやきながらロザリーはケイナの首筋を責める。

「んっ……んくっんんーんぅ！」

　三人からの愛撫に、ケイナは太ももを震わせながら、必死に唇くちびるを嚙み締めている。

　それでも耐たえきれない声は唇の隙すき間まから漏もれ、聖母リリスの紋もん章しようはさらにさらに強く輝かがやきを増していった。

　ヤバい。

　この神光景ヤバい。

　だってあんなにオッパイとオッパイが、太ももと太ももが、舌と手と肌が絡まって……！

　三人の女め神がみがひとりのケイナを責めて、トロトロに蕩とろかそうとしている。

　ぬめる汗のテカりは彼女の情じよう欲よくが本当に溶とけ出たような色気と色いろ香かを室内に充じゆう満まんさせ、その香かおりに鼻び腔こうを刺激された俺はもうこのまま獣じゆう欲よくに支配されそうだ。

　我が慢まん……まだ我慢しろ、俺……！

「カイト、お待たせ」

「……！」

　ロザリーの声に俺は超ちよう速そくで反応する。

　気がつけばケイナはあんなに閉じていた口を開いてわずかに舌を見せたまま、ややグッタリとした様子で後ろのロザリーに寄りかかっていた。

　必然的に仰あお向むけに反らされたオッパイは切なそうに震え、お腹なかの紋章はもう十分なほどピンク色の輝きを放っていた。

「ケイナもすっかり準備万ばん端たんだから、早く吸ってあげて。あ、ただし優やさしく、だよ？」

「ああ……！」

　返事も少なめに、俺は彼女たちの間に割って入っていった。

「あ……カイ」

　ケイナが俺を見て何か言いかけたが、呂ろ律れつが回っていないようだった。
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「痛くはしないから……なるべくゆっくりやる」

　俺は辛かろうじてそれだけ言って、あとはもう我慢なんてできなかった。

「アアアァーー!!」

　ケイナの一ひと際きわ大きな嬌きよう声せいが上がり、俺が吸いついた彼女のオッパイから魔力が流れ込んでくる。

　三人──俺も含ふくめたら四人──がかりで全身を気持ちよくされたケイナは、もうそれ以上抗う気力など残っているはずもなく、ただ吸われるがままに快楽を享きよう受じゆし、全身でその悦よろこびを表現した。

　彼女は彼女で我慢に我慢を重ねてきた所せ為いか、溜まった物が噴ふき出すように大きく全身を震わせて跳はねさせる。その激しさは、もしかしたら今までの中で一番かもしれない。

「…──……ッ─…………」

　暴れ馬のライディングにも似た吸精は五分以上続き……やがて彼女が力尽つきたようにグッタリとベッドに背中とお尻をつけたところで、今夜の吸精は終わりを告げた。





▽一夜が明けて、ケイナ△






「はあぁ～～……」

　風紀部の部室で、私はため息をついていた。

　ため息の原因は当然、昨夜の出来事。

　彼との吸精の件だ。

　まさかあんなに気持ちいいなんて……。

　エッチなことが嫌いな私は自じ慰いすらしたことがなかったけれど、そういうつもりがなくとも肉体的快感を得る瞬しゆん間かんというのはある。

　けれど昨夜のアレは、そんな偶ぐう発はつ的に起きるようなものを超ちよう越えつした……何と言うか、まさに「溺おぼれる」ような快楽としか表現できないような何かだった。

　途と中ちゆうからはまったく自分の体が言うことを聞かなくなって、最後は浜はまに打ち上げられた魚のようにビクビクと醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。

　あんな男の子だけでなく、同性の、それも見知った方々の見ている前で……。

「～～～」

　恥はずかしい恥ずかしい恥ずかしい！

　あの時のことを振り返って羞しゆう恥ちで身み悶もだえする。

　あんな姿を人前で晒すなんて、思い出しただけで……！

　きっと今の私はタコのような顔をして、頭からは湯気を上げているに違ちがいない。

　というか、ロザリー先生やイヴさんたちはあんな行こう為いを毎晩……!?

　想像するだけで頭がクラクラしてくる。

「こんな予定じゃなかったのに……」

　吸精が魔人であるカイトさんにとって唯ゆい一いつの魔力を得る手段、つまり食事のように必要な行為というのは知っている。

　私が求めているのは繰くり返すようだが節度だ。

　だからこそ、私自身がハーレムに入りその「節度ある態度」を示すことで、彼女らの目を覚まそうと思っていた。

　エッチなことなんて結局は意志の力で克こく服ふくできる。

　そう……思っていたのに。

　まさかあんなに気持ちいいなんて……（二度目）。

「はあぁ～～～」

　私は目元を覆おおうように頭を抱えて、先さき程ほどよりも長く嘆たん息そくする。

　そのまま一分ほど軽い自己嫌けん悪おに陥おちいるが、やがてグッと顔を上げる。

　そう、まだ、まだまだ諦あきらめるには早い。

　吸精の凄すさまじさは予想外だったし、私がハーレムを中から変えるというプランはご破算になったけれど、そうなった時の第二案もちゃんと用意してある。

　……できればこちらは使いたくなかったけど。

　でも、やるしかない。

　それがこの学園の秩ちつ序じよと風紀を守るためなのだから。




　コンッコンッ




「……！」

　風紀部部室のドアがノックされた音に驚おどろいて、私は思わずビクンッとなる。

　何も驚く必要はない……なぜなら、この昼休みに「彼」を呼び出したのは私なのだから。

「どうぞ」

　私は気を取り直し、なるべく平静を取り繕つくろってドアの向こうに声をかける。

「失礼しまーす」

　ドアをガラガラと開けて入ってきたのは、もちろん私が呼び出したカイトさんだ。

「よっ、ケイナ」

　ここへ来るのは二度目だからなのか、前よりもかなり砕くだけた調子で彼は中に入ってきた。

　一方、私はこれからすることを考えて、早くも緊きん張ちようで心臓がバクバクいっていた。

「ようこそ、カイトさん。悪いけど、ドアを閉めて、鍵かぎをかけてくれますか？」

「うん？」

　若じやつ干かん早口な私に対しカイトさんは小首を傾かしげつつ、言われた通りにドアを閉めて鍵をかけた。

　その様子を見ながら、私はガタッと椅い子すを蹴けってしまいながら立ち上がる。

「ケイナ？　ところで、何の用……？」

「……」

　カイトさんが戸惑いながら尋たずねてくるけど、私は無言で彼に近づいていく。

　十分に彼に手が届く距きよ離りまで近づくと、魔法道具の照明を消した。

「え？　何で暗くして……」

「カイトさん」

　私は彼の疑問口調に割り込む。

「あの……あっ、の、んっ……！」

　割り込んだけど、続きが出てこない。

　舌が回らない。

　ハーレムに入ると宣言した時は緊張しなかった。

　あの時は風紀を守る使命に燃えていたから。

　それに吸精の凄すごさをまだ知らなかったし、耐えられると思っていた。

　今はもう吸精の抗あらがえない快楽を知っているし、その結果私がどうなってしまうかも思い知っている。

　でも、ほかに手段はない……！

「カイトさん……」

　私はゴクリとツバを吞のみ込んで、心の中でようやく覚かく悟ごを決める。

「あの……ここで、もう一度私と吸精してください……！」

「え……えぇ!?」

　カイトさんからの困こん惑わくの声。

　無理ないかもしれない……私だって、こんなこと自分から頼たのむことになるなんて思ってなかったのだから。

「ど、どうしてだ？」

　当然の疑問をカイトさんは尋ねてくる。

「それは……」

　私は答えを言い澱よどむ。

　理由はもちろんある。

　けど、直に言うのは憚はばかられる。

　なぜなら私がやろうとしていることは──籠ろう絡らく。

　あるいはもっと俗ぞくな言い方をするなら、色いろ仕じ掛かけ……なのだから。

「……っ！」

　だってもう仕方がない。

　私自身が手本となれないのなら……もう彼を骨ほね抜ぬきにしてハーレムを実質的に支配するしかない！

　それ以外に、この学園の風紀を守る方法はないのだ。

「本当にいいのか……？」

「何度も言わせないでください……いいから、吸いなさい」

　私は恥ずかしさのあまりついキツめの口調で言う。

　それこそ何でもない風を装よそおって。

　でも、本当はいっぱいいっぱいだ。

　照明を消しておいてよかった。

　明るかったらきっと顔色で私の余よ裕ゆうのなさがバレていただろう。

「分かった」

「……!?」

　カイトさんが吸精を承しよう諾だくして私の肩かたに触ふれると、分かっていても思わず私は身を強こわ張ばらせる。

　男の子の手の平、大きい。

　あと硬かたい気がする。

　この手で無理やり組み敷しかれたら、きっと抵てい抗こうなんてできない。

「脱ぬがすな？」

　カイトさんは何かするにもいちいち確かく認にんを取ってくる。

　それが意外な彼のまじめさ由来のことだと分かっていても、訊きかれる身としては恥ずかしいことこの上ない。

「……ッ」

　私は声を出さず、アゴを引くように頷うなずく。

　それを了りよう承しようと受け取ったようで、彼はゆっくりと私の制服のボタンをはずし始めた。

　徐じよ々じよに脱がされていく学園の制服。

　まるで卵の殻からを剝むくようで、私の柔やわい中身が露あらわにされていく。

　汗あせばんだ肌はだが部室の冷めた空気に触れて心ここ地ちいい。

　けれど……それもこの後に起きる吸精と比べたら大したことない。

　ぱらり、とついに制服の前が開き、下着が露わになる。

　一度寮りようの部屋に帰って着き替がえてきた、昨夜とは違う下着。

　昨日の体験が強きよう烈れつすぎた所せ為いか、その反動か、自分の持つ中で最もおとなしいデザインの物を無意識に選んでいた。

　今朝はそれでいいと思っていたはずなのだけれど……なぜか今はわずかに「これでよかったのか？」と思っている。

　なぜなら、今こうしてカイトさんに見せているから。

　今日の吸精は私から誘さそったもの、つまり彼視点からすればこれは「見せるつもりの下着」だ。

　そんなつもりない……とはいえ、それはむしろ私自身の思し慮りよの不足と言うべきだろう。

　彼に吸精を頼むと決めた時点でこうなることは予想して然しかるべき。

　なのに、今いま更さらもっとちゃんと選べばよかったと後こう悔かいしている。

　いえ、別にどう思われるとかそういうつもりはなくて、ただ変じゃないかとか、こういう下着を見せる私を彼がなんて思うかとか、そっちが気になるだけで……。

　ああ、体と一いつ緒しよに顔が火ほ照てる。

　思考が取っ散らかっている気がしたけど、そのことを思う余裕もない。

「見ていいか？」

　何をもう、今更……。

　吸精なんてエッチなことに耽ふける男の子なんて、もっと不ふ真ま面じ目めだと思っていたのに、彼は律りち儀ぎだ。

　私はただ小さく頷き返し、続きを促うながした。

　すると彼はノドを少し鳴らしたあと、慣れた手つきで下着をズラした。

　上へズラされた反動で、私の胸が大おお袈げ裟さに揺ゆれる。

　その胸の上下運動を、彼は目を皿にして凝ぎよう視ししていた。

　へ、変態!?

　いくら何でもジロジロ見すぎでは!?

　けど見てもいいと許可したのは私だし、私も変態……いや、そんな。

　こんがらがった思考。

　お腹なかの底にまた込こみ上げるものを感じる。

「じゃあ、まず触さわるから」

「え、ええ」

　私が頷くと、ほんの少し聖母リリスの紋もん章しようが淡あわく光りだす。

　それを確認すると、カイトさんはその手を私の胸へと伸のばした。

　先程大きいと感じた手の平が触ふれる。

「あっ！」

　思わず声を漏もらした私は、慌あわてて自分の口を塞ふさいだ。

「……！」

　反射的に、ついカイトさんを睨にらんでしまう。

　彼は困った顔をした。

　迷っているようだけれど、胸からは手を離はなさない。

　それが、なんだか、変だ。

　ただ触れられているだけで、何か……胸の先せん端たんの硬さを確かめられているような気がして、恥はずかしくて、悶もだえるような気持ちになる。

　私がモジモジしていると、カイトさんはやや遠えん慮りよがちに手を動かし始めた。

　また声が出ないように、私は奥歯をグッと嚙かみ締めて、目をギュッと閉じる。

　最初は片手で、やがて両手で、両方の胸を。

　彼の手つきは優やさしかった。

　柔らかい愛あい撫ぶに、揉もまれる胸から甘い刺し激げきが上から下へと流れていく。

　お腹が再びキュンキュンする。

　胸の先端はさらにムズムズする。

　やめてと言いたくなるけど、これくらい我が慢まんしなくちゃダメだ……！

　できることなら、そう、毅き然ぜんと耐たえないと。

「んっ……！」

　でも、これは……。

　昨夜もそうだったように、やっぱりとてもクる。

　抗えない。

　快感に流されそうになる。

　ダメ。耐えなきゃ。

　そう考えても、頭がフワフワしてくる。

　その時、カイトさんが頭を私の胸に埋うずめ、舌で谷間の汗を舐なめ取った。

「んんん！」

　少し大きめに声が漏れてしまう。

　今のは廊ろう下かにまで聞こえてしまったかもしれない。

　風紀部の部室で、こんなことをしているのが誰だれかにバレたら。

　それは想像するだけでゾッとしてしまう。

　本当に考えただけで背中がゾクゾクして、怖こわいという気持ちがさらに下腹部をキュッとさせた。

　彼の舌はさらに胸を登るように這はって、やがて頂に辿たどり着く。

　その口に、桜色の蕾つぼみが吸われる。

　ああ、吸精されちゃう……。

　私は続く快感に備えてグッと力を込こめる……けど。

「……？」

　カイトさんは「あれ？」という顔をしていったん口を離した。

　まさかの寸止め。

「どうし、ました？」

　私は舌をもつれさせながら尋たずねる。

「いや、何か……」

「何かって、何ですか？」

「なんか、昨日の夜と比べると魔ま力りよくの出が悪い？」

「……」

　一いつ瞬しゆん、私の口からあり得ないような汚きたない言葉が出そうになる。

　でも「出が悪い」って、何？

「何でですか？　私は、その、十分……」

　興奮しています、とは流石さすがに自分の口から言うことはできなかった。

　実際、くすぐったいような気持ちよさはさっきから感じている。

　こっちは恥ずかしいのを我慢しているのだから、それを昨夜と比べて云うん々ぬんなどと言わないで、さっさと済ませて欲しい。

「ケイナ、何か我慢してないか？」

「我慢って……そりゃ、声は我慢してますが。誰かに見つかるわけにはいきませんから」

「そういうのじゃなくて、なんかこー、自分で興奮を抑おさえてるとか？」

「それは……」

　ちょっとあるかもしれない。

　だって恥ずかしい……。

「でも、仕方ないじゃないですか。まだ二回目ですし……それは大目に見て欲しいです」

「うーん、まあそりゃそうか。それにまだケイナの「エッチになるポイント」とかも把は握あくしてないし」

　何か今物もの凄すごく不ふ穏おんな単語が聞こえた気がする……。

「ちょっといろいろ試ためしてみてもいいか？　このままだと今後も何かと不都合だし」

「えっと……」

　とても断りたい。

　けど、カイトさんを籠ろう絡らくするには、私ひとりで彼を満足させなければならない。

　そのためと考えたら、これは避さけては通れない話……。

「わ、分かりました」

「了りよう解かい。ありがとう！」

「でっでもやさしくですよ？」

「分かってるって」

　カイトさんは頷く。

　それから彼は私の体を丹たん念ねんに調べ始めた。

　胸は当然として、お尻しりや太ももの間、首筋、耳の裏、ほかにも細かく、私の恥ずかしいところ、恥ずかしいと思うところを念入りに愛撫された。

　羞しゆう恥ちで頭がおかしくなりそう。

　だけれども、やはり彼は納なつ得とくいかないような顔で、

「やっぱり何か足りない……」

　と、首を傾かしげていた。

「ケイナ、本当に気持ちいい？」

「気持ち……いい、ですよ。ええ」

　私は恥ずかしさに耐えながら質問に答える。

　が、やはりカイトさんは首を傾げて、

「じゃあ、昨日より気持ちいいか？」

　と、さらに質問を重ねてきた。

「昨日より……？」

　今度の答えは言い澱よどむ。

　カイトさんはロザリー先生たちと何度もこういうことをしているからか、何と言うか上手いのだと思う。だから、彼に触ふれられて気持ちいいと感じているのは間ま違ちがいない。

　けど確かに……昨夜初めて吸精された時より気持ちいいかと言われると……何か物足りない気がする。

　されていることはほとんど一緒なのに、どうして？




　その時、不意に部室のドアがガタガタと音を立てた。




「あれ？　鍵かぎかかってる。部長いないのかな、珍めずらしー」

「……!?」

　その声は聞き覚えのある、普ふ段だん滅めつ多たに部室に来ない幽ゆう霊れい部員の少女のものだった。

「どどどどうしましょう!?」

「ロ、ロッカーに隠かくれるとか？」

「ロッカーありません！」

「じゃ、じゃあ……！」

　カイトさんは私の手を摑つかんで部室の奥へと引っ張っていく。

　と、同時にドアの鍵を開けて少女が中に入ってきた。

「あれ暗い……？」

　部室に入ってきた少女は呪じゆ文もんで照明を点灯させる。

「……わっ！　部長、いたんですか？」

　と、室内が明るくなったことで彼女は私に気づき、驚おどろきの声が上げた。

「い、いらっしゃい」

「……カーテンなんかに包くるまって、何してるんですか？」

「え、えっと……」

　彼女の指し摘てき通り、私は今カーテンに包まって体を隠し、顔だけを覗のぞかせている状態だった。

　もちろん酔すい狂きようでこんな恰かつ好こうをしているわけではなく、カーテンの裏には乱れた制服──それにカイトさんが身を縮めるようにして隠れていた。

　幸い私が普段使っている部長机で、彼女の位置から脚あしは見えないが、もし不ふ審しんに思われてこちらに近寄られたらその場でアウトだ。

「ちょ、ちょっとね！」

　私は焦あせりながらテキトーに言い訳を考える。

「あー、あの、えっと……そ、そう！　制服のボタンが取れちゃって、人が入ってきたから慌ててカーテンで隠したの！」

「あ、そうなんですか？　でも、私しかいませんし、別に気にしなくても」

「そう言われても恥ずかしいのよ！」

「あはは、部長らしいですねー」

　普段の行いが功を奏したのか、何とか誤魔化せたようだ。

「そ、それで？　今日はどうしたの？」

「ああ、そうそう、実は前に忘れ物しちゃったみたいで、それ取りにきたんです。ちょっと捜さがしていいですか？」

「ど、どうぞ」

　私は頷うなずくけれど、内心では早く捜し物を見つけて教室に帰って欲しくてたまらなかった。

　なにしろカーテンの中は狭せまい。いちおう、二枚重ねで隠しているけど、それでもやっぱり狭い。

　お陰かげでさっきからカイトさんと密着しっぱなしだ。

　おまけに制服のボタンを留める間もなかったから、少しでもカーテンがズレたら私のあられもない姿が見つかってしまう。

　そんな場面想像しただけで……！

「……あれ？」

　その時、不意にカイトさんが何かを呟つぶやいた。

「ちょっと！　今声を出さないでください、もし見つかったら」

「いや、なんか紋もん章しようが光って……」

　私が小声で注意しても、カイトさんは何か言っている。

　それがカーテンの外に漏もれないか私は気が気じゃなかったけれど──次の瞬間、さらにそれどころではなくなった。

「カ、カイトさん……!?」

　なんとこんな状じよう況きようだというのに、カイトさんが再び私の胸を揉もみ始めたからだ。

　いや、でもだって、何で!?

　どう考えても今は自重すべき時だ。彼だって見つかったら困……困？　いや、彼は困らない？　私だけ？　いや、えっ、だからってそんなのない！

「？　部長、どうしたんですか？」

「ふぇ!?」

「顔赤くありません？」

「なっんでもっないです、よっ！」

　私は何とか答えるけれど、身を捩よじるような快感に耐たえながら声を出すのは思っていた以上に大変なことだった。

「……？」

　幸い相手は捜し物の方が大事なのか、あるいは誰か待たせているのか、棚たなやプリントの下をまさぐることの方を優先してくれたようだ。

　かといって、それで何か解決したわけではない。

「ひぅ……！」

　脇わき腹ばらから腰こしを迂う回かいしてお尻を撫なでていった手が、不意に太ももの間に突つっ込まれ、私は反射的にそれを挟はさんでしまう。

　ギュウゥーとカイトさんの手を太ももでサンドしていると、すり合わされた肌はだと肌の間でヌルリとした液体がヒドく鮮せん明めいに感じられた。もちろん汗あせだけれど、それでも恥はずかしい。

　さらにカイトさんの指が、私の硬かたくなった先せん端たんをクリクリとつまむ。

「……っ、っっ！」

　カーテンを摑んでいる所せ為いで口を手で押さえられない。

　私は顔を真っ赤にして、息を止めるように声を漏らすのを堪こらえた。

　我が慢まんのしすぎで目め尻じりに涙なみだが浮うかび、頭の中が熱でカッカする。

　それ以上にお腹なかの奥が煮にえるように熱くって、下腹部が燃えるようだ。

　だってこんなすぐ傍そばに人がいるのに、もしバレたら絶対大変なことになってしまう。

　そうなったら……そうなったら……！

　カーテンの裏からクチュクチュと粘ねん性せいを帯びた水音が聞こえてくる。

　その正体を知っている私はさらに羞恥を感じ、そしてこれがあの娘こに聞こえないことを心の底から願った。

　もう、本当に何にも考えられない。

　これまで感じたことのない羞恥で全身が昂たかぶる。

　敏びん感かんになりすぎた胸や脇腹をイジられると異常に反応してしまう。

　もうどこを触さわられても感じる。

　首筋にかかるカイトさんの吐と息いきだけで昨夜のような嬌きよう声せいを上げてしまいそうだ。

　なのに、彼の責めはそれ以上の快楽を私に与あたえ続けている。

　汗とか何かよく分からないような、ただ私の体液ということだけは確かな液体が脚きやく部ぶを伝って、床ゆかに何滴てきも何滴も滴したたっていた。

「～～～」

　とても自力では声を我慢などできず、私は咄とつ嗟さにカーテンを嚙かむ。

　立ってもいられなくて、摑んだカーテンに体重を預けて何とか堪えている有り様だった。カーテンのレールがギシギシと音を立てていて、今にも壊こわれそう。

　首から下が、自分の体ではないように言うことを聞かない。

　その癖くせ、熱いことだけは分かって、その熱は私を吞のみ込むような波となって脊せき髄ずいを駆かけ上がってくる。

　その一いち撃げき、一撃が私の腰を砕くだかせ、汗を流させ、痙けい攣れんと嗚お咽えつを促うながし、カーテンの中にいるカイトさんの目の前で痴ち態たいを晒さらしていく。

　心も、体も、ドロドロに蕩とろけていくようだ。

「そういえば部長ー」

「はっ!?　ひゃに!?」

　突とつ然ぜん、声をかけられて私は慌あわててカーテンから口を離はなした。

「私、変な噂うわさ聞いたんですけど～」

「う、噂？」

「なんかー部長があの男の子と学校でエッチなことしてるってー」

「……はいぃ!?」

　私としたことが思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「あはは、部長でもそんな声出すんですね」

　あちらは単に私が驚いて大声を上げたと思っているようだけれど、こちらは殺さつ人じん鬼きに袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられたような心境だ。

　たぶん、ここ連日私がカイトさんと一いつ緒しよにいたから──あるいは昨日彼の家へ行ったのを誰だれかに見られたから──そんな噂が生まれたのだろう。

　それが噂なら怒おこるところだけど、もちろん噂では済まない。

　というか、今まさに「それ」をしている最中とは、話題を出した彼女もまさか思っていないだろう。

　いや……それとも……まさか……バレて……。

「……っ!?!?～～──ッぁ」

　その時、何かが私の中で臨界を超こえた。

　極きわまった羞しゆう恥ち心しんや恐きよう怖ふや快楽に、それを全部足したような大きすぎる解放感が、私の意識を一いつ瞬しゆんはるか彼方かなたにまで吹ふき飛ばした。

　そして、その瞬間をまるで見み越こしたように、前まえ屈かがみになった私の下に潜もぐり込んだカイトさんが、張り詰めた胸の一番切ない部分に思いっきりむしゃぶりついてきた。







「……あ、あった！　よかったー見つかって」

　件くだんの捜し物中だった彼女は無事に忘れ物を見つけたようだった。

「あれ？　部長ー？　またいない？」

　彼女はどうやら急に姿を消した私を捜し始めたようで、部室中をキョロキョロしている気配が伝わってくる。

「……あ、ここよ」

「あ、部長」

　数秒失神していた私は机の縁へりに摑つかまって這はい上るように上体を起こし、彼女にこちらの所在を伝えた。

「って、どうしたんですか？　なんだか息荒あらいですけど」

「ちょ……ちょっとね！」

　机の陰ではだけた制服は見えないはずだけど、早く彼女には離れてもらわないと……。

「それよりこれから資料整理始めるんだけど、この後暇ひまかしら？」

「えっ！　あ、あー、スミマセン！　友達を食堂に待たせてるので！　では、私はこれで～」

　資料整理の仕事と聞いて、彼女はそそくさと部室を出て行ってくれた。

　はぁ、助かった……もし彼女が部長机の方に近づいてきていたら、胸丸出しの私とカイトさんの姿を見られて、「噂」が「事実」として学園中に広まっていただろう。

「はぁ……うっ……」

　私はこれ以上机に摑まっているのがしんどくなったので、机の縁から手を離してそのままズルズルと床に倒たおれ込んだ。

　腰が抜ぬけて立てない……。

　脚あしの感覚がフワフワしてて、まるで生まれたての仔こ鹿じかみたいだ。

　このまま眠ねむってしまいたいくらいの疲ひ労ろう感かんだけど……徐じよ々じよにフツフツと湧わき上がってきた怒いかりの感情に押されて、私はもう一度体を起こした。

「～～～というか、カイトさん!!」

「は、はい！」

「あんな状況で一体何をしてるんですか!?　あ、危あやうく見つかるところでしたよ!?　もしそうなっていたらどうするつもりだったんですか!?」

「ご、ごめん！　ただなんかあの娘が来てから、急に聖母リリスの紋章の輝かがやきが増したから」

「え……？」

　聖母リリスの紋章が輝くのは女の子の吸精受け容いれ準備が整った合図──つまり私が激しい性的興奮を覚え、吸精されたいと思ったことを意味する。

　でもそれが部員が入ってきて、危うく見つかりそうになった時にって……え？

「ど、どういうことですか？」

「うーん、ソニアでもたまにあるけど、何て言うんだ……スリル？　人に見られそうとかそういう危うい状況になると、そのドキドキが性的興奮に繫つながることがままある、みたい」

「わわわ私がそんな変態みたいな理由で興奮を!?」

　私が激しく動どう揺ようしていると、カイトさんは何でもない風に軽く笑う。

「まあまあ、イヴとかロザリーも似たようなシチュエーションで興奮してたし、別に気にしなくてもいいんじゃないか？」

「そ……そうですか？」

「うん。ただまあ……」

「ただ？」

「昨日の夜みんなと一緒だった時の方が吸収効率がよかったり、さっきの状況で興奮してたりってことを考えると、ケイナは特別こういう誰かに見られるシチュエーションがエッチになるポイントなのかもな！」

「……ッ！」

　悪意ゼロの笑え顔がおで言われ、私は口をパクパクさせた。

　まさか褒ほめているつもりなんだろうか？

　全然そんな気はしないけど、彼が私のことを気に入ってくれるなら、それだけハーレムの頂点に立って支配できる日も近づく。

　ので、私はとりあえず曖あい昧まいに微笑ほほえんで頷うなずいておいた。

　それにしても、私は本当にあんな……で、興奮してしまったのだろうか？

　どちらかといえばそちらの方がショックだ。

　……まあ。

　確かに、その……今までにないくらい、気持ちよかったのだけど。





▽夏休みのご予定は？△






　うーん、昼休みのケイナのアレは一体何だったんだろう？

　急にふたりきりで吸精してくれなんて……まあ、俺としては役得だし、彼女のエッチになるポイントも分かったのでいいこと尽ずくめだったけど。

　そんなこんなで今日の分の授業を全すべて受講し終えた俺は、帰る前にロザリーの研究室にお邪じや魔ましていた。

「そういえば、もうすぐ夏休みだねぇ」

　特に用もなく駄だ弁べっていた俺たちだが、ふとロザリーがカレンダーを見てそんなことを呟つぶやいた。

「夏休み楽しみだな！　どこ行く？」

「ははは、そうだなぁ、海とかいいかもね」

「海！　絶対行こう！」

　海といえば水着！　それに水着！　そして水着！

　ロザリーたちの水着姿を思い浮うかべるだけで幸福な気持ちになれる。

　早くも水着のパラダイスに夢を馳はせている俺にロザリーは苦く笑しようして「だけど」と接続詞を挟はさんだ。

「夏休みには夏期課題があるから、その準備も今の内にしておいた方がいいよ」

「夏期課題？」

「基本は生徒の自主性に任せるんだけどね。学園の生徒は休み明けに、学園に対して目に見える『成果』を提出しないといけないんだ」

「成果……って言われてもなぁ」

「難しく考える必要はないよ。まあ初年度ならパーティーでクエストをひとつクリアすれば大だい丈じよう夫ぶさ」

「なぁーんだ、だったら簡単だな」

「けど早めにいいクエストを取っておかないと、先に誰かに取られちゃうよ。最悪、真夏に山中で何日も採取作業するクエストとかしか残らないかも」

「げえぇぇ！　それは絶対ヤダ！」

　暗くてジメジメした山で採取とか断固としてお断りだ！

「俺、ちょっとクエスト掲けい示じ板ばん見てくるよ」

「うん、行ってらっしゃい。私はちょっとテストの採点があるから」

　ロザリーに見送られ、俺は足早にクエスト掲示板のある学園案内所に向かった。

　学園案内所は職員室のすぐ傍そばにあり、広めのホールになっていて、掲示板のほかにクエスト受付口や、オーソドックスな魔法道具や消しよう耗もう品を売る購こう買ばいが並んでいる。

「おわっ、やっぱ人いるな」

　ホールの中は多数の生徒でガヤガヤしていた。

　やっぱりみんな夏期課題のためのクエストを選びに来たらしい。

　特に掲示板前の人混みはスゴくて、あとから来た俺はとても近づける状態ではなかった。

「おっとと！　こりゃ思ってたよりスゴいな」

　何度か掲示板に近づこうとしたが、とても割っては入れそうにない。

　やはりバーゲンとかそういう争そう奪だつ戦せん的なもので男子は女子に敵かなわないということか……。

　いちおう、遠目に依い頼らい書を読んでみる、が……。

「うーん……よく分からん」

　細かい字までは読めないが、よさそうな依頼書は見当たらない。

　よさそうな依頼書は先に取られてしまっているようだし、明日あした新しく掲示されるクエストに望みを託たくして、今日は大人しく引き下がるべきだろうか？

「あのー」

「ん？」

　その時不意に後ろから声をかけられ、俺は何だろうと思って振ふり返る。

　そこにいたのはマントを羽織り、少し目ま深ぶかにフードを被かぶった前まえ髪がみメカクレ女子。

　おお、なんかある意味正統派の魔女っぽい恰かつ好こうの女の子だ！

「もしかして、受けるクエストを探してますか？」

「あ、はい。何で分かったの？」

「さっきから掲示板の前をうろうろしてたの見てたので」

「ああ、なるほど」

「で、もしよかったら今から依い頼らい書出す予定だったこのクエスト、あなたが受けてくれませんか？」

　フード女子はそう言って、マントの下からピラッと依頼書を取り出してみせる。

　学園クエストの受注にはふた通りのパターンがある。

　ひとつは、掲示板に貼はられた依頼書の中から選んで受けるパターン。

　もうひとつは、こんな感じで依頼者から直接依頼を受けるパターンだ。

　依頼料が安く済む学園クエストだが、直接依頼の場合はちょっと料金がお高くなる。高めの料金を払はらうなら魔導連盟ギルドに依頼書を出すのが普ふ通つうなので、学生に対して直接依頼することはほとんどない。

　彼女も学園に依頼書を出そうとしていたということは、コストを安く済ませたかったはずなのだが……？

「えっと、何で俺に？」

「だってあなた、学生なのにＡランク魔導師になったカイト君でしょう？　有名人よ」

　おお！　有名人！

　何か人からそう言われるとスッゴくそんな気がしてくる。

「私もどうせなら腕うで前まえの分からない誰だれかより、カイト君みたいな強い魔導師に依頼を受けて欲しいもの。ねぇ？」

「お、おおぉ!?」

　彼女は猫ねこ撫なで声ですり寄ってきてオッパイを俺に押し当ててくる。

　これは……だぼだぼマントの下に隠かくれ巨きよ大だい山脈が!?

「ねぇ、お願い？」

「うおぉぉぉ!?」

　い、いかん！　冷静になれ俺！　これはパーティーで挑いどむことになるクエスト！　まず依頼内容を聞かなければ！

「さ、先にどんなクエストなのか教えてくれ」

「そんな難しい内容じゃないの。簡単な採取クエスト。ただちょっと遠出しなきゃだから、私ひとりじゃ行けなくて……」

「遠出って、どこに？」

「ネアロポリスっていう海洋都市よ」

「海洋都市……」

「ええ。そこの海辺の洞どう窟くつで魔法薬の材料を採ってきて欲しいの。期限は緩ゆるくするから、クエストついでに海で遊んできたらいいんじゃない？　夏だから出店も沢たく山さん出てて楽しいと思うわよ」

　なんと！　それは最高じゃないか！

　ちょうど皆みんなと海に行きたいって話をロザリーとしたばかりだ。旅行に海、さらに夏期課題のクエストまでこなせるとなれば、こんなに好条件な依頼はない。

「どーお？　お願い……できる？」

「ふおぉぉぉ!?」

　何よりこのオッパイには抗あらがえない！

　俺は念のため依頼書の内容も確かく認にんさせてもらったあと、すぐにそのクエストを受けることに決めた。








第三章










▽ネアロポリスへ△






　というわけで夏休みが始まり、俺たちはクエストのためにネアロポリスへやってきた。

　二重の長城に囲われたこの海洋都市まで、ストライカーで四日。なかなかの長旅だったけれど、ストライカーには居住スペースも完備されているので、たいした不便はなかった。

　むしろ広い草原とかで食べるご飯はピクニックのようで楽しかった。

　外のご飯もおいしいが、旅行先で食べる地域の名産品も楽しみだ。

「おお！　シーズン中だからやっぱり街中も賑にぎわってるんだなぁ！」

　ストライカーを内ない壁へきの駐ちゆう車しや格納庫に置いてきて、ネアロポリスの都市内部に入った俺は人で溢あふれかえった街並みを見て歓かん声せいを上げた。

　ここからでも出店や露ろ店てんが沢山見えるし、屋台からと思おぼしき食欲を誘さそういい香かおりも漂ただよってくる。

　これは是ぜ非ひ買い食いして回りたい。

「ちょっとカイトさん！」

「っとと」

　匂においに釣つられて歩き出しそうになった俺を、ケイナがグイッと引っ張った。

「まずは荷物を宿に預けに行くんでしょう。勝手にひとりで行ってはダメです」

「ごめん、つい」

　俺は謝り、皆のいる場所に戻もどる。

「えっとそれで、ホテルの場所はケイナが知ってるんだよな？」

「ええ、こっちです」

　ケイナは頷うなずくと、俺たちを先導して歩き始める。

「いやー、それにしてもここがケイナの故郷だったなんてな」

　クエストの話を皆にした時そう聞いて、偶ぐう然ぜんってスゴいと思った。

　お陰かげで初めて来る都市でも、ケイナの案内で道に迷わず進むことができる。特にこの人混みなので、俺たちとしては大助かりだ。

　そのまま滞とどこおりなくホテルに着いて荷物を預けた俺たちは、まずは軽く観光へ繰くり出すことにした。

「でも先生、私たちはクエストのために来たのですから、まずは洞窟へ採集へ向かうべきでは？」

「まあまあソニア。今日は着いたばかりだし、クエストは明日あしたからでもいいんじゃないかな？　どうせ数日は滞たい在ざいする予定だしね」

「はぁ、まあ先生が仰おつしやるなら……」

　と、まじめなケイナはちょっと不満そうだったが、ロザリーに説得されて納なつ得とくしてくれたようだ。

　で、いざ観光となれば、そこはそれ地元ということで、彼女は率そつ先せんしてネアロポリスの案内を買って出てくれた。こういうところもまじめである。

「知っての通り、ネアロポリスは地中海沿岸部の突とつ端たん部に築かれた都市です。二重の壁かべに囲われた鉄壁の城じよう塞さい都市でもあって、歴史も古く五百年以上あります」

「五百年ってことは、学園都市より古いんだな」

「ええ、元々経済的にも発展していたネアロポリスは、巨神発生後、王都に次いで二番目に壁で都市を覆おおい、人類の拠きよ点てんとして機能してきたんです」

「なるほどなぁ」

　異世界の歴史にまだまだ疎うとい俺には、こうした解説はタメになる。

　しかし、街全体が綺き麗れいだからか、歴史のわりに古ふる臭くさいとは感じない。これだけ賑わっているのに清潔感もあるのは、目前に広がる地中海の青さの所せ為いだろうか。

　少し高台になった場所から見下ろす海は青々としていて、見るからに涼すずしげだ。

　白い砂すな浜はまもよく整備されていてとても綺麗だ。

　それに加えて砂浜を歩く沢山の水着美女！

　彼女たちの大だい胆たんな水着姿とオッパイだけで、この景色の価値が百万倍に跳はね上がる。非常に眼福だ。ムフフ。

「……カイトさん、聞いてますか？」

「えっ!?　あ、うん。聞いてた聞いてた！」

「……」

　慌あわてて頷く俺にケイナがジトーッとした視線を送ってくる。

「……まあ、とりあえず街の案内はこんなところです。みなさん旅の疲つかれがあるようでしたら、そろそろ宿に戻りますか？」

「あっ、ちょっと待って。私行きたいところがあるんだよね」

　ケイナが俺たちに帰るかどうか質問したところ、ロザリーがはいはいと手を挙げた。

「こっち来る前に事前に調べたんだけどね、なんでもこの街には学園都市にはない魔ま法ほう薬を売ってくれるお店があるみたいなんだ。そこへ行きたいなぁ」

「学園にない魔法薬……お店の名前は分かりますか？」

「うん。番地とかも調べてあるよ。南みなみ大通りの……」

　ロザリーがお店の名前と番地を告げると、ケイナは小首を傾かしげた。

「私の知らないお店ですね……案内はできると思いますが」

「うん、よろしくね」

　というわけで、今度はロザリーの行きたいというお店目指して俺たちは移動し始めた。

「ロザリーの行きたいお店ってどんななんだ？」

「んー？　ふふふ、それは着いてからの、もしくは今夜のお楽しみだね」

「？」

　はぐらかされてしまった。

　まあ、楽しみにと言うのだから、素す直なおにそうしよう。

　とりあえずそれは置いておくと、俺は今度はイヴとソニアに話しかける。

「ふたりとも、結構歩いてるけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「私は、平気」

「私は少しノド渇かわきました～」

　イヴはまだ大丈夫そうだったが、ソニアは少し辛つらそうだった。

　確かに今日は暑い。

　彼女たちの服も汗あせで張りついて、肌はだがちょっと透すけている具合だ。

「ノドか、言われてみれば俺も」

　俺はソニアに同意しつつ、キョロキョロと周囲を見回す。

　これだけ屋台があるのだ。この暑さなら、ドリンク屋のひとつやふたつあるはず……。

　……と、見つけた！

　人通りが多いので屋台ののれんしか見えないが、通りの反対側にジュースの屋台がある。

「ロザリー、俺ちょっとジュース買ってくるよ」

「あ、じゃあ私の分もー」

「りょーかい」

　俺は頷き、屋台の方へ走る。

　ロザリーたちは少し道の端はしに寄り、俺の帰りを待つようだった。

　この暑さなのでやはり多少屋台に人が並んでいるが、数分もあれば買えそうだ。

『ジュースですかぁ、私も味覚があれば飲んでみたいですね～』

「晶霊アリスってそういうことにも興味あるのか？」

　列に並ぶ間、俺は魔導剣けんアリスと雑談する。

『まあ晶霊ひとによるでしょうけど、私はいろんなことに興きよう味み津しん々しんですよ？』

「へぇー、やっぱアリスたちにも個性ってのがあるんだなぁ」

『ありますよぉ、そりゃあ』

　アリスは柄つかのルビーを明めい滅めつさせ、笑うような仕草を見せた。

「ほかにはどんなことに興味があるんだ？」

『そうですねぇ、一番の関心事は、マスターたちが毎夜やっている吸精がどれくらい気持ちいいのかってことでしょうか？』

「お、おお、それは意外っちゃ意外なところを……」

『そうですか？　食欲同様、人間の三大欲求は精せい霊れいや晶しよう霊れいにないものですから、それが果たしてどのような衝しよう動どうなのか気になりますよ』

「そ、そうか」

　てか三大欲求って。

　吸精はいちおうその分類だと食欲（？）になるはずなんだが。

　まあ、まったく一ミリも邪じや念ねんが入らないと言ったら噓うそになるけどさ。

　しかし、どのくらい気持ちいいのかが気になるって言い方だと、アリスは「される側」になるんじゃ、いや、前に性別は女の子って言ってたっけ？　じゃあ正しいのか。

「アリスに吸精か」

『試ためしにやってみます？』

「舌が切れそうだな」

　もちろん、剣にオッパイはないのでできるはずもないが、この相棒が吸精されて……気持ちいい時にどんな反応するのかは少し興味がある。

　案外カワイイ声を出したりしてな。

　あれ、想像してみると結構気になってきたぞ。

　なんていう風に俺たちがちょっとおバカな話に花を咲さかせていると。

「カイトさん」

「あれ、ケイナ？　どうした？」

　ふと肩かたを叩たたかれて振ふり返ると、ケイナがすぐ傍そばまでやってきていた。

「ロザリー先生が向こうに移動するアイスのお店を見つけて、そっちも買ってくるとの伝言です」

「あ、そうなの。了りよう解かい」

「ジュースを買ったら一いつ緒しよにあちらに合流しましょう」

「ちなみに俺の分のアイスは？」

「買っておくそうです」

　それからケイナは列に並ぶわけではないが、それとなく俺の傍で待機していた。

　俺の番は次の次だったのですぐに順番が来て、人数分のジュースも問題なく買えた。

「よし、戻るか」

「半分持ちますよ」

「おっ、サンキュ」

　俺は半分をケイナに渡わたし、さて戻るか──と思った時。

「──お知らせします。間もなくビーチで夏の水着コンテストを開かい催さいします。参加受付の締しめ切きりは……」

　街路に立てられた魔法道具から音声が流れてきた。

　どうやら拡声器のようで、話している通り水着コンテストのお知らせらしい。

「水着コンテスト……」

　スゴい興味をそそられる。

　正直見たいなぁと思うが、みんなを待たせている。

　が、やはり気になってしまった所為か、俺の脚あしはしばしその場に釘くぎ付づけになってしまった。

「カイトさん、ちょっと！」

「えっ、わわわ！」

　水着コンテストに気を取られて足を止めてしまった俺は、ビーチへと向かう人波に吞のまれてしまった。

　さらに俺の腕うでを引っ張ったケイナも巻き添ぞえにしてしまい、そのままドンドン流されていってしまう。

「カ、カイトさん！　どうしましょう!?」

「とりあえず波から出よう！　手を離はなすなよ！」

　そう言いながら、俺からもケイナの手を摑つかみ返し、ふたりで人波からの脱だつ出しゆつを試みる。

　しかし、こういう人の流れというのはとにかく強固なもので、通りからはずれた小こ路みちに出るまでの間にかなり流されてしまった。

「ふぅ……やっと出られた」

　だがさっきの屋台からかなり離れてしまった。

　どうにか戻もどりたいが、先さき程ほどの波はまだ続いている。大通りに戻って逆走するのは難しいだろう。

「ケイナ、何とか裏道からさっきの場所に戻りたいんだけど……」

　俺は土と地ち勘かんのあるケイナに道案内を頼たのむが、彼女からの返事がない。

「……！」

「？」

　なんか顔赤い？

「あの……手」

「手？」

　あ、そういや握にぎったまんまだったか。

「おっと、悪い。痛かったか？」

「いえ……そういうんじゃないけど……もうっ！」

　ケイナはそこで急に自分の頰ほおをピシャンと叩く。

「えーと、ケイナ？」

「さっきの場所ね。ええ、遠回りだけど大丈夫。ついてきて」

　それからケイナは気を取り直したように歩き出し、俺は慌ててそのあとをついていった。

　裏道を通ったため戻るのに二十分ほどかかってしまったが、元の場所にロザリーたちの姿は見当たらなかった。

「あれ？　ロザリーたちいないな？」

「もしかしたら先生たちもあの人波に流されたのかもしれないですね」

「あー……確かにスゴかったもんなぁ」

　どこまで流されたかは分からないが、ケイナのいないあちらのグループが裏道を使ってここへ戻ってくるのは難しいかもしれない。

「どうしますか……？」

「そうだなぁ」

　ケイナに尋たずねられ、俺はしばし考え。

「うん。しょうがないから、例のロザリーが言ってた店に行ってみようぜ。そっちの方が合流できそうだ」

「そう、ですね。確かに、ロザリー先生ならそう判断する可能性が高そうです」

「うし！　じゃあ行くか！」

　というわけで、俺たちは件くだんの魔ま法ほう薬やく店へ向かった。





▽恋こいの魔法店ラビッツ△






「ここか？」

「そうですね」

『恋の魔法店ラビッツ』と書かれた看板を前に、俺はケイナに改めて確認を取った。

　ここで間ま違ちがいないようだが、『恋の』か。

　ロザリーは何の用があってこの店に？

「まあ入るか」

「はい」

　外は暑かったので、俺とケイナはひとまず店内に入ることにした。

　カランカランと軽かろやかなベルの音を鳴らしながら、俺たちは『ラビッツ』の中に足を踏ふみ入れる。

　店の中はやや暗めの照明で照らされた、雰ふん囲い気きのある内装だった。

　看板には魔法店とあったが、ここは主に魔法薬がメインらしく、アリスのような魔導剣などといったものは見当たらない。

　魔法薬はどれも小こ瓶びんに入っていて、瓶のデザインも少し凝こっていた。

「なんだかオシャレな魔法薬ですね。色も綺き麗れい」

　ケイナもカワイイデザインが気に入ったのか、楽しそうに棚たなに並ぶ小瓶を眺ながめている。

「あっ、お客さんいらっしゃい」

　と、そこで店の奥にいたらしい店員さんが現れる。

　うーん、実に素す晴ばらしきオッパイ。彼女も魔導師なのだろうか？

「ここの魔法薬ってお姉さんが作ったんですか？」

「そうよぉ、私の特製」

　やっぱりそうみたいだ。

「ふたりはどんな効果のお薬がお好み？」

「あ、いや、実はここにある物あんまり詳くわしくなくて」

「あらもしかして、使うのは初めて？」

「えっと、まあ？」

「そうだったのね。ウチの商品はどれも効くわよ～。これなんかとってもオススメ」

　商しよう魂こんたくましいお姉さんはピンクの小瓶を手に取り、俺とケイナにグイグイ勧すすめてくる。

「やっぱり綺麗ですね、その魔法薬」

「ありがと。そうなのよ～、色とかデザインも拘こだわってるから、よその店より人気あるんだから」

　ケイナの素直な褒ほめ言葉にお姉さんはニコッと笑う。

「お嬢じようちゃんカワイイわね。気に入ったから、お姉さんサービスしちゃう」

「えっ、そんな、悪いですよ」

「そんなの今後ご贔ひい屓きにしてくれたらいいわよ～」

「いえ、でも……私たち、今日は旅行で来たので」

「あら」

　それを聞いてお姉さんは少し残念そうにしたが、すぐ笑え顔がおを取り戻した。

「それなら旅行の記念のお土産みやげでもいいのよ。見た感じ、ふたりとも学生さんでしょ？　せっかくなんですもの、若いカップルの素敵な想おもい出を作るお手伝いをさせて頂ちよう戴だい」

「そう言われると……って、カ、カップル!?」

　カップルと言われ、ケイナは激しく動どう揺ようする。

「ど、どうしてそんな、私たちが!?」

「え？　だってウチに来る男女のお客さんなんて、カップルじゃなかったら何だっていうのよ。まさかセフレ？」

「ち、違います！」

　大きな勘かん違ちがいをされ、ケイナは首をブンブン振って否定する。

　一方、俺は俺で「んん？」と頭を捻ひねっていた。

　カップルにセフレ？　確かに俺たちは男女のペアだけれど、いくら何でも先入観が偏かたよりすぎでは？

　それともここはそういうお客さんが来るお店なのか……ん？

「あのお姉さん」

「ん？　どうしたの、カレシさん？」

「あー、えっと、ここってもしかして『惚ほれ薬』とか、そういう魔法薬を売るお店だったりします？」

「まさか！」

「あ、違っ」

「人の精神を変えちゃうような非合法なのは取り扱あつかってないわよぉ。ウチのは合法な『媚び薬やく』とか『精力剤ざい』とか『プレイ用』のお薬専門店」

「……」

　少し違ったけど、やっぱりそうだったかぁ。

「あ、あ……」

　ケイナは完全に言葉を失っていた。

　先程までのお姉さんとの会話も全部「そういうこと」が前提だったと気づいて、目をグルグルさせている。

「ん～？　あっ！　もしかして『初めて』ってそういうこと？」

　ケイナの反応を見て訝いぶかしげにしていたお姉さんが、ふとポンと手を叩たたく。

　それからうんうんと頷うなずき。

「そっかそっか、なるほどね。うーん、いいね。そのためにこんな海の見える都市まで旅行に来たんだ。いやー、学生さんなのにお兄さん頑がん張ばったね、ウチの旦だん那なより甲か斐い性しようあるよ」

　お姉さんは俺の肩かたを叩きながらニコニコする。

　結構な勘違いに俺は困ってしまうが、ケイナはもっと困っていた。

「わわわ私が、え、そんな、あの」

　対応力がキャパオーバーしてしまったのか、完全に混乱状態だ。

　って、そんなフラフラしたら……！

「あっ！」

　フラついたケイナが背中を棚にドッとぶつけ、その衝しよう撃げきで棚上の品が落下する。

　しかも瓶のフタが緩ゆるんでいたのか、落ちた拍ひよう子しに中身がぶちまけられてしまい、そのピンク色の魔法薬を彼女は頭から被かぶってしまう。

「ケイナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あら、ケガない？」

　俺とお姉さんは一いつ緒しよに駆かけ寄って、それぞれケイナを心配する。

「あ、平気で……!?」

　ケイナは答えかけて、急にブルルッと全身を震ふるわせる。

　まるで背中に氷を突つっ込まれたような反応に見えたが、反対に彼女は急に体が熱くでもなったのか汗あせを搔かき始め、その肌はだもみるみる内に朱しゆが差していった。

「あ、これ」

「え？　ど、どうしたんですかお姉さん。もしかして何かヤバい薬とか!?」

　俺は慌あわてて尋ねる。

「ヤバくないヤバくない。ただちょーっと上級者向けというか、法の抜ぬけ穴あなっていうか、用法用量は正しく守って使いましょうというか」

「ええぇ!?」

「ちょっと奥から中和剤取ってくるから、カノジョのこと見ててね」

　お姉さんは手でゴメンとジェスチャーしながら奥へと引っ込んだ。

　ヤバそうだけどヤバくないけどやっぱりヤバい、みたいなセリフだけ残していなくなられるとスゴい不安になるんだけど……。

「ケイナ、もう一度訊きくけど大丈夫か？」

　俺はケイナを気き遣づかいながら彼女の背中を擦さする。

　少しでも辛つらさが和やわらげばと思ったが──なぜか余計に彼女はビクビクと震え始めた。

「あ、触さわっちゃ……めぇ」

「え？　何て？」

「うぅぅ……ぅい」

「ん？　もう一回？」

「……熱い」

「へ？」

　俺が聞き返していると、突とつ然ぜんケイナはバッと上着を脱ぬいだ。

「えっ!?　ケイナ何して？」

「……！」

　ケイナはこちらの声を無視してギロリと睨にらんだかと思うと、いきなり俺の襟えり首くびを摑つかんでグイッと店の床ゆかに押し倒たおしてきた。

「ケ、ケイナ？」

「熱いって言ってるじゃないですか……」

「え、あ、うん、確かに今日は暑……」

「そうじゃなくて……体が熱いんです」

　ケイナは俺に馬乗りになりながらジト目で見下ろしてくる。

「お腹なかの下が、中が熱いんです……カイトさんに吸精されている時みたいに、ムズムズして、変な気分に……変です、私、頭がボーッとして」

　酔よったような顔で呟つぶやきながら、ケイナはムズムズするというお腹の下を俺にグイグイと押しつけてくる。

　たぶんこれさっきの薬の所せ為いだよな？

　彼女の乱れた姿は見たことはあるが、こんな風に〝淫みだら〟な声こわ音ねと姿は初めて見る。なんだか積極的で、エロくて、見ていてドキドキする。

「カイトさん……」

　ケイナの熱い吐と息いきが頰ほおにかかる。

　そして、彼女はまるでそうするのが当然という風に、下着をズラしてオッパイを俺の顔の前で露あらわにした。

　薬の影えい響きようで汗だくになっている彼女の谷間から、ムワッ、と女の香かおりが匂におい立つ。

　鼻び腔こうをくすぐられ、まるで夜のベッドの上にいるような気分になってきた……！

「ほら、吸ってください。たぶんそれで、スッキリすると思いますから」

「いや、あの」

「早くしてください。早く、胸の先っぽ、吸って……気持ちよくしてくれないと、頭おかしくなりそう」

「うぶぶぶ」

　ケイナのオッパイで顔が潰つぶされる！

　巨きよ大だいなお餅もちを押しつけられている気分だが、二箇か所しよだけとても硬かたくなっている部分があって、それが頰をツンツン突つつく。

　どうする？

　普ふ通つうの吸精なら断る理由もないが、薬が原因じゃなぁ……。

　明らかにケイナもいつも通りではないし、勝手にするのも……。

　しかし、そうして俺が必死に我が慢まんしていると、ケイナは段々と不ふ機き嫌げんな顔になっていく。

「……どうしたんですか？　何で吸ってくれないんですか？」

「ケイナ、もうすぐお姉さんが中和剤持ってきてくれるから」

「私は今すぐ吸って欲しいんです～」

　ケイナは嫌いや々いやと頭かぶりを振ふり、ギューッと俺に抱だきついてくる。

「それとも～あれですか？　また吸収こーりつが低いとか……？　じゃあ、この前みたいに私を辱はずかしめればいいでしょう？」

「は？」

「今、パンツも脱ぎますね」

「ちょちょちょ待った待った待った！」

　これ思ってたよりケイナ正気を失ってる!?

　あの薬本当に合法だったのかと疑いたくなる効き目だが、それは今は置いといて彼女をどうするか考えなければならない。

　もちろん俺はケイナがパンツを脱ごうとするのを阻そ止ししようとはしているが、彼女が暴れるのでスカートはほぼ脱げてパンツも上がったり下がったり。

「んっ！　あんっ！　カイトさん食い込ませないでください」

「じゃあ脱がないでくれぇー！」

　ケイナの喘あえぎ声が耳元で囁ささやかれる度たびにおかしくなりそうだ。

　今ギリギリ理性を保てているのは、よくも悪くもこの数ヶ月の体験のお陰かげだが、それにも限界はある。

　なーんて、俺たちがしっちゃかめっちゃかやっていると──カランカランと音を立てて、『ラビッツ』の扉とびらが開いた。

「やっと見つかったねー。カイトたち、先に来てるかなー？」

　しかも入ってきたのはロザリーだった。

　彼女の後ろにはイヴとソニアの姿も見える。

　ある意味、予定通り合流できたと言えるが……タイミングが悪かった。

「「「あ」」」

　三人が俺とケイナの有り様に気づき、ポカンと口を開いた。







「「大変ご迷めい惑わくをおかけしました」」

　ホテルの部屋に戻もどって開口一番、俺とケイナはロザリーたちに深々と頭を下げた。

「まあまあ、お店の人も謝ってたし、目的の物も買えたし私は特に問題なかったよ」

　そう言って、ロザリーは笑って許してくれた。

　不幸中の幸いにも他ほかの客はおらず、あれ以上の被ひ害がいはなかった。

　だが、ケイナはまだ気が収まらないようで。

「本当にスミマセン。何か先生たちにお詫わびを……」

「うーん」

　ロザリーは「どうしよっかな」という顔でしばし悩なやんだ後。

「そうだね。じゃ、ふたりには私たちにさっき買ってきた『これ』でマッサージしてもらおっかな」

　ロザリーは『ラビッツ』の買い物袋ぶくろをガサゴソとやって、件くだんの『これ』を俺とケイナに向かって取り出して見せた。

「ここでしか売ってない特製ローション。美び肌はだ効果抜ばつ群ぐんで、密ひそかな人気商品なんだって」

　へぇー、あのお店そんな物も売ってたのか。

　どうやら海で泳ぐことを見み越こして、ロザリーはこれでお肌をツルツルにしたかったらしい。

「なるほど分かった。これでみんなをマッサージすればいいんだな？」

「そうそう。じゃあイヴ、ソニア、私たちは先にお風ふ呂ろ場ばで準備させてもらおっか」

「うん」

「美肌ローションですかぁ、ちょっと楽しみですぅ」

　三人はキャッキャと喋しやべりながら荷物を持って、脱だつ衣い所へ入っていった。

「んじゃ、俺たちも濡ぬれていい服に着き替がえるか」

「そうですね」

　俺とケイナも半はん袖そでのシャツに着替える。

　それからしばし脱衣所のドアの前で待つと、その内「入ってきていいよー」とロザリーから声がかかった。

　俺はまず脱衣所に入るが、そこには当然三人の姿はなく、その代わり彼女たちが脱いだ服と下着がカゴに入れられていた。

　三人は脱衣所の先、お風呂場にいるのだろう。

「入るぞー……!?」

　入ってすぐ、俺は軽く驚おどろいてしまった。

　このホテルで一番広い部屋を取ったので、風呂場もメチャクチャ広くて内装も豪ごう華か──その風呂場の床にマットタイプの浮うき輪を敷しいて、ロザリーたちは〝裸はだか〟でその上に寝ねそべっていたのだ。

「ん？　カイトどうしたの？」

「いや、水着くらい着てるのかと思ってたから」

「えーっ、だってせっかく水着も新調したんだし、お披ひ露ろ目めは海に入る時がいいじゃないか。それに今いま更さら恥はずかしがることないだろう？」

　そうかもしれないけど、こういった不意打ちはドキッとする。

　いやだって、ここからだと寝そべる三人のカワイイお尻しりが丸見えなんだぜ!?

　しかも今から彼女たちに触ふれるんだ……そんなの男なら興奮しない方が噓うそだろ！

「じゃあ、俺が右のロザリーからやるから」

「では私は左のソニアさんから」

　俺とケイナは役割を分担し、それぞれローションをひと瓶びんずつ持ってマットの左右に分かれる。

「えぇっと、これどこからやればいいんだ？」

「んー、どこでもいいけど、背中からかな？　あ、私のお尻に乗っていいよ」

「あっ、じゃあ、お邪じや魔まします」

　変な断りを入れつつ、俺は寝そべるロザリーのお尻の上に腰こしを下ろす。

　もちろん全体重はかけないようにするが、彼女のお尻の柔やわらかい感かん触しよくがダイレクトに伝わってくる。

「マッサージって力加減どんな感じ？」

「やさしく塗ぬり込むように、満まん遍べんなく」

　要は塗り残しのないようにってことだろうか？

　どちらにせよ専門家ってわけでもないし、とにかく丁てい寧ねいに、あとロザリーに気持ちよくなってもらうよう心こころ掛がけよう。

　俺はローションを両手の平に馴な染じませる。

「ちょっと冷たいかも」

「どーぞ……んっ」

　やっぱりちょっと冷たかったのか、触さわった時ロザリーはピクンッとなった。

　彼女は冷たかったのだろうが、反対に俺は冷たいローション越ごしに触る肌はだの温ぬくもりを感じ、同時にその上をツルツルと滑すべらせる感触に得も言われぬ心ここ地ちよさを感じていた。

　思わずその感動に耽ふけりそうになるが、雑念を頭の隅すみに押し込めながら俺は丹たん念ねんにローションを延ばしていく。

「ロザリー、どうだ？」

「うん。気持ちいいよ。上手うまい上手い」

「へへっ、そっか」

「極ごく楽らくだね～」

　体を揉もませてもらってるこちらこそ極楽です！

「講師ってやっぱり疲つかれるんだろ？　今回はロザリーも慰い安あんだと思って、ゆっくりしてくれていいんだぜ？」

「ダメだよー、私はこのパーティーの引いん率そつなんだから。でもクエスト以外の時はゆっくりさせてもらおうっかな」

「おう！　じゃあ、明日あしたにでも速そつ攻こうでクエストは片づけないとな」

「うんうん。カイトもすっかり頼たのもしくなったね」

　ロザリーに褒ほめられ、俺はちょっと得意になる。

「んっ……」

　俺の指先が腋わきを撫なでると、ロザリーが小さく吐と息いきを漏もらす。

　そのまま指を滑らせ、横乳の付け根をツルリ。

　一いつ瞬しゆんだけ柔らかな胸のお肉に指が沈しずむ感触の違ちがいが脳のう髄ずいを刺し激げきする。

　今までオッパイの後ろとしか認にん識しきしてなかったけど、背中側も色っぽくていいな。

　それから右みぎ腕うでと左腕を揉み込み、一度戻ってローションが全体的に均一になるように塗り直していく。

　上半身が終わってしまった……。

「お尻の方もお願いね」

　次どうしようと思っていた俺にロザリーが声をかけてくる。

「……！　わ、分かった！」

　俺は姿勢を入れ替かえ、続けてロザリーのお尻に指を沈み込ませる。

　ていうか、オッパイもだけどこのお尻の肉感もエッチだ。年下なのに。

　彼女と吸精する時によくだっこするので、お尻を両手で支えることもあるのだが、改めて見るとヤバい。

　うーん、オッパイ星人の俺が、今日はコロコロと宗しゆう旨し替がえしてしまう。

　逆に言えば、それだけ彼女が魅み力りよくに溢あふれるということだけど。

　さらに、ただでさえ魅力的なロザリーのお尻──今日はその隣となりにイヴとソニアのお尻まで真っ裸で並んでいるのだ。

　ソニアのお尻はケイナの体で隠かくれて見えないが、イヴの小こ振ぶりなお尻は丸見えだ。ロザリーに比べると薄うすい肉付きだが、丸いお月様のように可愛かわいらしく綺き麗れいだ。

　お尻といえばイヴの弱点でよく揉んでと頼まれるが……いつもこんな小さなお尻をメチャクチャにしているのかと思うと、若じやつ干かん罪悪感が湧わいてくる。

「……」

　そこでふとイヴがチラチラと俺に視線を送っているのに気がついた。

　間に挟はさまれた彼女は現状おあずけ状態だ。

　イヴは俺とソニアのどっちがマッサージするか決めてなかったが、視線を感じるということはたぶん俺にやって欲しいんだと思う。

「早く早く」と目で訴うつたえられ、俺は以前より積極的になったイヴに好意的な苦く笑しようをする。

　俺はアイコンタクトで少し待ってと伝え、素す早ばやく丁寧にローションをロザリーの肌に浸しん透とうさせていく。

「よし、一回ロザリー休きゆう憩けいな。一回肌に馴な染じませるんだって」

　俺は瓶裏の説明書きを読みながらロザリーに伝える。

「ん～」

　ほんのり上じよう機き嫌げんな声で返事をするロザリー。

　ホテルのお風呂は湯が常に張られているので室内全体が温かい。これなら少し時間を置いたくらいで風か邪ぜを引くことはないだろう。

　というわけで、俺はロザリーのお尻からどいて、次はイヴのお尻の上に移動する。

「重くないか？」

「平気」

「そっか。じゃあ始めるな」

「ん」

　俺は再びローションを手の平にあけ、次はイヴの背中をヌリヌリしていく。

　透とう明めいな粘ねん性せいの液体は風呂場の照明を反射して、ロザリーやイヴたちの肌を光り輝かがやかせていた。

　今は単なる光の反射だが、話題の美肌効果つきローションの効果で、明日の皆みんなの水着姿は一体どんなになってしまうのだろうか？

　──ちなみに、塗る側だったケイナにも、このあとマッサージしてあげた。

　さて、というわけで俄が然ぜん、明日の海が楽しみになってきた。

　だがその前にクエストだ！

　依い頼らい人の女の子もお手軽な採取クエストと言っていたし、午前中に片づけて午後はタップリ遊ぶ時間を作るぞ！





▽海岸洞どう窟くつの巨神△






　翌日。

「海だーーーー！」

　ストライカーを降りた俺は思わず叫さけんだ。

　昨日もここの海辺は見たのだが、なんだかんだ到とう着ちやく直後で俺も元気がなかったらしい。

　昨夜はホテルでタップリ吸精＆睡すい眠みんをとり英気を養ったお陰かげで、今日は元気一いつ杯ぱい夢一杯のハイテンションだ。

　にしても、海！　久しぶりだ。前世からも含ふくめて。

　しかもカワイイ女の子たちと一いつ緒しよ！　これは初めてだ。前世も含めて。

　まあ残念なのは、まだ彼女たちが水着じゃないことだけど……。

「よしっ！　とっとと必要なもん集めて海で遊ぼう！」

　ここはネアロポリスを護まもる防ぼう壁へきの外だが、都市からほど近い。というか、ここからでも都市の壁かべが普ふ通つうに見える距きよ離りだ。洞窟も昨日見たビーチと同じ海岸線沿いにある。

　洞窟の入り口は狭せまいので、基本的にデカい巨きよ神しんは入ってこれないので中は安全だ。

　危険があるとすればむしろ短い道中の方だが、依頼人の女の子が言っていた通り楽なクエストだ。

　というわけで、俺たちは早さつ速そく目的の物が採れる洞窟の入り口まで移動した。

「採ってくるのは海水すい晶しようだっけ？」

「ああ、確かそうだったはず」

　洞窟に入る前のイヴの確認に、俺は懐ふところの依頼書を取り出して確かめる。

　海水晶というのは青々とした水晶で、海付近の洞窟などで採れる。海は自然の魔力の宝庫で、その傍そばには魔力を帯びた素材が沢たく山さんあるそうだ。

　海水晶は特に海の魔力が鉱物と反応して生まれるもので、特にこういう海水が中まで流れ込んでいる洞窟なら、仮に全部採り尽つくしても三日もあればまた増えてきて、一週間もすれば元通りになるらしい。

「それじゃ入るか」

　まだ昼間なので洞窟内も多少薄うす暗ぐらいって程度で、足元も辛かろうじて見える。よっぽど奥まで行かなければ明かりなしでも大だい丈じよう夫ぶだろう。いちおう、念のためランタンは用意してあるけど。

　まあ海水晶はそんな奥まで採りに行く必要ないけど。

　洞窟は一本道で、海水も緩ゆるやかに流れ込んできていた。

「水に落ちないようにな」

　先頭をケイナと一緒に歩く俺は後ろのイヴとソニア、一番後ろのロザリーに声をかける。

　そのまま狭い道を水の流れに沿って歩いていくと、やがて海水が湖のように溜たまった広めの空間に出た。

　海水が流れ込んできているのはここまでのようだが、さらに奥へ続く脇わき道みちが何本かある。しかし狭く暗く、あまり行きたい感じもしない。

「じゃ、この辺で水晶集めるか」

「はい」

「ん」

　俺たちは持ってきたカゴを手に、広間内に散って海水晶を探す。

　が。

「あれ？　何かあんま見つからないな」

　ゼロとは言わないが、全然見つからない。

　見つかっても粒つぶのように小さな物ばかりだ。

「おかしいな。もっと簡単に見つかるって話だったけど」

　地元のケイナにも確認したのだからそれは間違いない。

　しかし、見つからないものは見つからないので、仕方なく俺たちはいったん集合する。

「そっちはどうだった？」

「あんまりない」

「そうですね。私もです」

「こっちも」

「私も洞窟の入り口でみんなのこと見てたけど、周りを見回しても海水晶は見当たらなかったね」

　やはり皆成果は芳かんばしくないようだ。

「ケイナ、いつもならこの広間の辺りが一番採取できるんだよな？」

「ええ」

　海からの魔ま力りよくが結けつ晶しよう化してできる海水晶は、洞窟内でも特に海水が流れ込んできている場所に発生しやすいという話だ。依頼書にもそう書いてある。

「どういうことだろう……？」

　ロザリーに意見を求めたいところだが、今はクエスト中なので俺たちだけでまずは話し合う。

「運悪く、他ほかの採取グループが根こそぎ採っていったとか……？」

　ケイナがやや控ひかえめに意見を口にする。

「あー……それはあり得うるのか」

　自然に大量発生する海水晶だが、一度採取されると新しい物が発生するのに最低三日はかかる。

　つまり三日以内に他グループが全すべて採っていっていたら、今まったく海水晶がなく、あっても出来たての小こ粒つぶしかないのも頷うなずける。

「でも、海水晶はありふれた物ですし、たいした値もつきません。労力を考えたら、根こそぎ持って行くなんてことするはずないんですが……」

「うーん……でも実際ないしなぁ」

「そうなんですけど……」

　ケイナは不思議そうに首を傾かしげている。

　彼女がそう言うくらいなのだから、実際洞窟内の海水晶を持っていくのはコスパが悪いのだろう。

　もしくは一グループでなく、複数のグループがここ三日以内に偶たま々たま採取に来たのかもしれないが。

「まあ、ない物は仕方ない。どうせ三日すれば復活するんだし、また三日後に出直すか」

　俺が頭を搔かきながらそう言った時、「……あの！」とケイナが口を開いた。

「どうした、ケイナ？」

「その、実は向こうの奥から海水晶の気配がするんです」

「え？」

　ケイナが指差したのは、広間の奥にある脇道の内の一本だった。

　見たところ、その道の奥にまで海水は流れ込んでいないように見えるが、あっちに海水晶が？

「本当にそんな気配感じるのか？」

「私は土魔導師ですし、特に鉱石の加工や成形が得意なんです。だから魔力を帯びた鉱石の類たぐい、あなたの持つ魔導剣けんについた晶しよう霊れいが宿った晶霊石とかの気配は感じ取れるんです」

　ここの洞窟で採れる海水晶はよくネアロポリスの市場にも並ぶ。ここが地元の彼女からすれば馴な染じみのある素材らしい。

　そのため、その気配を間違えるはずもないそうだ。

「言われてみれば私も、そっちから魔力の気配を感じる気がします。海水晶は海由来の魔力も含まれるはずですから」

　と、水魔導師のソニアもケイナの意見に同意する。

「そっか。ふたりが言うなら、本当にありそうだな」

　俺は改めてその奥へ続く道を見やる。

　見たところ暗そうだが、ランタンの用意はあるので問題ない。

　三日後に出直すのでも問題なさそうだけど、うーん。

「イヴはどう思う？　奥へ行くのと、三日後に出直すのどっちがいい？」

　俺は冷静なイヴにも意見を求める。

「そうだね。ケイナ、奥の道に危険はない？」

「あまりそういう話は聞きませんが……そもそも海水晶目的なら、ここまで来れば十分ですし」

「事故とかの話は？」

「覚えている限りでは特に。ここは洞窟全体が硬かたい岩でできてますし、巨神も入ってこれない場所なので」

「ん」

　イヴは頷き、また少し考える。

「リスクは不明だけど、極きよく端たんな危険もなさそう。ランタンがあるし、慎しん重ちように進めば問題ない気がする」

「そっか」

「出直すのも別に悪くはないと思う。ただ、また他グループとバッティングしたら憂ゆう鬱うつ」

「ああ、そっか。それもあり得るのか」

　特にケイナの話を加味すると、その謎なぞ（？）のグループが「根こそぎ」海水晶を持っていった理由が不明だ。

　理由が不明ということは、次もやる可能性がある。

『それと、その他グループが、次は奥の道の海水晶まで採っていったら、最悪の場合滞たい在ざい期間を過ぎてしまうかもしれませんね～』

　と、俺たちの話を聞いていたアリスが口を挟はさむ。

「うわっ、それ最悪だな……」

　まあ、まだ奥に残っているということは、その他グループは気づかなかったということなのだろうけど、次も気づかないとは限らない。

　それは本当の本当に最悪に最悪を重ねたケースを考えたらの話だけど、そもそもあるはずの海水晶が採り尽くされていたというのが、すでに不運なわけで……。

　念のためランタンも人数分あるし、こっちは全員が魔導師だ。

　ロザリーも引いん率そつとしてついてきてくれているし、入ってみて道が脆もろそうとか複雑で迷いそうみたいなことがあれば、その時点で引き返せばいい。

　とりあえず、試ためしに奥へ進んでみるくらいはしてもよい気がする。

　あと早く皆みんなと水着で遊びたいし……。

「よし、じゃあ一回奥行ってみよう。その海水晶のある気配がするとこまで進めなかったら、仕方ないから三日後出直そう」

「ん」

「はい」

「……分かりました」

「じゃあ、みんなランタン配るねー」

　俺はロザリーからランタンを受け取る。

　ランタンと言っても魔法道具で、肩かたから胸の辺りへ吊つり下げることができる形だ。熱くもないし、両手が自由になって便利。

　さて、というわけで奥へ進むことになった。

　さっきと同じく狭せまい道で、天てん井じようはむしろ低い。水が流れ込んでいないので落ちる心配はないが、暗くて静かなのでちょっと怖こわい。

　俺たちは先さき程ほどと同じ並び順で奥の道を歩いていく。

　ランタンのお陰かげで概おおむね進むのに問題はないのだが、極ごく々ごく稀まれにする小さな音でソニアなどが「キャッ！」とビックリしていた。

　正直、肝きも試だめしとか好きじゃなかった俺も度たび々たび背筋がヒュンッとなる。

「みんな平気かー？　ちゃんとついてきてるかー？」

　それでもこの中で唯ゆい一いつの男だし、少しは頼たより甲が斐いを出そうと俺は率先して声を出す。

「ん。ついてってるよ」

「わ、私はちょっと怖いです～。イヴさん、手を離はなさないでくださいね」

「ん」

「私は大丈夫だよー」

　後ろをついてくる三人の返事はいちおう問題なさそうだった。

「ケイナも平気か？」

　俺は横を振ふり向き、隣となりのケイナにも声をかける。

「……」

「ケイナ？」

　もう一度声をかけるが、ケイナはまっすぐ前を向いたまま反応しない。

「……ケイナ？」

　俺は心配になって彼女の肩を手で軽く叩たたく。

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　と、途と端たんにそういうスイッチでも押したみたいに、ケイナの口から大絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

「わああああ！」

「ひゃあああ！」

　ケイナの絶叫に驚おどろいたイヴとソニアの悲鳴も聞こえたが、すぐケイナの声に搔き消される。

　しかし、反応自体はみんな一いつ緒しよで、悲鳴とともに縋すがるように俺に抱だきついてきた。

　三人──いや、実は同じくビックリして悲鳴を上げていたロザリーも含ふくめて四人、に同時に抱きつかれ、俺は揉もみくちゃになりながら倒たおれる。

　倒れた地面は固かったが、それ以外はメチャクチャに柔やわらかい、けど抱きついてくる手は超ちよう力が入ってると、もう何がなんだか分からない状態だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから！」

　四人を説得することに数分、ようやくこちらの声が伝わったらしく、ブルブルと震ふるえまくっていた彼女たちもひとりずつ離れていった。
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　やっと立ち上がった俺は軽く服を払はらい、改めて四人の無事を確かめる。

「えぇっと、ケイナ、大丈夫か？」

「は、はい……」

　特に念のためケイナに確かく認にんするが、彼女はいちおう頷いていた。

　その顔は先程の悲鳴を恥はずかしがっているのか、まだやっぱり怖いのか、よく分からない表情だ。

「ほら」

「え？」

「手」

　俺はケイナの手を取り、再び歩き出す。

「暗いのホントは怖いならそう言えばいいのに」

「……スミマセン」

「いや、怒おこってるんじゃなくて」

　よくよく考えたら、奥の道に入ってからケイナは無言だった。

　というか、こういう場所で静かにしすぎるのもよくない。もうちょっと喋しやべりながら進むのを心こころ掛がけよう。

「しかし、ケイナにも意外な弱点があるんだな」

「じゃ、弱点だなんて……わ、私は別に暗いところが怖いとか苦手とか、そういうんじゃないです。ただちょっと不安になるというか、何か出てきそうな気がするというか」

「そんな怖いのに、何でさっき奥に海水すい晶しようがあるなんて言ったんだ？」

　あの時、奥に海水晶の気配がすると切り出したのはケイナだ。

　彼女が言わなければ、あのまま三日後に出直していた気がする。

　それをちょっと不思議に思ったので尋たずねてみた。

「それは……ただ単に、気づいたことを言わないのは不誠実だと思っただけです」

「……なるほど」

「な、何ですか？」

「いや、ケイナらしいなと思って」

　時に融ゆう通ずうも利きかないが、こういうところは本当にまじめだ。

　まあそもそも俺たちを更こう正せいさせるために、あえてハーレムに入るというのが、だいぶ度を過ぎているが。

　彼女の度が過ぎたまじめさには理由でもあるのだろうか？

　なんてことを思っていると。

「もうちょっとで海水晶の気配がするところに着きそうです」

「了りよう解かい。たいした危険もなかったな」

　道は一本だし、脆いところもなかったし、暗かっただけだ。

　ケイナの意外な一面も見れたし、奥へ進んだのは悪くない判断だったかもしれない。

「おっ、また広いとこ出たか？」

　急に道の左右の壁かべが途と切ぎれ、再び広い場所に出たことを知る。

　ランタンを上に向けてみるが、天井もやはり高い。

　広さだけなら、さっき海水晶を採取しようとした広間と同じくらいか？　だが中央に海水の湖がない分、こちらの方が広々と感じる。

「ケイナ、ソニア、海水晶はどの辺りに……」

　俺がふたりにそう尋ねた──その時。

「テキ、ハッケン」

「!?」

　俺たち五人以外の不気味な声が聞こえてきた。

　敵発見。

　その不ふ穏おんなセリフと、いつだったかに聞き覚えのある掠かすれ気味の声に、俺の中の危機アラートが最大限の警報を発する。

　咄とつ嗟さに俺が背中の魔ま導どう剣けんを抜ぬいたのと、ランタンの照らす範はん囲いにソイツが侵しん入にゆうしてきたのはほぼ同時だった。

「きょ、巨きよ神しん!?」

　突とつ然ぜんのことに俺は驚いたが、もうひとつ驚いたことがあった。

　それは、その見た目は明らかに非人間的なデザインをした巨神が──とても小さかったことだ。

　人間で言えば明らかに子供サイズ。それが五体。

　俺たちの中ではロザリーやイヴと同じくらいだ。

　最小のヨトゥン級でも体長は３～５メートルと考えれば、どれだけそのサイズが異い端たんか分かる。

　だが逆にそのサイズだから、この狭い洞どう窟くつ内で自由に動き回れるのか。

　いや、けどまぁ。

「どうせなら小さい方がやりやすいぜ！」

　前に戦ったギガンテス級の巨神の硬かたさと強さといったらなかった。

　あれに比べれば、目の前の小型巨神なんて楽勝だ。

「俺が前に出るからケイナは援えん護ご頼たのむ！　ソニアとイヴは念のため周囲警けい戒かい。あとランタンでなるべく広い範囲を照らし続けてくれ！」

　この状じよう況きようで唯一困るのは洞窟内が暗くら闇やみになることだ。

　俺はパーティーのメンバーに指示をしつつ、自分は小型巨神群の前に出て剣を構える。

「しっかし、この巨神何なんだ？　アリスは知ってるか？」

『知りません。新種っぽいですねぇ』

「新種……？」

　その新種たちは無闇にこちらへ突つっ込んではこない。

　俺を取り囲むように五体が均等な距きよ離りで並び、ジリジリとこちらの隙すきを窺うかがっていた。

　なんかその連れん携けいも人間みたいだ……サイズといい、デザインといい、土ど偶ぐうとか古い神しん殿でんにある銅像っぽい。

　新種の巨神……例の魔神王が新しく作ったのか？

　それとも自然に巨神が進化した……いや、そんなの今すぐ分かるわけないか。

　とりあえず分かるのは、どうやら向こうはこちらに敵意があって、隙があれば即そく襲おそいかかってくる気配がビンビン伝わってくるってことだけだ。

　いや、受けは俺の性しように合わねぇ。

「ケイナは巨神と戦った経験はあるか？」

「当然あります。それに土魔導師の私にとって、洞窟ここでなら地形でも何でも利用できるのでご心配なく」

　土魔導師の彼女と洞窟という地形の相性の良さはもちろんアテにしている。だからこその人選だが、あちらも自信があるので大丈夫そうだ。

「まず俺が突っ込んでみるから、危なかったら援えん護ごよろしく」

「はい。ですが、私たちが照らしている範囲から出るのは禁止です」

　確かに、俺自身が持っているランタンもあるとはいえ、深追いしてしまった時にそれを壊こわされたら大変だ。

　後方の彼女たちのランタンが届く範囲から出ない。これは常に気をつける必要があるだろう。

「よっしゃ！　行くぞアリス！」

『了解。グラビティソード、オン！』

　俺が魔導剣に魔力を流し込み、アリスが重力剣を発生させる。

「うおおおお！」

　それを確かめると、俺は早さつ速そく真正面の小型巨神めがけて突とつ撃げきしていった。

　グラビティソードは強力な力場を薄うすく伸のばし、抜ばつ群ぐんの切れ味を発生させる近接魔法だ。

　小型巨神は先さき程ほど土偶のようだと評したように、全身を神しん鉄てつの鎧よろいで覆おおい尽つくしている。だが、あの守護者型の巨神ほどの強度がなければこの魔法の前には無意味！

　それは過信ではなく、事実としてそうなのだという確信だった。

　ロザリーに尋ねたって「その通り」と太たい鼓こ判ばんを押してくれただろう。

　だけれど、目の前の小型巨神が取った行動は予想の範はん囲い外がいだった。

「エネルギーシールド」

「!?」

　アリスの刃はが、不可視のシールドに防がれる。

　巨神の周囲に張り巡めぐらされたエネルギーの防ぼう壁へきが、こちらの攻こう撃げきを止めたのだ。

　ていうか、エネルギーシールドだって？

　それはロザリーの……いや、零ゼロ魔法の!?

「なっ、ん!?」

　溢あふれ出る疑問の数々、それを考える間もない。

「グラビティ」

「んぐっ!?」

　真上からかかった重力が俺を地面に叩たたきつける。

　内臓が口から飛び出そうな、そんな重さ、衝しよう撃げき、地面とサンドされた頭ず蓋がい骨こつがギシギシと歪ゆがむ。

　しかも影えい響きよう範囲は俺ひとりに絞しぼられている。

　こんな精度で零ゼロ魔法を制せい御ぎよできるなんて……俺の知ってる中じゃ、ロザリーくらいしか……！

『グラビティ！』

「……っぷは!?」

『大丈夫ですかマスター!?』

「おう、助かった」

　アリスが咄嗟に逆の重力場を作って相そう殺さいしてくれたお陰かげで助かった。

　しかし、倒たおされた分の隙はできてしまう。

　俺が立ち上がるまでの間に、魔法を使っていなかった四体の巨神が襲いかかってきていた。

　が、仲間がいるのは俺も同じだ。

「グランドランス！」

　突とつ如じよ大地から生えた岩がん塊かいの槍やりが巨神の腹を直撃する。

　人間なら確実に大穴があいていただろうが、残念ながら小型巨神の装そう甲こうに穂ほ先さきは阻はばまれてしまった。

　それでも奴やつらを後退させることには成功し、俺は生き延びる。

「カイトさん、その巨神まさか!?」

「ああ、零ゼロ魔法を使うみたいだ！」

　俺は手短にケイナにその事実を伝える。ロザリーもいるのだから問題ないだろうが、念のため後方で待機中の三人にも聞こえるように大声で。

　ていうか、巨神が魔法!?

「……ッ!?」

　そんなの聞いたことがない。

　少なくとも授業では習ってない。

　それはたぶん事実だし、俺が戦った守護者型だって魔法は使ってこなかった。

　神鉄で護まもられた体たい軀くに、時に神鉄製の兵器、そして何より〝デカい〟ということが、巨神の奴らの武器だったはずだ。

　魔法は、奴らに対たい抗こうするために人間が編み出した策。

　それを巨神が使う!?

　何じゃそりゃ!?

「クソッ……！」

　俺は距離を取ろうとするが、後ろへ退さがった分、向こうも詰つめてくる。

　ヤバいヤバいヤバい。

　予想外のことが起きすぎて、考える時間がない。

「カイト！　いったん退ひくよ！」

「ロザリー……!?　了解！」

　クエスト中は俺たちを基本的に見守る役に徹てつしているロザリーも、この時ばかりはすぐに俺たちに指示を飛ばしてきた。

　正体不明の敵にこの暗闇……確かにこの状況では撤てつ退たいするのが一番よさそうだ。

　まず後ろの三人と合流して、その後は五人でひたすら洞窟の外まで走り抜ける……幸い、ここまでの道はかなりしっかりとしていたし、脇わき道みちもなかったので迷うこともない。

「ケイナ、先にみんなのとこ戻もどって、そのあと洞窟の外まで撤退するぞ！」

「分かりました！」

　俺が殿しんがりを引き受け、五体の小型巨神を牽けん制せいする。

「アリス、何か一発かましてアイツら退どかせられないか？」

『強力な魔法を使うと洞窟が崩ほう落らくする危険が増します。グラビティソードとサイキック以外は使わない方がよいかと』

　仕方ない、それなら地面に思いっきりグラビティソードを叩きつけて、それを目め眩くらましに──

「キャア！」

「ケイナ!?」

　──俺が魔導剣を振ふり上げた瞬しゆん間かん、暗闇の天てん井じようから別の小型巨神が降ってきて俺たちとロザリーたちの間の進路を塞ふさいだ。

　さらにマズいことに巨神に行く手を阻まれたケイナが驚おどろき、地面に尻しり餅もちをついてしまっていた。

　そこへ小型巨神が襲いかかる。

「嫌いやァー！」

「クッ、サイキックゥ……！」

　俺はケイナを襲おうとする小型巨神に魔導剣を向ける。

　ありったけの集中力を振り絞って標的を小型巨神のみに固定し、俺はサイキックで『摑つかんだ』そのボディを宙に浮うかせる。

「……ストライク！」

　さらにそいつを浮かせたまま振り回して、後ろから俺に襲いかかってきていた五体の巨神に向けて横よこ薙なぎにブチ当てる。

「ケイナ、走れ！」

　まるでボウリングのピンみたいにはじけ飛んだ小型巨神たちを尻しり目めに、俺はケイナを起こして駆かけ出そうとするが。

　ガシッ

「なっ!?」

『マスター!?』

　さらにもう一体隠かくれていた小型巨神が、俺の手からアリスをもぎ取った。

　俺は慌あわてて足にブレーキをかけるが、俺からアリスを奪うばった小型巨神は明かりの届く範はん囲いから逃にげようとする。

「待てこのッ！」

『ダメですマスター！　逃げてくださっ……』

　俺の手から魔ま力りよくの供給が切れ、最後は言葉を途と切ぎらせながら、アリスは小型巨神とともに暗くら闇やみの中へ消えていった。

　さらに先程ブッ飛ばした小型巨神たちも起き上がってきた。

「アリスぅー！」

「ダメですカイトさん！　追ってはいけません！」

　追いかけようとする俺の手をケイナが摑んだ。

　彼女の言う通り、ここで追いかけるのは無む謀ぼうだ。

　第一、アリスを奪われた状態ではたいした魔法の制御ができない。制御できない俺の魔法はどれも威い力りよくがデカすぎて、事前に指し摘てきされていたように洞どう窟くつを崩落させてしまう危険がある。

「カイト！」

「カイト君！」

「……ッ！」

　イヴやソニアたちの声も聞こえ、俺は歯を食い縛しばって走り出そうとする足を踏ふみ留とどまらせる。

「……逃げるぞケイナ」

「はい……」

　俺はケイナとともにロザリーたちと合流し、そのまま洞窟の外へ撤退した。

　例の小型巨神たちはなぜか、まったく俺たちのことを追ってはこなかった。







「みんなよく無事だったね。はい、タオルあるから汗あせと汚よごれを拭ふきなさい」

　洞窟を出たあと、ロザリーはまずそう言って俺たちにタオルを配った。

　準備がいいというか、まあ海水すい晶しようの採取はそこそこ疲つかれるし暑いから、主に汗拭き用に持ってきてたんだろうけど。

「……」

　俺は受け取ったタオルを一度顔に当てるが、そのまま石みたいに固まっていた。

「どうしたの、カイト」

「ロザリー……アリスのこと、置いてきちまった」

　状じよう況きようは確かにヤバかった。

　洞窟は狭せまくて暗かったし、採集クエストのつもりだったから全員本気で戦う装備ではなかった。何より未知の敵との遭そう遇ぐうに俺たちは動どう揺ようしていた。

　巨神が魔法を使うなんて聞いたこともない……。

　だけど、油断して魔導剣アリスを奪われるなんて。

「ロザリー、あいつらからアリスのことを取り戻したいんだ。どうすればいい？」

「んー……奴らが本当に零ゼロ魔法を自在に使えるんだとしたら、生半可なことじゃ取り戻せないかな。洞窟っていう地形もよくない」

「そっか……俺が魔法の制御がヘタだから」

　その辺はアリスに頼たよりっぱなしだった。

　アリスを取り返したいのに、彼女がいない所せ為いで助けるのが難しい。

　けど。

「でも、どうにかしたいんだ」

　他人から見ればたかが魔導剣一本と言われるかもしれないが、俺にとってもうアイツはかけがえのない相棒となっていた。

　新しい魔導剣を買えばいいとか、そんな風には思えない。

「私も手伝う」

「カイト君が行くなら、私も」

「イヴ……ソニア」

　ふたりの言葉に、俺は嬉うれしさが込こみ上げてくる。

　そこでふとケイナと目が合う。

　彼女はずっとこちらを見ていたようで、何か言いたそうに何度か躊躇ためらったあと。

「……分かりました。カイトさんには助けられましたし、私もお手伝いします」

　ケイナはそう言って頷うなずいて、汗で張りついた前まえ髪がみを軽く払はらった。

「そうだね……よし！　それならちょっと、皆みんなで修しゆ行ぎようしようか」

　全員の気持ちを聞き届けたロザリーは、俺たちにそう提案する。

「修行？」

「うん。その名も題して──ハーレム強化特訓さ！」
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▽ハーレム強化特訓、一日目△






「それで、ハーレム強化特訓って何なんだ？」

　一度ネアロポリスのホテルに戻った後、少し休息を挟はさんでから改めて俺はロザリーに件くだんの修行とやらについて尋たずねた。

「うん。元々夏休み中にやろうと思ってたんだけど、事情が事情だしね。ケイナなんかはまだハーレムに入って間もないけど、協力してくれるなら参加してもらうよ」

「一度口にしたことは曲げません。貸し借りもキチンとしておきたいので」

「そっか。なら一いつ緒しよに頑がん張ばろうね」

　ケイナに念押しの確かく認にんも済ませたロザリーはひとつ頷く。

「ロザリー、それでどんなことやるんだ？」

　逸はやる俺はもう一度同じことをロザリーに訊きく。

「慌てない慌てない。それじゃ説明するよ」

　ロザリーは咳せき払ばらいをして、ベッドに並んで座った俺たちに説明を始める。

「まずハーレム強化特訓の目的だけど、それはもちろん強くなるため、要するに魔法力の向上さ」

「具体的にどうするんだ？」

「皆も知ってると思うけど、カイトに吸精されて一時的に体内の魔力が枯こ渇かつすると、伝達系なんかが超ちよう回復を起こして、以前より魔法力全体が向上する効果がある。それを利用するのさ」

「吸精を……利用ですか!?」

　一番驚おどろいた顔をしたのはケイナだった。

　いや、それも当然だろう。

　吸精の効果（ていうか副作用）を利用するということは、場合によってはいつも以上に吸精をしまくるということなのだから。

「でも、吸精なら毎日やってるぞ？　それで急に強くなれるのか？」

「そう。だから今必要なのは普ふ段だんより魔力吸収の強度が高い吸精を行うことさ」

「強度が高い？」

「別にカイトを貶けなすつもりはないけどさ──最近、吸精の仕方がマンネリだったと思うんだよね」

「えっ!?」

　マンネリという言葉に俺は一いつ瞬しゆんドキッとしてしまう。

　いや、確かに基本は家のベッドで、みんなで一緒に、彼女たちの好きなところを責めてから吸精、と手順が一定だった気もするけど。

「──でもね」

　俺が若じやつ干かん落ち込んでいると、再びロザリーが口を開く。

「この前、ケイナが吸精に交ざった時、翌日いつもより微び量りようだけど吸精の効果が高まったんだ」

「そうなのか？」

「私は毎日記録をつけてるからね」

　実はロザリーは吸精に魔法力を上げる効果があると分かってから、毎日自分の魔法力の変化を記録していたらしい。

　魔力生成器官の魔力の回復量。

　魔力伝達神経の伝達速度。

　そういった項こう目もくごとの上じよう昇しよう値ち──それが、ケイナと一緒にシた日は前日より上昇値が若干高かったらしい。

「吸精の効果を知ったのが後だったから、私自身どうだったのか分からないんだけど、イヴやソニアの例を見る限り、たぶんこの上昇値が一番高いのが初回だと思うんだよね。どう、ふたりとも？」

「そう、かも？　確かに、最初の効果は劇的だった」

「私も……そんな気がします」

　話を振ふられたふたりは若干考えながら頷く。

「でも、それが何でケイナが交ざった日に効果が上がったんだ？」

「それがさっき言ったマンネリさ。同じ刺し激げきばかりじゃ、私たちの体も『慣れて』しまう。だから『いつもと違ちがう』刺激を与あたえてあげれば、より大きな効果が望めるはずさ」

　要は筋トレと同じ理り屈くつのようだ。

　ひと口に『筋肉』と言っても、全身には様々な筋肉……上じよう腕わん二頭筋とか背筋とか、ほかにも細かく種類が分けられるし、そもそも筋肉ごとに役割も発揮される力も異なる。

　同じ理屈で、たとえば魔ま力りよく伝達神経も一本しかないわけではない。

　よって、毎回同じ刺激を同じ箇か所しよに与えても、最初は効果が大きいが徐じよ々じよに伸のび幅はばが鈍にぶくなるということだ。

　だがそれは即すなわち、『まだ鍛きたえていない箇所』が存在するということで、そこを刺激できれば今まで以上の効果が期待できるというわけだ。

「てことはつまり、いつもと違うやり方とかシチュエーションで吸精することで、みんなのパワーアップが望めるってことか？」

「そういうこと。でも、各おの々おのが一番興奮できるポイントははずさない方がいいと思う。イヴなら『お尻しり』、ソニアなら『胸』ってね。これらが満たせれば一気に魔法力が跳はね上がるはずさ！」

「なっ……なっ……！」

　ロザリーの話を聞いたみんなの反応は様々だったけど、一番狼狽うろたえていたのはやはりケイナだった。

「……」

「……」

　一方、イヴとソニアはやけに静かで、もしかしたら自分がする特訓内容を真しん剣けんに考え込んでいるのかもしれない。

「あれ？　でもロザリー、俺は？」

「カイトは皆の特訓のお手伝い。それと新魔法ね。狭せまい場所でも使えるのを速そつ攻こうで覚えてもらうから」

「おう！」

「あと今までアリスに任せっぱなしだった魔法の制せい御ぎよを基き礎そからもう一度ね！」

「りょ、了りよう解かい！」

　確かに今までその辺サボり気味だったので、ここらで一度キチンとやり直した方がよさそうだ。

　今回のことで、俺自身の魔法力の向上も必要だと痛感したし。

　それにあの小型巨きよ神しんも零ゼロ魔法を洞どう窟くつ内で使っていた。

　少なくとも奴やつらはあんな狭い場所でも完かん璧ぺきに制御できるくらい、零ゼロ魔法を使いこなしているということだ。

　アリスを取り返すなら、俺もそのくらいできるようにならなければ。

「と、言ってもみんなすぐには思いつかないだろうから、特訓は明日あしたから。順番はあとで決めるけど、自分の番までに特訓内容を考えておいてね。あ、今回は各自のパワーアップが目的だから、基本的にひとりずつやっていくよ」

　ロザリーの説明はそこで終わりだった。

「あ、あのロザリー先生！」

「ん？　どうしたのケイナ、質問？」

　解散を告げられたあと、ケイナがロザリーに慌あわてて話しかける。

「そ、その私、じ、自分があの性……興奮、とかできる方法って、か、考えつかないんですけど……」

「そっか。んー、確かに私もまだケイナのことよく知らないしね」

　ロザリーは「うん。分かった」と頷く。

「それじゃヒアリングしながら一緒に考えよう」

「えっ、一緒に!?」

「ほら、カイトもこっち来て。ケイナの修行のためにきみの意見も必要だ」

「あ、了解」

「カイトさんまで来るんですか!?」

　俺まで交えて一緒に自分の修行内容──ケイナが一番性的に興奮する方法──を考えると聞いて、彼女の顔は赤とか蒼あおとか、もうメチャクチャな色になって、表情も目の色もぐるぐるしていた。







　その日の夜。

「カイト。カイト」

「……ん？」

　偶たま々たまひとりでリビングにいた俺に、ロザリーが声をかけてくる。

「どうしたんだロザリー？」

「ちょっとコッソリついてきて。みんなに気づかれないようにね」

「？　分かった」

　もうすぐ風ふ呂ろに入ろうかなと思っていたが、ロザリーが呼ぶならと俺は彼女のあとをついていく。

　で、廊ろう下かに出たわけだが、なぜか彼女はそのまま俺たちが泊とまっている部屋の隣となりの部屋へ行き、鍵かぎを開けて中に入ってしまった。

「え？　ロザリー、何で隣の部屋に？　ていうか、その鍵どうしたんだ？」

「さっきフロントでこっちの部屋も借りちゃった。いいから、まずは部屋に入って」

「？」

　なぜコッソリもうひと部屋取る必要が？

「ほら、こっち来て」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる俺の手を引いて、そのままロザリーは俺を寝しん室しつにまで移動させる。

　そして誰だれもいない寝室のベッドにのぼり、俺も隣に来るようにとシーツをポンポンと叩たたいた。

「？」

　何がしたいのかよく分からないが、ロザリーが言うなら従うまでだ。

　俺は素す直なおに彼女の隣までベッドの上を移動する。

「それで、どうしたんだ？」

　俺は改めてロザリーに訊く。

　すると、彼女は珍めずらしく恥はずかしそうにモジモジして。

「うん。実は昼に話した例の特訓なんだけど、私だけ先にやってもらおっかなって」

「え？」

「特訓は洞どう窟くつ攻こう略りやくのためだけど、ハーレムの強化のためでもあるからね。もちろん、私も参加するさ」

　確かにもう一度洞窟に潜もぐるためって気持ちが先行してたけど、この特訓はハーレムの強化も目的としているのだ。

　なら、ロザリーも参加するのは当然だろう。

「でも、何で先に？　ていうか、もう何するか決まってるのか？」

「私は前からちょっとやってみたいことがあったからね。アリス君を早く助けに行くなら、やりたいことが決まってる私だけでも先に済ませてしまった方がいいだろう？」

「……なるほど」

　アリスを助けたいというのは俺のワガママなのに、そこまで考えてくれているのか。

　よく分からないが、もうひと部屋用意したのもその特訓のためなのだろう。

　よし。そういうことなら、早さつ速そく特訓を始めよう！

「それで、ロザリーのシたいことって何だ？　すぐ始められるやつか？」

「うん。必要な物は昼間にコッソリ買っておいたから。私がシたいのはね、赤ちゃんプレイ」

「……ん？」

「赤ちゃんプレイだよ。知らない？」

「いや、ネットとかで知ってるけど」

「ネット？」

「あっ、いや、ネット云うん々ぬんは置いといて……でも、何で赤ちゃんプレイ？」

　普ふ通つう、そういうのって甘えたい大人の男性がシたいプレイのような気がする。

　それがなぜ俺より年下の、しかも女性のロザリーがシたいと？

「うーん……まあ、意図から説明した方が効率がいいか」

　ロザリーは頷うなずくと、その理由を話し始める。

「ほら、私ってカイトにだっこされるの好きでしょ」

「うん。それは知ってる」

「あれは最初、自分でも無意識に他人からの愛情を求めてるからだと思ってたんだけど、どうも違う気がするんだ」

「そうなのか？」

「だって、私は両親から愛されて育ったからね！　そういう幼少期の不満欲求はないはずなんだ」

　確かにロザリーは両親から授さずかった零ゼロ魔法という才能に誇ほこりを持っていると言っていたし、その通りなのだろう。

「けどじゃあ、何でだっこなのかなって改めて考えた結果、愛情不足とは真逆の結論に到いたったんだ」

「真逆？」

「つまり、私は愛情を貰もらいたいんじゃない──私は愛情を与えたいんだ」

「んん？」

　一いつ瞬しゆん俺の理解が追いつかなかったが、ロザリーは構わず続けた。

「もしかしたら私は母性本能が強いのかもね。だから最初にカイトに吸精させて助けてあげた時も、快感とは別の不思議な幸福感に満たされた気持ちがしたんだと思う」

「ロザリーの母性が強いってのはなんとなく分かるけど」

　だって日ひ頃ごろから甘やかしてくるし。めっちゃ褒ほめてくれるし。手取り足取り教えてくれるし。必要な時は𠮟しかってくれるし。いつも見守ってくれるし。

　偶たまにわりと本気で「これママじゃん！」と思ってた。

「あれ？　でも、じゃあ何で『だっこ』？」

「だっこっていうのはキスとかと一いつ緒しよで、究極の『親愛の証あかし』のひとつだよ。こちらから与あたえた愛に対する相手からの返礼。それをしてもらえるってことは、私が沢たく山さん相手に愛を与えられた証明ということになるのさ」

「そうなのか……まあ、ロザリーが言うならそうなのかな？」

「で、私のこの欲求を一番叶かなえてくれるのが赤ちゃんプレイというわけだよ！」

「ん、んん？」

「相手の全すべてを私がお世話してあげられる。そして対価として得られる笑え顔がおにだっこにキス。自分の中の欲求に辿たどり着いた時、どうしてもやってみたくなったんだ」

「な、なるほどな」

　所々分からない部分もあったが、性せい癖へきってそういうものなのかもしれない。

　俺だって「何でオッパイが好きか論理的に説明しろ」って言われたら、普通に困る気がする。もちろん俺のオッパイ愛の気持ちを伝えられはするけど、相手が納なつ得とくしたり理解したりできるかは不明だ。

　ロザリーは先生で研究者でもあるから、キチンと筋道立てて説明してくれたけれど、究極的には「シてみたい」という気持ちが中心にある気がする。

　まあともあれ、彼女が特訓のためにシたいと言うなら、俺がするべきことはそのお手伝いだ。

「えっと、それじゃあ俺はどうしたらいい？」

「そうだね。まずはベッドに寝ねて」

「おう」

「それから、次から喋しやべるの禁止ね」

「え？」

「はいそれも禁止。とにかく全力でカイトのお世話をして甘やかしまくるから、身も心も全部私に預けて。お願いね」

「ば、ばぶー」

　俺は言われた通りばぶーで返事をする。

「はーい。じゃあカイトちゃん、ママ私が何でもしてあげますからね。まずはお着き替がえしましょうか」

「ばぶー」

「よぉーしよーし」

　ロザリーは俺の頭を撫なで、ベッド脇わきの棚たなから新品の服を取ってきた。

　どうやらこのプレイのために買ってきた物のようで、かなりゆったりとした寝間着みたいな服だ。

　彼女はその服をひとりで俺に着せていく。

「はーい、脚あしをあげてー」

　おお、これちょっと恥ずかしいな。

　いつもとは違ちがった恥ずかしさがある。

「じゃあ次はご本を読んであげますからねー」

「ばぶばぶ」

　そうして着替えを終えて、次は絵本の時間だ。

　絵本といった小道具もちゃんと買ってきたらしく、ロザリーは俺を膝ひざ枕まくらしてゆっくりとした語り口で朗読を始めた。

「それから魔法使いは～……」

「……あふ」

　絵本は短いものだったが、ロザリーのやさしい声で語られると段々安心したいい気持ちになってくる。

　膝枕の柔やわらかさも相まって、段々と眠ねむくなってきた……。

「あらあら、ダメよー。カイトちゃん、まだお風ふ呂ろ入ってないでしょう？」

「ばぶー？」

「寝るのはお風呂入ってからにしましょうねー」

　次はお風呂だった。

　ロザリーは魔法で俺を浮かせて風呂場まで運ぶと、さっき着せた服を今度は脱ぬがせて、一緒にお風呂に入る。

　赤ちゃんプレイ中なので、俺が湯船に顔をつけないように、もちろん彼女が後ろからだっこしてくれる。

「温まったら、次はお体洗いますよー」

　これも当然ロザリーがやってくれる。

　ただ俺の体を彼女が支えながらは大変なので、昨日も使ったマットタイプの浮き輪を敷しいて、その上でやった。

「かゆいところありますかー？」

「ば、ばぶー」

「んー？　ここかなー？」

　これが本当にヤバかった。

　だって赤ちゃんだから肌はだを傷つけないように、ロザリーは手の平で石せつ鹼けんを泡あわ立だてて、そのままやさしく全身を洗うんだもの。

　それはもう指の谷間から耳の裏、体の隅すみから隅まで丁てい寧ねいに、彼女の小さなお手々が撫でまくるものだから、とにかくずっと気持ちよくて仕方がなかった。

　このあたりから本格的に俺はこのプレイに没ぼつ頭とうし始めてきた気がする。

　それまでは赤ちゃんを「やっている」感覚だったけど、純じゆん粋すいに彼女に「甘える」気持ちが強くなってきて、お世話をされるのが心ここ地ちよくなってきた。

「はぁーい、じゃあ次はー……」

「次はねー……」

「カイトちゃーん……」

　ロザリーはもう次から次へと、本物の赤ちゃんを相手にするみたいに俺を甘やかし続ける。

　それに俺は返事をしたり、だきついたり、何でもやりたい放題だ。

　で、やがてまた寝しん室しつに戻もどってきた。

「いい子でベッドで寝ててねー。ママもお着替えしてくるから」

「ばぶー」

　俺を寝かせたまま、ロザリーは一度ベッドから下りる。

　少しして戻ってきた彼女は──見たことのないエロパジャマを着ていた。

「ばふっ!?」

　衝しよう撃げき的すぎて赤ちゃん言葉が乱れる。

　え？　何そのスケスケ。

　ていうか布がほとんどないし、隠かくれるべきところが全然隠れてない。

　彼女の裸はだかは何度も見てるし、普ふ段だんの寝間着も薄うすいベビードールだ。けど、これはそれ以上のエロさというか、もうそれ専用のアイテムでしかなかった。
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「どーお？　カイトちゃんが喜んでくれるように選んだんだよー」

　もう大喜びですとも！

　赤ちゃんプレイと聞いて忘れかけていたけど、これはあくまでロザリーが俺を喜ばせようとしているプレイなのだ。

　なら当然、彼女は俺を喜ばせるために尽つくそうとするはず。

　今までのは助走……やさしく甘やかしつつ、前半との落差、ギャップで俺の中のボルテージを一気に最高潮まで持っていった。

「じゃあ、ちょっと耳かきしましょうか。またママの膝の上に頭のせてねー」

　俺はロザリーに膝枕で耳かきをしてもらう。

　これがまた気持ちよくて、お風呂に入ってさっきよりもちっとした太もももイイ。

「はぁーい、じゃあ次は反対向いてねー」

「……ばぶッ！」

　言われた通り、俺は反対側の耳を上に向けるため寝返りを打つ。

　ちなみにさっきまで俺はロザリーの膝の横から頭を乗せて、視線は正面を向いていた。

　つまり寝返りを打って反対側を向くと、それは彼女のお腹なかやお股またに顔や鼻先を埋うずめるような恰かつ好こうになるわけで……！

「……ッ」

　もうロザリーの匂においが鼻び腔こうを通り越こして脳にまで充じゆう満まんする勢い。

　そんな状態で混乱していたら、反対側の耳かきもいつの間にか終わってしまっていた。

「気持ちよかったー？」

「……」

　ロザリーに質問され、俺は返事をしようとしたが、言葉に詰つまる。

　もちろん気持ちよかった。

　けど欲張りなことに、俺の頭に浮うかんだのは「もっともっと欲ほしい」という欲望だった。

　しかし、今は普通に喋るの禁止なので、直接それを伝えることは叶わない。

　何か言葉以外で、これを伝えなければダメだ。

　これ以上の、彼女からの愛情が欲しいと伝えるには……！

「カイト？」

　俺はロザリーの腰こしに腕うでを回してギュッと抱だきついた。

　だっこやキスは愛情への返礼。

　彼女が言っていたことだ。

　気持ちよかったことへのお礼。感謝。

　そして、あなたをもっともっと求めている。欲しい。その気持ちを、言葉なく伝えるための手段。

「……！」

　その時、すでに光を放っていた聖母リリスの紋もん章しようが今までよりも強く輝かがやき始めた。

「ふふっ、そういえば、まだオッパイあげてなかったねー」

　ロザリーは完かん璧ぺきに俺の気持ちを汲くんでくれた。

　彼女は赤ちゃんに授乳するように、俺の頭をやさしくだっこして自分の胸むな元もとへ抱き寄せる。

「はぁい、ご飯の時間ですよ～。タップリ飲んでいいですからねー」

　俺は頷うなずくことも忘れ、夢中でロザリーのオッパイにむしゃぶりついた。

「ああンッ！」

　ママ役をしていたロザリーが、一いつ瞬しゆんそれとは思えない艶つやっぽい声を漏もらした。

　彼女から吸う魔力から、彼女の昂ぶりを感じる。

　確かにこれは『いつもと違う』。

　普段の吸精とは違う手順を、彼女の欲求に応じる形で行ったからこそ、これだけの魔力が流れ込んできているのだろうか？

　いや、小難しい話は今はいい。

　今はただロザリーのオッパイが吸いたい！

　俺は彼女を抱き締しめながら、その魔ま力りよくがカラになるまで全力で吸精し続けた。





▽ハーレム強化特訓、二日目△






　昨日のロザリー……スゴくよかった。

　その内容は予想外で想像以上だったが、俺自身新しい扉とびらを開いてしまいそうなほど興奮した。

　いつもだってもちろん彼女や、他の女性たちも気持ちよくさせてあげたいと思っているけど、結局吸精の主体は俺。

　主体がいつも同じだからこそのマンネリ。

　その打破のために行われた昨夜の吸精は、ロザリーが主体──彼女が一番興奮して気持ちよくなれる形だった。

　効果も抜ばつ群ぐんで、ロザリーの魔法力は昨夜までよりも大きく伸のびたらしい。

　すでに教授クラスの実力を持っているロザリーでも大きな効果があった。

　まだまだ伸び代しろの多い学生であるイヴたちなら自分以上の効果が期待できる、とロザリーはつけ加えていた。

　今日はハーレム強化特訓の二日目で、いよいよ彼女たちの番だ。

　だけれど、イヴとソニアはまだ特訓内容を考え中という。

　よって、自然と今日の特訓相手は、昨夜の内に俺やロザリーと一いつ緒しよに話し合って内容を決めていたケイナということになった。

　で、その肝かん心じんのケイナなのだけれど。

「おーい、ケイナー」

「な、何ですか！」

「早くこっち来いよー。みんな待ってるぞー」

「そ、そんなこと言われても……！」

　看板の物もの陰かげに隠れながら、ケイナは嫌いや々いやと首を横に振ふる。

　場所は海の砂すな浜はま。

　もちろん、あの洞どう窟くつがある壁かべの外ではなく、都市内部の安全なビーチだ。

　ケイナ以外の皆みんなはすでに場所を確保してパラソルを立て始めているのだが、彼女だけ恥はずかしがって出てこないのだ。

　とはいえ、これは特訓なのだ。

　まずはこのビーチまで出てきてもらわなければ話にならない。

「しゃーない」

　ちょっと可哀かわい想そうだけど、今回は事情もある。少し無理やりになるが、協力してもらおう。

「えっ？　あ、あの、ちょっと何でこっちに……!?」

　俺はケイナが隠れている看板に近づくと、彼女の手を取って強ごう引いんに外へ連れ出した。

「やっ、あの！　は、恥ずかしいです……！」

　物陰から出たケイナの恰好は海に相応ふさわしい水着姿。

　彼女は「遊び」に来たつもりではないと言って水着を用意していなかったので、これは今朝この街で買ったばかりの新品だ。

　しかも彼女のオッパイのサイズが大きすぎて、ビキニしか選せん択たく肢しがなかった。

　おまけに今年の流行とかで、やけにサイズが小さい。

「こんなの裸と一緒です！」

　そう言ってケイナは最初抵てい抗こうしたが、最終的にはこれで折れた。

　というのも、そうした羞しゆう恥ち心しんこそがこの特訓に必要な要素で、彼女もそれを知っているからだ。

「ほら、そんなに騒さわいでるとみんなに見られてるぞ」

「……！」

　俺の言葉を聞いて、ケイナがピタリと騒ぐのをやめる。

　おとなしくなった彼女の手を引いて、俺はロザリーたちのいるパラソルへ向かうために歩き始めた。

　その間、ケイナは俯うつむいたままだった。

　おそらく先さき程ほどの言葉を気にしているのだろうが、わりとそれは正しかった。

　なにしろビキニの布地から溢あふれるほどのオッパイの持ち主だ。制服の上からでも並々ならぬ主張をしていたオッパイが、水着ではどれほどの存在感を放つかなんて言うまでもない。

　今も歩く度たびに大波を起こし、それに釣つられた男共の何十という視線がこちらに向けられていた。

「はぁ、はぁ」

　その視線を浴びているケイナは、俯いたまま呼吸を浅くしていた。

　同時に、早くも聖母リリスの紋章が輝き始めている。

　彼女が人に見つかりそうになるシチュエーションで興奮するのは、前に風紀部の部室で吸精した時に判明している。

　なら、俺の家の寝しん室しつや部室より多くの人目が集まる場所──つまりこのシーズン真まっ只ただ中なかで観光客だらけのビーチで吸精を成功させるのが今日の特訓だ！

　だが当然、ここは魔法に関してなら性に寛かん容ような学園内ではない。一いつ般ぱん人じんに見られてしまったら通報されて逮たい捕ほされる危険だってある。

　つまりバレるリスクを極限まで上げた状じよう況きようで、しかも見つからずに吸精は成功させる必要があるということだ。

　しかし、この特訓を成功させればリスクが大きい分、彼女が感じる性的興奮も大きくなり、巨きよ大だいな恩おん恵けいが返ってくるはずだ。

　この特訓──ていうかもはや秘密ミッション──は、必ず成功させてみせる！

　とまぁ、意気込んだのはいいのだが……。

「……」

「……」

　俺もケイナも緊きん張ちようしすぎて身動きが取れなくなってしまった。

　なにしろ夏の海はマジで人が多い。常に数メートル圏けん内ないに誰だれかがいて、しょっちゅう誰かが俺たちのいるパラソルの真横を通り過ぎていく。

　こんな状態で誰にも見つからず吸精を成功させるのは至難に近い。

「……もう、ふたりともそんなガチガチになってたら、余計に周りから変に思われちゃうよ」

「ロザリー……」

　海でイヴたちと三人で遊んでいたところから戻もどってきたロザリーは、パラソルの下で固まりっぱなしだった俺たちを見て軽く嘆たん息そくした。

　彼女の水着も新調したばかりで、その低身長に見合わぬ強きよう烈れつなプロポーションを際きわ立だたせていた。

「そんなんじゃ成功するものもしないから、ちょっと緊張を解ほぐそう」

「どうやってですか先生……？」

「とりあえず、せっかく水着で海に来たんだから、みんなで普ふ通つうに遊ぼう。自然にしてればいつかチャンスは来るから、その時にふたりでシちゃいなさい」

「チャ、チャンス？」

「ほら、いいからまずは立って」

　俺とケイナはロザリーに手を引かれてパラソルの外に出され、イヴとソニアが遊んでいる場所まで行く。

「あっ！　カイトくーん、こっちですよー」

　イヴと水かけっこして遊んでいたソニアが、こちらに気づいて手を振ってくる。

　彼女たちも当然水着姿だ。

　イヴが胸バンドの中央に謎なぞ穴あながあいたセクシーなタンキニタイプの水着。

　ソニアは下はパレオを巻いて、上は片かた肩かた紐ひもで縛しばるタイプの結び目を解ほどきたくなるような水着。

　どちらもカワイイ系の水着だが、素材のよさも相まってとても魅み力りよく的だ。

　その輪の中に俺も交ざる。

「あ、男いたのか」

「ちぇっ」

　同時に聞こえてくる周囲からの失望と舌打ち。

　やはりナンパを狙ねらっていた奴やつらがいたか……正直その気持ちは分かるが、俺が来たからには諦あきらめてもらおう！

「よし！　カイトたちも来たことだし、何かして遊ぼうか！」

「「「「おおー」」」」

　それから俺たちは普通に遊び始める。

　最初は特訓のこともあって、ロザリーの言うチャンスがいつ来るかいつ来るかと身構えていたけど、次し第だいに心が解れて楽しむ気持ちが湧わいてきた。

　ケイナはまじめだからもう少し時間がかかったが、表情の変化を見る限り、徐じよ々じよにいい意味で緊張を忘れられてきたようだった。

　水遊びにビーチバレー、砂山作りに浅あさ瀬せでの軽い追いかけっこ……それに彼女たちの揺ゆれるオッパイや眩まぶしい水着姿を見ているだけで、ドンドン時間は過ぎていった。

　そうして浅いところや砂浜でできる遊びを終えたところで、今度は例のマットタイプの浮うき輪にみんなで乗って、海の上でひなたぼっこを楽しむことにした。

「あ～っついけど、海の上だとなんか気持ちいいな～」

「海に入ると体が冷えるからね～。お日様のぽかぽかが気持ちよく感じるんだよ」

「確かに、カイトさんの背中もちょっと冷たいですね」

「イヴさんの脚あしも冷たいですね」

「ソニアの足の裏も冷え冷え」

　俺たちは浮き輪の上で触ふれ合ったお互たがいの体の温度を確かめ合うが、それも特に意味はない。ただなんとなくじゃれ合っているだけだ。

　浮き輪はデカいしビーチに人は多いが、海の上では小さな点だ。混んでいる浅瀬を少し離はなれれば、人にぶつかる心配もない。

　波にぷかぷか揺られるだけの、なんとも穏おだやかな時間が流れるが。

　さっきも言った通り、デカいとはいえマットの上に五人は狭せまいので、常に誰かの素す肌はだがこちらの素肌に触れっぱなしだ。少し動いても、必ず誰かに触れる。

　それが脚だったり腕うでだったり、時々お尻しりだったりオッパイだったりもした。

　吸精に比べれば軽いスキンシップかもしれないが、前世からしたらこれを軽いなどと思えるなんて俺も成長（？）したものだ。

　かといって、別に何にも感じないわけじゃなくて、やっぱりドキッとするにはするんだけどさ。

　なんてことを思いながら俺がひなたぼっこを続けていると──寝ねそべる体勢を変えたケイナが、偶ぐう然ぜん俺の真正面にやってきた。

「……！」

「……！」

　不意に至近距きよ離りでお互い見つめ合うことになり、スキンシップとは違ちがう意味でドキッとする。

　そうだ、特訓。……吸精！

　彼女の顔を間近で見たのがキッカケとなって、強化特訓の内容を猛もう烈れつに思い出す。

　どうやらそれは向こうも同じようで、表情に再び緊きん張ちよう感かんと赤みが戻っている。

「………………あの」

　この状況で、意外にも先に声をかけてきたのはケイナの方だった。ただし後ろのイヴたちにも聞こえないくらいの小声で。

「……何？」

　俺もケイナに合わせて、彼女にしか聞こえないように小声で返事する。

「今……今なら吸精できませんか？」

「え……？」

　言われて、見える範はん囲いで周囲の状況を確かく認にんする。

　人が一番多い浅瀬からは離れている……が、別に遠洋まで出てるわけじゃない。ただ単に足がつかない深さの場所ってだけで、浅瀬で遊んでいる人の顔も見える距離だ。

　要するに、距離的には十分、誰からだって見える位置。

　ただみんな自分たちの遊びに夢中なのか、わざわざこちらを見ている人間はいない気がするが、気がするだけだ。

　一方、そんなに数はいないが、俺たち同様に浮き輪でその辺をぷかぷかしている人たちだってもちろんいる。

　特にその中でもひとり。今はこちらに背を向けているが、波の機き嫌げん次第でいつでも俺たちの方を見るかもしれない子供が近くにいた。

　しかし、ビーチパラソルの下や浅瀬で遊んでいた時に比べれば、遥はるかに見つかる危険性は低い。

　低いと言ってもリスクは十分大きい。

　だがこれがロザリーの言っていたチャンスかもしれない。

「……やろう」

　俺は覚かく悟ごを決めて、ほんの少し下にさがる。

　ケイナも自分の手で水着をズラし、少しでもオッパイと俺の口の距離が近づくように下乳を持ち上げて姿勢を変えた。

「ヤバかったらすぐ合図してくれ」

「はい」

　お互い最後の確認をしながら、心臓をバクバクさせていたと思う。

　空き教室やお店のトイレ、谷底や学校の倉庫でも吸精したことはあるが、あれは少なくとも隠かくれながら──少なくとも見つからないというつもりで──やっていた。

　だが今はいつ誰に見つかってもおかしくない状況で〝あえて〟吸精をしようとしている。その違いは心しん拍ぱく数すうに如によ実じつに表れ、もちろんケイナの聖母リリスの紋もん章しようの輝かがやきにも反映されていた。

　彼女は紋章の光が周囲に漏もれないように、胸を支える方とは逆の手でお腹なかを隠す。

　俺も、なるべく後頭部で彼女のオッパイが隠れるようにしながら、ひょっとこみたいに唇くちびるを伸のばしてその先せん端たんに吸いついた。

「んっ、ン！」

　両手が塞ふさがっているケイナは唇を嚙かんで漏れそうな自分の声を抑おさえる。

「……」

　何の前ぜん戯ぎもない状態からいきなり吸ったが、確かに魔ま力りよくの出はいい。

　このスリル満点の状じよう況きようにケイナが興奮しているのは間違いないだろう。

　だが、足りない。

　風紀部の部室で本格的に見つかりそうだった時ほどではなかった。

　チラリと見る彼女の表情はもういっぱいいっぱいだ──けれど、ここからさらに先へ進まなければ特訓の意味がない。

「んっ!?　んん!?」

　俺が舌先でオッパイの先っぽを転がし始めると、口くち許もとを手で押さえたままくぐもった声でケイナが抗こう議ぎしてくる。

　それを無視して、次はもう片方の胸を揉もみ始めた。

「～～～!?」

　いつ誰にバレるかも分からない状況下で、ビキニの下ですでに蕾つぼみを硬かたくしていた胸を円運動を加えながら揉みしだく。

　小さなビキニは胸揉みをしている内に簡単にズレてしまい、ついに彼女は両胸を外気に晒さらすことになるが、そんなことでは止まらない。

　俺は向かい合って寝そべる彼女の腰こしに手を回し、グイッと体を寄せる。

　太ももの間に膝ひざを入れて、少し脚を開かせる。

　さすがに下は脱ぬがせていないが、寝そべった姿勢で脚を開かせるという恥はずかしいポーズを取らせるだけで、彼女の興奮は十分に上がり、紋章の輝きもさらに増した。

　背中の汗あせを指で掬すくいながら背筋をなぞると、彼女の体がゾクゾクゾクと震ふるえる。

「ンンンッ!?」

　ケイナは漏れそうになった声を抑えるため、下乳を支えていた手を離し、両手で自分の口を塞ぐ。

　その結果、ギリギリ届いていた俺の口が離れそうになった。

　が、そうはさせまいと、俺は咄とつ嗟さに前歯で逃にげようとする蕾を摑つかまえる。

「ッ───!?」

　息を吞のむような気配がケイナから伝わってくる。

　体の力の入り方から、彼女はお腹をギュッと締しめて、全力で何かを我が慢まんしているのが分かった。

　いっぱいっぱいのさらに先。限界を超こえるライン。

　そのギリギリのところまで彼女は達しているのだと肌で分かった。

　そんな震えに震える腰をさらに抱だき寄せ、彼女の脚を持ち上げ、俺の脚に絡からめさせた。

　傍はた目めには随ずい分ぶん大だい胆たんに抱き合っている風に見えるだろう。もはや俺とケイナの体で、密着していないところなどないほどなのだから。

　あまりの密着具合に、俺の顔もすでに鼻先はオッパイの中に埋うずもれ、吸精中の口の端はしの隙すき間まから息を吸っているほどだ。

　息を吸いながらオッパイも吸う。同時にやるのはなかなか大変で、酸欠気味になりながら強めに吸うと、吸う力が強すぎるのかケイナがビクビクと反応する。

「や……ダメ……っ!?」

　その時、ケイナが涙なみだ声ごえになりながら懇こん願がんしてくる。

「見、見てます……男の子が、こっち……!?」

　言われて少し視線を上げると、さっきの浮き輪の男の子が「何やってるんだろう？」という顔で首を傾かしげていた。

　だが俺の後頭部が邪じや魔まで男の子からケイナのオッパイは見えないはずだ。

　見えているのはおそらく彼女の表情だけ。

　その表情は俺からすればとんでもなくエロく感じるものだが、あれくらいの男の子からすればただの涙なみだ目めにしか見えないようで、何をそんなに泣きそうにしているのか不思議そうにしていた。

「平気だって、子供だから何シてるかまでは分からないさ」

「で、ですけど……んひっ!?」

　しかし、ケイナにとっては相手が子供でも十分な羞しゆう恥ち心しんを駆かり立てるようで、ついに聖母リリスの紋章の輝きが最大に達しようとしていた。

　ここまで来たら、最後までやるしかない……！

　俺は大きくひと呼吸置いてから、今まで以上に全力でケイナのオッパイに吸いついた。

「アアッ────！」

　子供に見られている前で、ケイナが激しく痙けい攣れんする。

　その吸精によって、今までで最大の魔力が彼女から流れ込んできた。

「あっ……あぐ……っ、ぁ……」

　スリルを背負った吸精の快感がキャパを超えたのか、ケイナは口をパクパクさせながら意識を途と切ぎれさせる。

「うわあっ！」

　と、そこで浮うき輪のマットがひっくり返った。

　いや、そりゃあんな上で暴れまくったらひっくり返りもするか。

　俺はケイナの体を支えて泳いで一いつ緒しよに水面に浮ふ上じようする。

「ぷはっ！」

「ぷはっ！」

　水から顔を出した俺はすぐ傍そばを漂ただよっていた浮き輪に摑まり、水に落ちた衝しよう撃げきで正気を取り戻もどしたケイナにも摑まらせる。

　俺たちに巻き込まれて落ちてしまったロザリーたちも無事で、彼女たちも泳いでこちらの浮き輪の方へ戻ってきた。

「みんなゴメン、俺がひっくり返しちゃったみたいだ」

　とりあえず、巻き込んだことへの謝罪をするが……ロザリーたちはちょっと苦笑いしていた。

「いやまあ、あんなことしてたら仕方ないよ」

「「……!?」」

　そのセリフで、俺たちは彼女らの苦笑いの理由を察する。

「……バレてた？」

「そりゃね。背中を向けてたって、お互たがいこういう関係なんだから、何シてるかなんて察するさ」

「～～～」

「まあまあケイナも気にしない気にしない。そういう特訓だったんだから」

　ロザリーはフォローを入れるが、ケイナは消え入るような声で「はい……」と返事をするのが精せい一いつ杯ぱいのようだった。

「ちなみにカイト、特訓は成功だったかい？」

「手て応ごたえはバッチリだと思う」

「そっか。じゃあそろそろ岸に戻ろう……でもその前に、一個だけケイナにアドバイス」

　ロザリーは軽くケイナの胸むな元もとを指差して言う。

「戻る前に、水着の位置は戻しておいた方がいいよ」

「……ひゃあ!?」

　指し摘てきされてオッパイが丸出しだったことに気づいたケイナは、リンゴみたいに赤くなった顔を隠すように再び水中に潜もぐっていってしまった。








第五章










▽ハーレム強化特訓、三日目△






　みんながハーレム強化特訓に励はげんでいる間、俺も遊んでいたわけではない。

　昨日も海からホテルに戻ったあとは、ロザリーから魔法制せい御ぎよの訓練と新魔法の習得のためにメチャクチャ勉強していた。

　これが不思議なことに、かなり順調に進んでいた。

　特に意外なのは魔法制御の訓練。

　前はあんなに不得意で、魔導剣けんを手に入れてからアリスに任せっぱなしだったものが、なぜか以前より上手うまくなっていた。

「これはたぶん、アリスのお陰かげかな」

「アリスの？」

「アリスは学習する魔導剣という話だったよね。たぶんだけど、彼女が行う魔法の構築や制御の経験が、使用者であるカイトの体にも無意識にフィードバックされてるんだと思うよ」

「要するに、アリスと一緒に魔法を使った経験を〝体が覚えてる〟ってことか？」

「そうそう」

　今までアリスと二に人にん三さん脚きやくで戦ってきた経験が、俺の中に生きているということらしい。

　新魔法の方の練習も問題なく、今日明日あしたには習得できそうだ。

　あとはイヴとソニアの強化特訓を完かん了りようすれば、アリスを取り返しに行ける。

「ただいま帰りましたー」

「おかえり、ふたりとも」

　ちょうど俺が午前の特訓を終えた頃ころ、買い物に出ていたイヴとソニアが部屋に帰ってきた。

　ふたりとも大きめの買い物袋ぶくろを胸に抱かかえている。強化特訓に使うものを買うと言っていたが、結構買い込んできたようだ。

「カイト君、ちょうどよかった。実は、今日の強化特訓についてご相談があるのですが」

「俺に相談？」

　俺が小首を傾げると、イヴとソニアは一度視線を交かわす。

　目と目で何かを確かく認にんした彼女たちは、改めてこちらを向いて口を開いた。

「もしカイト君さえよければ、今日は私たちふたりいっぺんに特訓受けさせてもらえませんか？」

「え？　ふたり一緒に？　でもロザリーはひとりずつって……」

「先生は基本的にひとりずつって言っただけだよ」

「私とイヴさんで話し合ったんですけど、私たちの特訓ならふたり一緒でもできると思ったんです」

「うん」

　ソニアの説明に、イヴも頷うなずいて同意する。

「ふたりがそう言うなら俺は別に構わないけど……何でそんなに急ぐんだ？」

「だって、早くアリスさんを助けに行きたいじゃないですか」

「……！」

「それにカイトの新魔法習得も明日には終わりそうって、ロザリー先生言ってた」

「だから、今日中に強化特訓が終われば、明日には準備が整うかなって」

「ふたりとも……！」

　アリスのことをふたりがそんなに考えてくれていたなんて、嬉うれしさが心の底から込こみ上げてくる。

「……よし！　それじゃあ、ふたり一緒にやろう！」

「はい！　じゃあ、ロザリー先生に鍵かぎを借りに行きましょう」

　隣となりの部屋はまだロザリーが強化特訓のために取ってある。俺たちは彼女から鍵を借りにいく。

「そっか、ふたり一緒にやるんだ。頑がん張ばってね」

　ロザリーは隣部屋の鍵をソニアに渡わたす。

「なあロザリー。ふたりの強化特訓が終わったら、寝ねる前に例の新魔法の修しゆ行ぎよう付き合ってもらっていいか？」

　彼女たちが鍵のやり取りをした後、俺はコッソリとロザリーに耳打ちした。

「いいけど、急にどうして？　普ふ通つうにやれば明日には物になると思うけど」

「今夜中にできるようになれば、午前に準備整えて明日万ばん全ぜんの状態でアリスを取り返しに行けるだろ？」

　普通にやっても明日中に新魔法は覚えられるだろうが、それが明日の午後になってしまったら、結局挑いどめるのは明後日あさつてとかになってしまうかもしれない。

　せっかくのイヴとソニアの気き遣づかいを無む駄だにしたくないのだ。

「うん。分かった。あとでホテルの玄げん関かんに集合ね」

「了りよう解かい。ありがと」

　俺はロザリーにお礼を言い、ソニアたちに合流して隣部屋へ移動する。

「それじゃあ、カイト君は先に寝しん室しつで待っててくれますか？　私たちは準備をしてから入りますから」

「分かった」

　俺は頷き、先に寝室に入る。

　とりあえず、ベッドに座ってふたりを待つが……。

「イヴさん、ここどうするんでしょう？」

「こう、かな？」

「はわわ食い込んで……！」

「ごめん」

　たぶん今日買ってきたあの袋の中身の準備をしてるんだろうけど、一体何をしてるんだふたりとも……？

　正直メチャクチャ気になる。

　気になる……が、今は待つ！　その方がもっと楽しみになるし。

　ああ、でもそう思ってもやっぱりソワソワしちゃうなぁ！

　ふたりはどんな『いつもと違ちがう』特訓を考えてきたんだろう？

　しかもふたり一いつ緒しよにって……さっきはただ彼女たちの気遣いに感謝したけれど、ふたり同時にできる特訓内容というのも気になってきた。

　もう期待と妄もう想そうが膨ふくらみすぎてはち切れそうだ。

「カイト君、入っていいですかー？」

「！　ど、どうぞ！」

　変にどもりながら俺が入室を許可すると、ドアが開けられてイヴとソニアが入ってきた。

「……!?」

　ふたりの恰かつ好こうを見て、俺は目を白黒させた。

　ボンデージ。

　主に革かわで作られた拘こう束そく衣い。

　テラテラとした革の光こう沢たくが艶なまめかしい。

　さらにデザインそのものが彼女たちの胸やお尻しりを強調する形になっている。

　革かわ紐ひもで縛しばり上げられたソニアのオッパイ。

　隙すき間まだらけの拘束衣から覗のぞくイヴの尻肉。

　まさに下着とは別種の「性的興奮を得るために作られた衣い装しよう」。

　そのボンデージを身に纏まとった状態で、彼女たちは俺の許もとへと歩いてくる。

　ソニアは手に持っていた袋を床ゆかに置き、それから少しモジモジしながら髪かみをイジる。

「ど、どうかな？　似合う？」

「あ、うん……ソニア、スゲェ似合ってるよ」

「私は？」

　俺がソニアを褒ほめると、イヴも同じように尋たずねてきた。

「もちろんイヴも」

「……」

　イヴは無言で頰ほおを赤くしながら、ちょっと嬉しそうに微笑ほほえむ。

　ふたりの嬉しそうな表情と、その恰好とのギャップが余計に非日常感を際きわ立だたせる気がした。

　これは、予想以上の特訓になりそうだ！

「そ、それでふたりは何をシて欲しいんだ？」

　俺は心臓が期待で高鳴るのを感じながら、ふたりに尋ねる。

　その質問に先に答えたのはイヴの方だった。

「カイトは、私がお尻をいじめられるの好きなの知ってるでしょ？」

「あ、ああ」

　それは知ってる。

　イヴと吸精する時は、彼女のお尻を強い力で揉もみくちゃにしてあげると悦よろこぶのだ。

「それで……カイトの手でメチャクチャにされるのも好きだけど、もし道具とかも使ったらどうなるのかなって思って……」

　流石さすがに自分の性せい癖へきを語っている内に恥はずかしくなってきたのか、イヴの声は段々と小さくなっていった。

　その続きを、今度はソニアが引き継つぐ。

「特訓内容のことで私もイヴさんから相談を受けたんです。それで話を聞いている内に、私も興味が出てきちゃって……」

　ソニアはそう言いながら、先さき程ほど床に置いた袋の中身を取り出す。

　出てきたのはある意味で予想通り──革製の鞭むちだった。

「これで、私のオッパイとイヴさんのお尻をいじめてもらえませんか？」

「……ッ！」

　まさかのＳＭプレイ志願ですか!?

　しかもイヴだけでなくソニアまでそれに興味を持つなんて……！

　女の子にこんなことをお願いされたら、どうしたって男として滾たぎる部分があるのは確かだ……でも。

「ふたりともいいのか？　俺、鞭の加減とかよく分からないし、痛くしちゃうかもしれないけど」

「それはお互たがい初めてですし、探さぐり探りやれば大だい丈じよう夫ぶですよ」

「けど……」

　やっぱりふたりの体が心配な俺はどうにも躊躇ためらってしまう。

　しかし。

「カイトのこと、信じてるから平気」

「はい。カイト君ならやりすぎたりしないですから」

　と、イヴもソニアもその点については何も心配していないようだった。

　そういえばこういう行こう為いにはむしろ、お互いの信しん頼らい関係が一番大事と聞いたことがある気がする。

「分かった。それじゃ頑張るけど、中止したくなったらすぐ言ってくれよ？」

「ん。分かった」

「分かりました」

　俺は鞭──たぶんバラ鞭という種類──を受け取る。

　それから、三人での初ＳＭプレイが始まった。

「えっと、このベルトを留めればいいのかな？」

　ふたりの着ている拘束衣は手足などにベルトがついていて、それを留めることで体の自由を奪うばう作りになっていた。

　ＳＭというと縄なわとかで縛しばるのを思い浮うかべるが、あれは結構技術がいるらしい。なので素人しろうとでも簡単なベルト式なのは有あり難がたかった。

「んっ……！」

「あっ……！」

　拘束を強める度たびに適度な圧あつ迫ぱくがかかる仕組みらしく、ベルトを留めるごとに彼女たちは熱い吐と息いきを漏もらした。

　それは単に苦しいというのもあるだろうが……これから行う非日常的行為に対する期待が、彼女たちの体を熱くしているように思えた。

　あとこれは途と中ちゆうで気づいたのだが、ふたりの着ている拘束衣はタイプが違うようだった。

　ソニアのは両りよう腕うでを背中側で拘束し、胸を前に突つき出す姿勢をして隠かくせないようにするタイプ。

　イヴのは手首と足首をベルトで繫つなげてしまうタイプで、そのまま俯うつぶせにさせるとお尻を上へ突き出す恰好を強制する作りだ。

「はぁ……あぁ」

「んっぁ……ぁ」

　ついに体の自由を奪われたふたりはベッドの上で身み悶もだえている。

　一方、俺はベッドから下りてその脇わきに立ち、彼女たちを見下ろしていた。

　うーん、この視点はヤバい。

　俯せでお尻をこっちに突き出すイヴもエロすぎるし、仰あお向むけで反らした胸をこっちへ突き出すソニアもエロい。

　こんな彼女たちが体の自由を奪われ、俺の前にいる……というのは、うん、その、この手のプレイが一大ジャンルとして確立されている理由が分かる光景だった。

「っ、ふぅーっ」

　決して暴走しないように自分をもう一度戒いましめつつ、俺はまずイヴの後ろに立った。

「あっ、カイトぉ」

　最初は自分の番と察したイヴは、甘えた声を上げながら突き上げたお尻をふりふりする。

　俯せの状態で頭を捻ひねり、こちらを見上げる彼女の視線は明らかに期待に満ちていて、俺は思わずゴクリとツバを吞のみ込んだ。

「じゃ、じゃあ……やるぞ」

「うん……きてぇ」

「……ッ！」

　俺はバラ鞭を振ふり上げ、イヴのお尻めがけて軽く振り下ろした。

　すると、バチィンッ、と予想していたより大きな音が室内に響ひびき渡わたった。

「あっ……ひぅん！」

　イヴは一いつ瞬しゆん目を見開いたあと、お尻をくねらせながらブルブルと震ふるえる。

「……！」

　最初の一いち撃げきということもあり、やりすぎたのか、ちょうどよかったのか分からず、俺が次撃を躊躇っていると、「ぷはっ……！」と止めていた息を吐はいたイヴが、再びこちらを見上げて。

「もっとぉ……！」

　と、懇こん願がんの声を上げた。

「よ、よしっ！」

　大丈夫そうということを確かく認にんすると、俺はさっきと同じ強さでまた何度かバラ鞭を振るう。

　鞭が弾はじける度にいい音がして、イヴの口からは楽器のように嬌きよう声せいが上がった。

　革製のボンデージからはみ出た彼女のお尻は、鞭で打たれてドンドン赤くなっていく。それが痛々しく思えて、なるべく別の箇か所しよを叩たたくようにしていたがすぐに打つところがなくなってしまった。

　仕方なく、すでに赤くなった場所をもう一度叩く。

「アアァ！」

　が、それがよかったのか、イヴは今まで一番大きな声を上げて身を捩よじった。

　拘束衣で手首と足首を繫がれた状態では、這はって逃にげることすら難しい……彼女は涙なみだ目めで頰を真っ赤に紅潮させて嗚お咽えつを漏らし──そして、聖母リリスの紋もん章しようをこれでもかというくらい輝かがやかせていた。

「カイト君、私もぉ」

「……！」

　と、俺がついイヴのお尻に夢中になっていると、放ほうっておかれたソニアが切なそうな声で名前を呼んできた。

「カイト君、イヴさんばっかり、ズルいです」

　イヴがお尻を俺に向けているのと逆に、ソニアは頭を俺の方に向けてベッドに寝ねていた。

　さらに両腕を背中側で拘こう束そくされて仰向けに寝かされた彼女は、自然と体を反るような姿勢になり、その結果オッパイをこちらへ突き出す恰かつ好こうになっていた。

　そのオッパイが、彼女の気持ちを本当に代弁するように、切なげに震えながら俺のことを誘さそっている。

　そのまま鞭を振り下ろしかけるが、直前で何とか踏ふみ留とどまる。

　いきなりイヴと同じ強さで叩くところだった……いけないいけない。

　特にソニアの場合、結構オッパイをやさしく愛あい撫ぶされるのが好きなのだ。興味があるとは言っていたが、イヴほどに適性があるかは正直分からない。

　というか、ヘタしたら顔を叩いてしまいそうでちょっと怖こわい……。

「……ん？」

　そこで、ふと俺は先程の袋ふくろの底にまだ何か道具が入っていることに気がついた。

　中から取り出してみるとそれは……洗せん濯たくばさみ。

「あ、それは」

　俺が手にした洗濯ばさみに気づき、ソニアは驚おどろいた顔で赤面する。

「これ、ソニアが用意したのか？」

「はい……」

「どうして？」

「それは、その……」

「……使ってみたい？」

「……はい」

　ソニアは素す直なおに頷うなずき、俺は一度鞭を置いて洗濯ばさみを二、三個手に取る。

　さて……オッパイに洗濯ばさみときたら、ＳＭ（というかソフトＳＭ？）でやることといえば決まっていた。

「じゃ、つけるぞ」

「……！」

　ソニアがキュッと目を閉じるのと同時に、俺は洗濯ばさみで彼女のオッパイの先せん端たんを摘つまんだ。

「ヒンッ！」

　洗濯ばさみで弱点を責められたソニアは悲鳴を上げる。

「大丈夫か？　取るか？」

「～～～」

　俺が心配して尋たずねると、彼女は小さく首を横に振った。

　平気かなと思いつつ、俺は二個目の洗濯ばさみを逆側のオッパイにつける。

「ンヒッ！」

　ビクンッと背を反らした反動で、彼女のオッパイと、その先端の洗濯ばさみがぶるんぶるんと大きく揺ゆれた。

「……どうだ？」

　俺が具合を尋ねると、ソニアは目を閉じながらプルプルと瞼まぶたを震わせ。

「い、痛いですけど……なんか、ジンジンします。カイト君に嚙かまれた時と同じで、ジワジワ広がって……」

　そう言って、彼女は薄うすく目を開けると、俺に向かって潤うるんだ瞳ひとみを向けてくる。

「ちょっと……胸が疼うずいてきました」

　疼く、というのが、悪い意味でないことは彼女の表情で察することは容易だった。

「ねぇカイト、私もぉ」

　その時、今度は隣となりのイヴが切なそうな声を上げた。

　彼女は赤みが少し引いたお尻しりを振ってアピールしてくる。

　どうやら彼女もこれが欲ほしいようだ。

「カイトォ……」

「カイト君……」

　洗濯ばさみは袋の中にまだまだ沢たく山さんある。

　俺はぐわっと両手で洗濯ばさみを鷲わし摑づかみにすると、そいつで次から次へと彼女たちの胸やお尻を挟はさみまくってやった。

　鞭むちに比べると危なくないというのもあって、遠えん慮りよする必要もほとんどない。

　洗濯ばさみ塗まみれになっていくふたりのオッパイとお尻。

　ベッドの上に並んだそのふたつは、もう針山か生け花みたいな有り様だ。

「……っぁ」

「うぅ……」

　ふたりは洗濯ばさみから与あたえられる抓つねられるような痛みに耐たえ、涙目になりながら息を荒あらくしていた。

　痛みで汗あせを搔かいた肌はだには紅べに色いろが差して、革かわの光こう沢たくに負けない艶つややかさ。

　彼女たちは汗にヨダレに漏もれ出た魔ま力りよくの液体にと、いろんな物で全身を濡ぬれ汚よごしながら、さらなるその次を求めていた。

「ふたりとも……」

　俺は皆みなまで言わず、再び鞭を手に取る。

　それを見たふたりは、砂さ漠ばくでノドが渇かわいた人が水すい筒とうを差し出された時のような表情を浮うかべて……。

「いいよぉ」

「きてぇ」

　と、言った。

　その求めに応こたえて……俺は鞭を、洗濯ばさみ塗れになった彼女たちのオッパイやお尻に振り下ろす。

　バチィンバチィンと激しい音が室内に響く。

　鞭の打つ音。洗濯ばさみが弾け飛ぶ音。

　俺が鞭を振り下ろす度たび、洗濯ばさみが飛んで壁かべに当たって跳はね返る。

　そうやって洗濯ばさみを強ごう引いんに払はらい落とすと、ふたりは何度も激しく体を震わせ、獣けもののような悲鳴を上げた。

　拘束された体を限界まで震わせて悦よろこびを表現している。

　やがて洗濯ばさみを全部落とし終えると、俺は鞭を捨てて、ソニアの赤くなったオッパイにむしゃぶりついた。

「アッアアアアァァ!!」

　吸精のことを忘れていたのか、不意打ちでも喰くらったみたいに彼女は目を白黒させて、おかしなくらい体を何度もブリッジさせて、足の先までピンと伸のばしながら嬌声を上げた。

「…………ぅ、うぅ」

　最後に呻うめくような声を上げて、ソニアはグッタリとベッドに倒たおれる。

　彼女からの吸精を終えた俺は、続けてイヴの体に覆おおい被かぶさり、俯うつぶせの彼女を無理やりひっくり返す。

「あっ……！」

　仰あお向むけになったイヴの恰好は、いわゆるＭ字開かい脚きやくのような状態で、恥はずかしい箇所をまるで隠かくせない有り様だった。

　いつもならそんな状態になったら羞しゆう恥ちの表情を見せるイヴが、この時ばかりはそんなことに構わず、興奮した表情で俺を見つめて。

「シて……！」

　と、言った。

　望み通り、俺はイヴの胸むな元もとに顔を埋うずめ、全力で吸精する。

「アアアアアァッアーッ!!」

　イヴもソニアと同じように限界まで悲鳴を上げ、俺の下で拘束された体を痙けい攣れんさせた。





▽ケイナの悩なやみ△






　イヴとソニアとの強化特訓が終わったのは、夜十時頃ごろだった。

　吸精自体は九時半くらいに終わっていたのだが、なにしろ今回はかなり激しい行こう為いになった。拘束衣をはずしたり、グッタリした彼女たちの体を気き遣づかったり、いろいろあってこの時間になった。

　俺にとってもいろいろと初体験になった強化特訓だったが、わりと上手うまくやれたようで、ロザリーたちのいる部屋に戻もどる間ま際ぎわ。

「カイト君、またシましょうね」

　と、ソニアに耳打ちされ、隣のイヴもコクリと頷いていた。

　……どこかで縄なわ師しのスキルでも習得できないだろうか？

　と、その話は置いといて、今俺が習得しなければならないのは新魔法だ。

　特訓後、俺は約束通りロザリーと玄げん関かんで待ち合わせして、夜の人ひと気けのなくなった海岸で修しゆ行ぎようの続きを行った。

　元々、あと少しというところまで修行は進んでいたので、日付が変わる前に新しい魔法を自分の物にすることができた。

「よし、じゃあ修行はここまで。あとは明日あしたに備えて休もうね」

「ああ、分かった」

　ロザリーにも太たい鼓こ判ばんを貰もらい、俺たちはホテルに戻った。

　そのまま自分たちの泊とまる部屋に戻ろうとしたところで。

「……ん？」

　その時ふとホテルのバルコニーにひとり佇たたずむケイナの姿を見つけた。

「悪いロザリー、先戻っててくれ」

　その様子が気になった俺はロザリーに断りを入れて、ケイナのいるバルコニーの方へと向かう。

　バルコニーに出ると涼すずしい風が吹ふいていて気持ちがよかった。

「よっ、ケイナ」

「カイトさん」

　俺が声をかけると、ケイナはこちらを振ふり返る。

「何してたんだ？」

「いえ、特に何かしていたわけでは」

「ふーん、そっか」

　俺は相あい槌づちを打ちつつ、ケイナの隣に並び、バルコニーの手すりに寄りかかる。

「……何か？」

「いや、別に」

「そう……」

「……」

「……」

　お互たがい無言になり、間が空く。

　なんとなく気になったけど、無言のままってのも気まずいな。

「そういや、地元に帰ってきたのに家には顔出さないのか？」

　俺は適当な話題を思いつき、ケイナに話しかける。

　それなりにベターな話を振ったつもりだったが、彼女は表情を曇くもらせた。

「……家にはあまり顔を出したくないの」

「……仲悪いのか？」

「そんなことないわ」

　ケイナは首を横に振って否定する。

「ただあんまり戻りたくないだけ」

「……そっか」

　再び沈ちん黙もくが降りる。

　話題選びを間ま違ちがえてしまった俺は焦あせるが、この空気を変える方法をすぐには思いつかない。

　俺がどうしようと悩んでいると、今度はケイナの方から口を開いた。

「新魔法は覚えられましたか」

「ん？　ああ、バッチリ」

「なら、明日にはもう一度洞どう窟くつに行くんですね」

「その予定だな」

　俺は頷うなずく。

「皆が協力してくれたお陰かげだ。ケイナもありがとな」

「そんなの……あの時巨きよ神しんから助けてもらった借りを返したいだけ。イヴさんやソニアさんとは違います」

「そうか？」

　俺が首を傾かしげると、ケイナは小さくため息をつく。

「あなたたちの間には信しん頼らいと思いやり、それに確かな愛情があります。彼女たちがカイトさんに協力するのはそのため……私のはただの義務です」

「義務って」

　何もそんな風に言わなくてもいいのに。

「別に、そんなことで違うとか言う必要なくないか？　実際、ケイナが協力してくれるのには感謝してるし」

「……あーあ」

　今度は大きなため息をついて、ケイナは俺から視線をはずすように夜空を見上げた。

「本当、風紀さえ乱さなければいい人たちなんですよね」

「えぇっと……」

「まあ、本当はそれだって、騒さわいでるのは私だけだって分かってるんです。風紀部だって、実質私ひとりで活動してますし、学園長が認めたことをとやかく言って……余計なことしてますよね、私」

「……！」

　ケイナが急にそんなことを言うので、俺はビックリして目を丸くしてしまった。

「ケイナ……どうしたんだ？」

「さっきのカイトさんとイヴさんたちのやり取りを聞いて、ただ単に自信をなくしただけです」

「自信？」

「私、カイトさんのことを私ひとりに夢中にさせて、他ほかの皆さんと吸精するのを減らさせようとしてたんです。そうすれば風紀を守れますから」

「えっ!?」

　もしかして、あの時風紀部の部室でいきなり吸精を求めてきたのって、つまりそういうことなのか？

　俺は疑問だった彼女の行動の理由を理解し、後頭部を搔かく。

　いや、何ていうかそれは……。

「前から思ってたんだけどさ」

「？」

「ケイナってやることの度が過ぎるっていうか……まじめ過ぎるっていうか……？」

　いや、言ってて何か違う気がした。

　ケイナの言動に対して、いつも感じるモヤモヤとしたもの……それを正しく言い表すなら──

「──何でそんなに正しいことにこだわるんだ？」

　そう、たぶん、これが一番近い。

　風紀を守りたい……それはいいことだと思う。

　助けられた借りを返す……うん、それは大事なことだろう。

　でも彼女のそれは、やはり度が過ぎているとしか思えないことが多々あった。

　洞窟でも言わないのが不誠実だからと言って海水すい晶しようの気配を俺たちに教え、その癖くせ自分が暗くら闇やみが苦手なことを黙だまっていたし。

　というか、これはホント最初から思っていたが、俺たちに風紀を守らせるためにハーレムに入ってまで監かん視しするとか、その時点で何かおかしい。あまりに自己犠ぎ牲せいの精神が過ぎる。

「何でこだわるかと言われても……私にはそれしか取り柄えがないですから」

「……？」

「子供の頃ころからいつもそうでした。まじめで、悪いことをしない、いい子……特別な才能が何にもない、魔ま導どう師しとしても平へい凡ぼんな私は、ほかに褒ほめてもらえるところがなかったんです」

「いや、でもケイナは学園での成績も上位って聞いてるけど？」

「まじめに授業を受ければ単位は取れます。でも……たとえば新しい魔法式を開発するとか、ひとつの魔導を究きわめるとか、そういった本物の才能と呼べるものが、私にはない」

「……」

「だから、私は正しいことにこだわるんです。正しいって、それだけで武器ですから」

　ケイナは吐はき出すように言うと、フッと薄うすく笑う。

「でも、あなたたちには敵かないませんでしたね。学園の風紀は乱すし、エッチなことばっかりしてますけど……奪うばわれた晶しよう霊れいを助けるためだけに、またあの新種の巨神に挑いどもうと一いつ致ち団結できるその信頼関係を『いいな』って思っちゃいましたから」

　そこまで言うと、ケイナはうんと背せ伸のびして、大きく息を吐く。

「さあ、もう寝ねましょう。明日はまたあの洞窟に行くんですから」

「……あのさ」

　部屋に戻ろうとするケイナの背中に声をかける。

　俺なんかが口出しすることじゃないのかもしれないけど……どういう経けい緯いであれ、彼女はハーレムの一員だ。

　入った全員が幸せになれるハーレムを作るというのが、俺とロザリーの約束。

　だったら、俺は何かここで言わなければならない。

「ケイナは、まじめなだけの自分が嫌きらいみたいだけどさ……それって間違ってると思うんだ」

「へぇ、どんな風にです？」

「逆にさ、ケイナは『自分のいいところはまじめなことだけ』って決め付けてるだけなんじゃないか？」

「……！」

　俺の言葉に、ケイナは驚おどろいたように立ち止まってこちらを振り返る。

「俺は、洞窟で海水晶の在処ありかを教えてくれたのは『やさしさ』だと思うし、手とか繫つないだだけで恥はずかしがるのも『カワイイ』と思う！　特別な才能がないなんて言うけど、それでも成績上位をキープし続けられるのはケイナが『努力家』だからだ！」

「なっ！　ちょっ、あの！」

　俺は思いつく端はしからケイナのいいところを上げまくると、彼女は狼狽うろたえながら二、三歩後あと退じさる。

「俺も正直、昔は自分の自己評価が低かった。俺はダメな奴やつって何度も思った……けど、ロザリーはこんな俺のことを沢たく山さん褒ほめてくれたんだ」

「……」

「そうすると不思議でさ……なんか前より自分が好きになったんだよな。自分のことが嫌いじゃなくなった。本当は、俺にもいいところがあるんだって、気づけるようになったんだ」

　だから、と俺はグッと親指をサムズアップする。

「ケイナももっと自分のこと褒めていいと思うぜ！」

「……ッ！」

　そこでケイナは踵きびすを返し、バルコニーから出ていってしまった。

　どうしよう……余計なことを言ってしまっただろうか？

　でもなんか、あのまま放ほうっておけなかったんだよな。

「てか今いま更さらながら恥ずかしくなってきた……」

　半分自分語りみたいになっちゃったし、勢いで喋しやべりすぎたかもしれない。

　俺はもうしばらく夜風で顔面の熱を冷ますと、いい加減明日あしたに備えて寝るために部屋へと戻もどっていった。








第六章










▽その奥に待ち受けるもの△






　ネアロポリスに到とう着ちやくして、五日目の朝。

　三日間の強化特訓を経た俺たちは、再び例の洞窟前へとやってきた。

「みんな準備はいいか？」

　俺が後ろを振ふり返って尋たずねると、みんなは小さく頷うなずいた。

　それを確かく認にんすると、俺もベアナックルを嵌はめた両りよう拳こぶしをガチンッと胸の前で叩たたき合わせて具合を確かめた。

　ネアロポリスで購こう入にゆうしたこのベアナックルも、魔導剣けんと同じ魔導武器だ。

　最初は使い慣れた剣にしようかと思ったのだが、新しく覚えた魔法との相あい性しようを考えてこちらにした。

　あとなんか別の剣を使ったら、アリスに「浮うわ気き者もの」と思われそうだし。

「よし！　行こう！」

　俺は掛かけ声をかけ、パーティーの先頭を進んでいく。

　最初の広間にはすぐ辿たどり着いた。

　軽く見回すと、この五日で新しくできた海水晶がいくつも確認できた。

「……」

　やっぱりあの日に限って海水晶が全然なかったのに作さく為いを感じる……いや、今は考えないでおこう。

　俺たちは広間を通り過ぎ、ランタンをつけてさらに奥へと進む。

　そして、例の小型巨きよ神しんが出た場所まで来た。

　ガチ……ガチッ……。

　いる。

　この前は油断していたが、注意して耳を澄すますと神しん鉄てつと地面が鳴らす音が微かすかに聞こえる。

　どうやら俺たちを迎むかえ撃うちに出てきたようだ。

「……投げろ！」

　俺が合図すると同時に、イヴとソニアがそれぞれ玉状の魔法道具を投げる。

　それは民家などの建物の照明にも使われる物で、魔力を込こめることで周囲を明るく照らす物だ。

　真っ暗闇だった空間が魔法道具に照らされる。

　前回撤てつ退たいしたのは、敵が未知の巨神であったことに加え、ここがランタンだけでは照らし切れない暗闇だったのが理由だ。

　その撤退理由の内のひとつを、今潰つぶした。

　魔法道具の光に晒さらされ、潜ひそんでいた巨神たちの姿がよく見える！

「うおぉぉぉ！」

　皆みんなが魔法道具を投げると同時に俺は走り出していた。

「チャージ！」

　俺は叫さけびながら、ベアナックルを何度もかち鳴らす。

　レベル２零ゼロ魔法チャージは、『力を溜ためる』魔法だ。

　さらにこのベアナックルは魔力を衝しよう撃げき力りよくに変へん換かんする機能を持った魔導武器だ。

　つまりこうして何度も魔力を込めた拳同士をぶつけてから、溜めた力を解放リリースすると……！

「オラァ！」

　ドゴンッ!!と凄すさまじい音を立てて、俺のパンチで小型巨神が吹ふき飛ぶ。

　殴なぐられた小型巨神は神鉄の装そう甲こうを歪ゆがませ、そのまま壁かべに叩きつけられた。

　よしっ！　効いた！

　ここ数日の強化特訓でパワーアップしたのはみんなだけじゃない。超ちよう効率で質の高い魔力を吸精した俺も、前回とは出力が違ちがうんだ！

「グラビティ」

「……ッ!?」

　小型巨神を一体たおして喜んでいたところへ、横合いから別の奴が俺に狙ねらいを定めていた。

「カイト！」

「ッ！」

　敵のグラビティが俺を押し潰そうとした瞬しゆん間かん、ロザリーがサイキックで俺の襟えり首くびを引っ張って、魔法の効果範はん囲い外がいへ投げ飛ばす。

「コラ！　今はアリスがいなくて相そう殺さいできないんだから油断しない！」

「りょ、了りよう解かい！」

　ロザリーに怒おこられてしまった……反省反省。

　俺は頰ほおを張って気合いを入れ直す。

　今回の敵は油断できない相手だ。そのため、ロザリーは全員のフォローに回ってもらっていた。早さつ速そく俺が助けられてしまったが、皆は大だい丈じよう夫ぶだろうか？

「スラッシュトルネード！」

　俺の不安を吹き飛ばすように、イヴの勇ましい声が洞どう窟くつ内に響ひびき渡わたる。

　彼女が生み出した鋭えい利りな風の刃やいばは、小型の竜たつ巻まきとなって小型巨神を吞のみ込んだ。

「エ、エネ、エネルギーシー、ルド、ルド……！」

　敵は零ゼロ魔ま法ほうで防ぼう御ぎよしようとするが、風の刃は全周囲から襲おそいかかる。

　エネルギーシールドの隙すき間まから入り込んだ風ふう刃じんは、神鉄の装甲ごと敵をズタズタに引き裂さいた。

　これで早くも二体たおした！

　残りの数を素す早ばやく確認……三…五………八体！

　これで全部とは限らないが、少なくともこの場所にいるのは八体だ。

「グランドクエイク！」

　ケイナの魔法で地面に亀き裂れつが走り、直線上にいた小型巨神が二体も纏まとめて地割れに吞まれる。

　そのまま地割れは閉じ、大地に喰くわれて小型巨神が砕くだける鈍にぶい音がした。

　あんなの空でも飛んでない限り避さけられないぞ……スゲェ！

　イヴもケイナも前より確実にパワーアップしている。

　強化特訓の効果は抜ばつ群ぐんのようだ。

「ウォータージェイル！」

　それは当然、ソニアにも同じことが言えた。

　彼女が魔法を唱えると、俺と対たい峙じしていた三体の巨神が纏めて水でできた牢ろう獄ごくに閉じ込められて、身動きが取れなくなった。

「カイト君！」

「応！　チャージ！」

　俺はソニアの援えん護ごを受けて、身動きの取れない小型巨神三体に連続で拳を叩き込む。

　小型巨神たちは避ける術すべもなく拳を喰らい、そのまま水みず牢ろうの中で活動を停止した。

「ナイス援護ソニア！　俺が足止めするから、もう一回頼たのむ！」

「はい！」

　俺とソニアは連れん携けいして、次の小型巨神をたおしにいく。

　そして、零ゼロ魔法を使う新種の小型巨神たちは、最初に遭そう遇ぐうした時の印象からすれば驚おどろくほどあっさりと全ぜん滅めつした。

「なんか、ビックリするくらい楽勝だったな」

「事前の準備と対策の重要さが分かったろう？」

　拍ひよう子し抜ぬけする俺に対し、ロザリーが先生らしくコメントする。

　実際彼女の言う通りなんだろう。

　狭せまい洞窟に適した魔法の習得。

　強力な零ゼロ魔法を使う新種巨神に対たい抗こうするための強化特訓。

　それに照明の魔法道具に暗くら闇やみ対策。

　まさしく事前の準備と対策が勝負を決した戦いと言えた。

　そう考えると、やはり前回ロザリーがすぐに撤退を指示したのは正しかったのだ。何も分からない状態で無闇に戦うことほど危険なことはない。

　なんだかんだ今回の一件は大事な経験となった気がする。

　さて、あとはアリスを取り返すだけだが、まだ伏ふく兵へいがいるかもしれないので、俺たちは緊きん張ちようを解かずにそのまま周囲を探たん索さくする。

　すると、奥の岩いわ肌はだに何か妙みようなヘコみを発見した。

「何だこれ？　スイッチ？」

「そう見えるね」

「……押してみていいか？」

「気をつけてね」

「ああ……」

　俺は恐おそる恐るそのヘコみを手で押す──と、ゴゴゴと音を立てて、自然な岩肌に見えていた壁がスライドドアのように開いた。

「は？」

　開いた壁の向こうから現れたのは、明らかに人工的な部屋だった。

　俺たちはやはり警けい戒かいしながらその部屋の中に入る。

　その部屋はまるで研究室のような場所で、多くの実験器具がそこら中に散らかり、分厚い何かの文ぶん献けんと資料があちこちに山積みになっていた。

「何だこれっていうか、もはや何なんだここ？」

「うーん、隠いん遁とんした魔導師の研究室？　見た感じ、錬れん金きん術じゆつの研究をしてたのかな？」

　その辺の資料をパラパラと捲めくりながらロザリーが推察する。

「じゃあ、ここは誰だれか魔導師の隠かくれ家がだったのか？」

　わけが分からなくなってきた俺は頭を搔かきつつ室内をぐるりと見み渡わた──

「……あ!?」

　──と、乱雑に積まれた魔法道具の山の中に、無造作にアリスが投げ出されていたのに気がついた。

「アリス！」

　俺はすぐさまそこへ駆かけ寄り、魔法道具を搔き分けて魔導剣けんの柄つかを摑つかんだ。

『…………マスター』

　柄から魔力を流し込むと、休きゆう眠みん状態だったアリスが目を覚ます。

「アリス！　よかった、無事だったか」

『どうやらそのようですね』

「ああ！　ホントよかった」

　俺は返ってきたアリスを思わず抱だき締しめる。

『マスター、刃やいばで顔切っちゃいますよ。危ないですって』

「いいから！」

『いやいや私がよくないですよ』

　数日離はなれていただけだが、このやり取りも懐なつかしい。

　とまあ、俺とアリスが感動の再会を果たしたところで、一度みんな一箇か所しよに集まった。

「で、結局ここって何なんだ？」

「んー、いろいろ考えられるけど結論は出ないなー」

　この場の誰もが思っている疑問だが、これはという答えを出せる者もいなかった。

　と、そこでイヴが小さく手を上げる。

「実は、あっちにもう一個ドアを見つけた」

「まだ部屋があるのか？」

「たぶん」

　俺たちは顔を見合わせる。

　いちおう、アリスを取り返すという当初の目的は果たされた。

　しかし、用が済んだから帰ろう……と素直に踵きびすを返すには、ここは謎なぞが多すぎる。

　単なる好こう奇き心しんとも言えたが、何で俺たちがこんな目に遭あったのか、その原因を探さぐりたいという気持ちもある。

「ロザリー……」

「そうだね。この部屋があの新種と関係あるなら、魔導連盟ギルドへの報告のためにも調べておいた方がいいかもね」

　ロザリーの言葉で方針は決まった。

　俺たちはこの場所が何なのか調べるため、イヴが見つけたもうひとつのドアへと向かう。

　そのドアは鍵かぎがかかっておらず簡単に開いた。

　そして、俺たちの目に飛び込んできたのは……。

「何だこりゃ……」

　さっきまでいた部屋が「研究室」なら、そこは「実験室」という感じだった。

　部屋の中央に、人の子供が入りそうな大きさのフラスコが並んでいる。

　フラスコの中には妙な色の溶よう液えきが満たされていて、その中にぷかぷか浮ういているのは……。

「きょ、巨きよ神しん？　てか、さっきの!?」

　それは、さっき俺たちがたおした巨神を、もうちょっと小さくしたような生き物だった。

　動いてはいない……だが、生きているようだ。

「これは……まさか巨神の幼体？」

　ロザリーは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「な、何なんですかこれは!?」

　混乱したケイナが珍めずらしく大声で叫さけんで頭かぶりを振ふる。

　イヴとソニアは声を失って、その場で立ち竦すくんでいた。

「……」

　まだ確かなことは分からないし、それはこれから調べられることなのだろう。

　でも、この光景を見て俺たちがみんなこう思ったはずだ。

　もしかしてあの新種の巨神は──ここで人工的に生み出されたのではないか、と。





▽ＶＳバトルシップ△






「ケイコク、シンニュウシャ、ケイコク、キンキュウ」

「な、何だ!?」

　俺たちが驚きのあまり固まっていると、突とつ然ぜん室内に無機質な声が繰くり返し響ひびき渡わたった。

「この声……まさかそのフラスコの中の小型巨神か!?」

「いや、この中の巨神は動いてない！」

　俺とロザリーは声の発生源を探す。

　しかし、声は部屋中から聞こえてきていて、まるでこの部屋自体が喋しやべっているようだった。

『マスター、声は部屋全体の壁かべから発せられています』

「何!?　どういうことだ？」

『この部屋自体があの小型巨神と同種の存在と推測します』

　つまり……この実験室そのものが巨神!?

「ケースＺハッセイ、キミツホジユウセン、ジッケンキロク、ハキ、オヨビ、シュウヘンセイブツ、センメツシークエンス、ハツドウ」

　……破は棄き？　殲せん滅めつ!?

　おいおい、何物ぶつ騒そうなこと言い出してんだこの声。

　その直後、ゴゴゴゴゴ……と洞どう窟くつ全体が震しん動どうを始める。

　何がなんだか分からないが、とにかくヤバいことが起ころうとしているのは間ま違ちがいなかった。

「みんな、ここから脱だつ出しゆつするよ！」

「お、おう！」

　ここに留とどまるのは危険だと判断した俺たちは、全力で洞窟の外を目指して走った。

　来た道を戻もどる間も洞窟内の震動は続き、いつ天てん井じようが崩くずれるかとヒヤヒヤしたが、幸いにも生き埋うめになる前に全員外に飛び出せた。

　しかし、外へ出てもまだ足元からゴゴゴゴという揺ゆれを感じる。

　まだここも安全ではないということを悟さとり、俺たちは急いでストライカーでこの場を離れることにした。

「早く早く！　みんな乗って！」

　俺たち全員が乗ったのを確かく認にんしてから、ロザリーはストライカーを急発進させる。

　みるみる内に洞窟との距きよ離りが離れていく──が、その時とんでもない異変が起こった。

「な、何だぁ!?」

　そいつは洞窟の底から岩がん盤ばんを突つき破って地上へと飛び出してきた。

　その巨大さは、あの試験の時の守護者ガーデイアンに匹ひつ敵てきした。

　しかし、形状は人型と大きく異なる。

　いや、むしろ生物にも見えなかった。

　あれは。

「戦せん、艦かん？」

　まさかあれも巨神……なのか？

『マスター、何ですかそれ？』

　どうやらこちらの世界に戦艦というものはないらしい。

　だがしかし……巨大な艦体、ズラリと並ぶ砲ほう身しん、直立する艦橋、どこからどう見てもそれは戦艦としか表現できなかった。

　ただ普ふ通つうの戦艦と違うのは、そいつは陸地をも移動できるという点だった。

　どういう原理で走っているのかは分からないが、舳へ先さきで大地をゴリゴリと削けずりながら、俺たちの乗るストライカーを追いかけてくる。

　船が陸を走るなとツッコミを入れたいが、それどころじゃない。

　なぜなら、その戦艦に搭とう載さいされた数十の砲ほう門もんがこちらを向いて……!?

　そして、轟ごう音おん!!

「キャアアア！」

　大気を震ふるわせる砲ほう撃げき音に誰かが悲鳴を上げるが、それは続け様の着ちやく弾だん音によって搔き消された。

　幸い直撃はなかったが、着弾の衝しよう撃げき波はでストライカーの車体が大きく傾かたむく。

「っと、危ない！」

「す、すみません」

　転びそうになったケイナの体を支えたあと、俺は次の砲撃がいつ来るかともう一度窓の外を覗のぞく。

　戦艦型巨神はまたガンガンと大砲を撃うってきた。

　……が、何かおかしい。

　妙みような違い和わ感かん。

　今、俺たちはあの戦艦型巨神に追いかけられて大ピンチのはずだ。

　そのわりに……あんなに砲撃してるのに……こっちに飛んでくる砲弾が少ない。

「……ロザリー！」

　違和感の正体に気づいた俺は慌あわてて運転席のロザリーの許もとへ行く。

「ヤバい！　あの巨神、ネアロポリスの方に針路を取ってる！」

「えぇ!?　何で!?」

「わっかんねぇ！」

　だが、そういえばあの部屋の声は「周辺生物、殲滅」と言っていた。

　もしかしたらあの巨神の殲滅対象範はん囲いに、ネアロポリスも入ってしまっていたのかもしれない。

　証しよう拠こ隠いん滅めつにしても大おお雑ざつ把ぱすぎる……いや、むしろそれほど重大な秘密だからこそ、周辺一帯を根こそぎ焼き尽つくしてしまおうということなのか？

「ネアロポリスが狙ねらわれているんですか!?」

　俺とロザリーの話を聞きつけて、ケイナたちも運転席にやってきた。

「船首の向き的に、たぶんそうだ」

「そんな……」

　自分の故郷にあんな恐おそろしい巨神が向かっていると聞いて、ケイナは顔を真っ青にする。

「とにかく、あれは私たちの責任だ。追いかけるよ！」

　ロザリーはストライカーの針路をネアロポリスの方へ向ける。

「ロザリー！　俺は先に行ってる！」

「……！　分かった！　くれぐれも死なないでね！」

「おう！」

　俺はストライカーのドアを開け、魔ま導どう剣けんを背中の鞘さやから抜ぬく。

「アリス！　飛ぶぞ！」

『はい！』

　俺は魔導剣に魔力を注ぎ、アリスがサイキックを制せい御ぎよ。念動力で俺の体が浮き上がり、一気に加速する。

　巨神を追いかけてネアロポリスの方へ向かって飛ぶと、都市の方からもけたたましいサイレンの音が聞こえてきた。

　あちらも戦艦型巨神が近づいてくることに気づいたようだ。

　すでに壁の上から都市警備隊と思おぼしき魔導師が飛び立っているが、戦艦から飛んでくる砲撃を撃ち落とすのに手一いつ杯ぱいで、とても迎げい撃げきに回す手はない様子だ。

　まだ戦艦と都市との距離がある内はいい……だが距離が近づくほど砲撃の密度は上がり、警備隊が全すべて撃ち落とすのも難しくなる。

　早く……！　コイツが都市に近づく前にたおさないと……！

　そこでようやく俺は戦艦型巨神に追いつく。

　そのまま上じよう昇しようし、奴やつの艦橋よりも頭上を取った！

「アリス、ブラックホールで一気に決めるぞ！」

『魔力を回してください！』

「おお！」

　俺は溜ため込んだ魔力をガンガン柄つかに流し込む。

　アリスがその魔力を魔法式に変へん換かんし、威い力りよく、範囲、必要な効果を付与する副式を入力していく。

『……いけます！』

「オオオオ！」

　俺が振り下ろした剣先から、一粒つぶの黒球が放たれる。

　レベル４零ゼロ魔法ブラックホール。

　あのガーディアンすら一撃で圧あつ壊かいした零ゼロの上位魔法だ。

　しかし、あの時はガーディアンの口に放ほうり込んだからこそ、内側から一撃で破は壊かいできたのだ。

　が、外側で発動してもあの大質量の何分の一かは破壊できるはず。

　砲撃を繰り返す大砲か、あるいはあの走行機能でも奪うばえれば、とりあえず都市への攻こう撃げきを止めることができる……！

　頼たのむからどちらかを破壊してくれ──そう願いながら、俺は黒球の行方ゆくえを追う。

　が──




　──発動するはずだったブラックホールは、戦艦の巨きよ神しんに届く直前で突然パシンッとシャボン玉が弾はじけるみたいに消えてしまった。




「なっ……!?」

　予想外の事態に、俺は言葉を失う。

　ブラックホールは俺の使える最大威力の魔法だ。

　それが、まったくダメージを与あたえることなく消えた!?

「ど、どうなってるんだ!?」

『……分ぶん析せきしました。今のは〝相そう殺さい〟です』

「相殺？」

『おそらく、あの戦艦の周囲には魔法に対する中和フィールドが広がっています。あれは純じゆん粋すいな防御魔法ではなく、魔法を分解する物かと』

「そんな……つまり、あいつに向かって打った魔法は全部奴に届かないってことか!?」

『そうなります……』

　ウソだろと叫さけびたくなるが、アリスがウソを言うはずもない。

　ガーディアンはただただ純粋に硬かたくて強かった……が、この戦艦型は魔法そのものを受け付けない。

　魔法は効かず、その上あの質量だ……。

　こんなの……人類にどうしろってんだ……!?

「……ッ！　ダメだ！　折れるな！　考えろ！　考えるんだ俺！」

　俺は拳こぶしを自分の額に叩たたきつけ、折れそうな心を叩き直す。

　絶望している暇ひまなんて一秒もない。

　どうにかして奴をたおす方法を考えるんだ……！

『マスター！　危ない！』

「うおっ!?」

　アリスの鋭するどい声で、俺は偶ぐう然ぜん自分目がけて飛んできた砲弾を躱かわした。

『マスター、ケガはありませんか？』

「ああ、助かったぜアリス……」

　巨神の兵器ということはあの砲弾も神鉄製、掠かすりでもしたら手足が千切れていただろう。本当に間かん一いつ髪ぱつ……。

「……あああ!!」

　そこで気づいた。思いついた。

　ある。ある！　中和フィールドを貫つらぬいて、あの巨神に大打撃を与えられる方法が！

　だがそれには俺の力だけではダメ──ケイナの力が必要だ。





▽合体魔法△






　急いでストライカーの許へＵターンした俺は、思いついた作戦について皆みんなに手短に説明して、再び戦艦型巨神のところへ戻もどってきた。

　俺たちが陣じん取どったのは、巨神とネアロポリスの中間地点。

　自力で飛べる俺やイヴ以外は、ストライカーに積んであったロザリーの予備の空飛ぶ箒ほうきに跨またがり、全員で陣形を組んでいた。

　ここで奴をたおす！

「ロザリー！　頼む！」

「まっかせて！」

　作戦の開始は、ロザリーからだった。

「ゼログラビティ！」

　ロザリーの魔法が無重力の力場を生み出した。

　その力場に触ふれた砲弾は勢いを失う。

「ケイナ！」

「はい！」

　続けて、ここからがケイナの出番だ。

　彼女が得意とするのは土魔法──中でも鉱物の加工と成形──そして、神しん鉄てつもまた特とく殊しゆではあるが鉱物の一種。

「うぅ、うぅぅうううう！」

　とはいえ神鉄の成形は通常の鉱物よりも難しいらしいが、強化特訓でパワーアップしたケイナなら何とかいける……！

　ロザリーが敵の砲弾を奪い──ついでに都市への攻撃を防ぎ──それを逆に利用し、ケイナの魔法で武器を作る。

　だが、そんな作業をしていれば、さすがに敵も見み逃のがしてはくれないわけで……。

　ドォン!!ドォン!!ドォン!!ドォン!!ドォン!!ドォン!!

　敵は照準を都市から俺たちに向け直し、集中砲ほう火かを浴びせてくる。

　圧あつ倒とう的質量の雨が、ロザリーのゼログラビティを突つき破った俺たちに襲おそいかかる。

「グラビティ！」

「ウォータージェイル！」

「スラッシュトルネード！」

　その攻撃を、俺とソニアとイヴの三人で迎撃した。

　ロザリーとケイナの邪じや魔まはさせない！

　さすがに敵の砲撃全てがこちらへ来たら、俺たち三人だけでは凌しのぎきれなかっただろう。だが、ロザリーは零ゼロ魔法の遣つかい手としては俺よりもずっと上だ。

　彼女が張るゼログラビティの無重力フィールドは戦せん艦かんの集中砲火の、その半分以上を無力化してくれている。

　俺たちは突き抜けてきた一部の砲ほう弾だんを弾はじくだけでいい。

　そして、敵が集中砲火してくるということは、それだけケイナが利用できる神鉄の素材が大量に手に入るということだ。

「うぅぅうぅうううう～～～～～～～できました!!」

　ケイナが叫ぶように俺への合図を送る。

「！」

　見上げると、そこには敵砲弾をかき集め、こね合わせ、混ぜ合わせ──創つくり上げた一本の〝槍やり〟が空に浮ういていた。

　その巨大さと鋭えい利りさは、戦艦型巨神の艦体を串くし刺ざしにするのに十分な威い容ようを兼かね備えていた。

「よし！　イヴ、ソニア、ここは任せた！」

「「はい！」」

　俺はふたりにこの場を任せ、完成した槍のところへ向かう。

　目指すのは槍の後方──石突きと呼ばれる部分──だ。

　そこへ向かうと俺はアリスを鞘さやにしまい、先さき程ほどのベアナックルを改めて両手に嵌はめる。

　そして──

「ウォォオォ、チャアアアアアアジ！」

　ドンッドンッドンッと、残りの魔力を有りっ丈たけ注つぎ込む勢いで、何度も何度も槍を叩いた。

　いくら巨大な槍があるとはいえ、それだけではただの棒と変わらない。

　槍が兵器足り得うるには、勢いよく投擲する必要がある。

　が、ここまでデカい槍を投げられる人類などいるはずもない。

　サイキックで投げようにも、こんなデカい物を動かそうとしたらノロノロとしか投げられない。

　そこでチャージの出番だ。

　衝しよう撃げきを溜めることのできるこの魔法で、槍に衝撃と勢いを溜め続ける。

　強大なエネルギーを溜めて、溜めて、溜めて、溜めて、溜めまくって──

「いぃぃぃぃいいいい～～～～～～っけぇえええええええ！」

　──解き、放つ!!

　チャージした力をリリースした瞬しゆん間かん、轟ごうッ!!と槍は一直線に戦艦型巨神めがけて投擲された。

[image: ]

　この槍はケイナの魔法で作った物だが、作り終わった物はただの『物質』。

　投擲のために使ったチャージの魔法は、リリースした瞬間に役目を終えている。

　即すなわち、あらゆる魔法を無効化する敵の中和フィールドは意味をなさない。




　ゴオオギャアアアアギギギギギギギギイギイイイイインンンン!!




　俺たちの合体魔法によって生み出された神鉄の槍は、その圧倒的質量でもって船体を刺さし貫き、耳みみ障ざわりな金属音を立てまくりながら戦艦型巨神を破壊した。





▽遠くの岩いわ陰かげから眺ながめる、謎なぞのフードの少女△






　カイト君たちが戦艦型の巨神を撃破するのを、私は遠くの岩陰から眺めていた。

　思っていた通り──あるいは期待以上に──彼らの実力は確かなものだった。

「それにあのハーレムの女の子たちも悪くないなぁ。カイト君が沢たく山さんの女の子と仲よくなってくれれば、それだけ強くなってくれそう」

　今回のクエストはカイト君の実力を測るために依い頼らいしたものだったけど、彼と彼のハーレムの実力まで確かく認にんできたのは望外の収しゆう穫かくだった。

　彼らに洞どう窟くつの奥の隠かくし研究室を気づかせるため、ひとりで頑がん張ばって海水すい晶しようを採り尽つくした甲か斐いがあった……しゃがみっぱなしで若じやつ干かん腰こしが痛くなったけれど。

「カイト君たちなら大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　つい期待を込こめて呟つぶやいてしまう。

　私の願いはきっと一発勝負に賭かけるしかない。

　彼らはそれに値あたいするか、あるいは値するところまで達してくれるか、もうしばし見守ることにして、私は誰だれかに見つかる前にその場から立ち去った。








エピローグ









　戦艦型巨きよ神しんという脅きよう威いを退け、俺たちは何とかネアロポリスを護まもることができた。

　その後、ヘロヘロになりながら都市へ戻ると、巨神撃破の様子を見ていた街の人々たちに英えい雄ゆうのように迎むかえられて手厚く歓かん待たいされた。

　あの巨神が目覚めた原因の一いつ端たんは俺たちにもあったのだが、いずれにせよ都市のすぐ傍そばにあんな物が眠ねむっていたのは事実だ。その脅威を取り除いたことには変わらない、とのことだった。

　警備隊の頑張りとロザリーのゼログラビティのお陰かげで、都市を護る壁かべがいくらか損傷しただけで内部の被ひ害がいはほぼゼロだったらしい。

　ケイナの故郷が無事で本当によかった。

　その翌日の夜、都市の偉えらいさんたちにパーティーに招かれた。

　都市全体もお祭りのような騒さわぎになっているらしい。

　それだけ、ギガンテス級の巨神をたおしたというのは喝かつ采さいに値する出来事なのだろう。

「うっひょー！　みんな綺き麗れいだな！」

「ふふっ、ありがとう」

「ん。背中がスースー」

「ちょ、ちょっと恥はずかしいですね」

「ドレスなんて久しぶりに着ました」

　あちらが用意してくれたパーティードレスはそれは綺麗な代しろ物もので、こういうみんなを見るのも楽しいなぁと思った。

　パーティーも急きゆう遽きよ開いたものにしては豪ごう華かな催もよおしだった。

　これも夏シーズンのかき入れ時ということで、都市全体に物資が大量に運び込まれていたからできたようだ。

「旨うまい旨い」

『マスターよく食べますねぇ』

「だって旨いぜ、これ」

　最初は大人数に囲まれて質問攻ぜめにもされたが、今はフリーになって並んだ豪華な食事を思う存分楽しんでいるところだった。

「ん？　そういやケイナはどこだ？」

　会場を見回すとロザリーたちの姿は見当たるのだが、ケイナの姿だけどこにも見えない。

『トイレですかね？』

「んん～？」

　俺はちょっと気になったので、会場を歩き回りながらケイナのことを捜さがす。

　アリスからのアドバイスも考こう慮りよして、会場の外にも出てみた。

　廊ろう下かやエントランスには休きゆう憩けい中と思おぼしき人がチラホラと見当たる。

　さっきまでの質問攻めは結構大変だったし、昨日の戦せん闘とうの疲つかれもまだ残っているのかもしれない。

　と……ケイナの後ろ姿を見つけた。

　彼女は大人の男女と話していた。

「ギガンテス級が出たと聞いた時は背筋が凍こおったが、まさかそれを撃退した学生というのがケイナのことだったとは思わなかったぞ」

「学園へ入にゆう寮りようしてから一度も帰ってこないから心配していましたけど、こんなに立派になって。すっかり一人前の魔導師になったのね」

　男女から口々に称しよう賛さんを投げかけられ、ケイナは照れたような声で応こたえる。

「そんな、父さん、母さん、私ひとりの力じゃとてもたおせなかったわ」

　ふむ……どうやらあの男女はケイナの両親らしい。

　功労者の親ってことで呼ばれていたのだろうか？

「学園にはもっとスゴい魔導師が沢山いるし、ギガンテス級をたおす策だって彼のアイディアだったわ」

「ああ、あの男の子か。なんでも、男なのに魔法が使える不思議な少年なんだってな」

「それなら私も聞いたことありますよ。確か、その前もギガンテス級の巨神をたおしてるんですって？」

「うん、そうなの」

　ケイナは小さく頷うなずく。

「だから、私はまだまだなの。もっともっと頑張って、本当に立派な魔導師にならなきゃ。いつか、応おう援えんしてくれてるふたりが自慢できるような……」

「……」

　何気ない物言いだったが、俺はあの夜にケイナが語った言葉の本当の意味を察した。

　彼女は自分が嫌きらいとかいうよりも──大好きな両親がもっと自分を誇ほこれるように、特別で立派な魔導師になりたかったのだ。

　だから自分をまじめなだけの没ぼつ個性な魔導師、みたいな変な自己嫌けん悪おが芽生えたのだろう。

　彼女は、本当は両親が大好きだったのだ。

「……何を言うんだケイナ。お前は昔からずっと私たち自慢の娘むすめだよ」

「そうよ。いつもまじめに勉強して、何でも最後までキチンとやり遂とげられるあなたのことが大好きよ、ケイナ」

「……！」

　両親にそう言われた時のケイナの表情は見えなかったが……たぶん見なくても分かる。

　よかったな、ケイナ。

　俺はこれ以上親子の時間を邪じや魔まするもんじゃないなと思い、旨い料理を食べに再び会場へ戻もどっていった。







　そうしてパーティーで存分にもてなされた俺たちは、浮うかれ気分でホテルへの帰路についた。

「いろいろあったけど、なんだかんだ楽しい旅行になったな」

「そうだねぇ」

　学園都市に帰るのが惜おしくなってきた。

「なあ、もうちょっと滞たい在ざい期間延ばさないか？」

「それもいいね」

「もう一回海行きたいですしね」

「おっ！　俺も俺も！」

　みんなの水着をまた見たい！

　勝手に旅行の延長を話し合う俺たちを、ケイナが横目で見ている。

「ケイナはどうだ？」

　基本的にまじめな彼女は予定と違ちがうことをするのが嫌いやかもしれないので、念のため確認を取る。

　彼女はちょっとため息をついて肩かたを竦すくめる。

「まあ、皆みなさんがそう言うのなら構いません。私も、一度実家に顔を出したいですし」

「よっしゃ！　決まりだな」

「ええ……それに、肝かん心じんのクエストもまだやってませんし」

「ん？　クエスト？」

「海水すい晶しよう集めです。まさか忘れてたんですか？」

　首を傾かしげる俺に対し、ケイナがやや呆あきれ気味に呟つぶやく。

　確かに、よくよく考えたらアリスのことばっかり考えてた上に、戦せん艦かん型巨神なんて物が出てきたものだから、ここに来た当初の目的をすっかり忘れていた。

「もう、仕方ないですね」

　ケイナはいつもの風紀部部長スタイルで怒おこってから、ふと口くち許もとに微び笑しようを浮かべる。

「じゃあ、手早く海水晶を集めて、その後は皆で海に行きましょう」

「ケイナ……！」

「私だって皆と遊びたいですから……今度は普ふ通つうに」

　ああ、そういえば前回は強化訓練もあって、ケイナは純じゆん粋すいに海を楽しめなかったのか。

「……よし！　それじゃあ今度は思う存分、みんなで目一いつ杯ぱい遊ぼう！」

「「「「おー！」」」」

　俺は大声で拳こぶしを突つき上げ、みんなもそれに付き合って楽しげに両手を上げた。

　楽しい夏休みはまだまだこれからだ！





─了─　　　　　










あとがき









　この度は『だから俺は魔ま力りよく供給を断れない』をご購こう読どくいただきありがとうございます。なめこ印じるしと申します。




　２巻でいきなり水着回！　前々作でも確かやった覚えがありますが、やはり水着は制服や私服とはまた違ちがうかわいさが見られていいですね。

　さらに今回は合宿的なことをやってみんなのパワーアップ回でもあります。パワーアップ……つまり吸精てんこ盛り！　吸精シーンがたくさん書けて作者の私も嬉うれしい。主人公のカイトも嬉しい。みんなも嬉しい！　１巻にも増してカイトがみんなのことを吸いまくり揉もみまくりなので、まだ本編未読の方は是ぜ非ひ是非お楽しみに！

　そんなわけで今巻も欲よく望ぼう全開なカイト君なわけですが、何でもワイワイ楽しんでやってくれるので書いているこっちも楽しくなってくるキャラです。彼がバカやってエッチなことしてみんなと強くなって、ハーレムパーティーが強くなっていく様子を皆みな様さまにも楽しんでいただけると嬉しいです！







　ここからは謝辞を。

　この度また担当編集様の交こう替たい時期と重なりました。まず１巻から担当していただいた有あり馬ま様、今までありがとうございます。今後ともお付き合いは続くと思いますが、これまで大変お世話になりました。

　そして新担当の竹たけ林ばやし様、２巻発売まで大変御ご迷めい惑わくおかけしました！　厳しい時期を支えていただいたお陰かげで２巻も出すことができたと思います。今後ともよろしくお願いします！

　イラストレーターのよう太た様にもこの度は御迷惑をおかけして申し訳ありません。今後はこんなことのなきよう頑がん張ばります！　また２巻の表紙も素晴らしいイラストをありがとうございます！

　さらに編集長並びに編集部の皆みな様さま、デザイナー様、営業様、流通様、書店並びに書店員の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　最後にこの本をご購読いただいた読者の皆様、今後とも『だから俺は魔力供給を断れない』を応おう援えんよろしくお願いします。

　それではまたいづれどこかで！


２０１９年11月某ぼう日じつ　なめこ印
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